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このたび I 丈パナソニックレーサ^ 


のたび I もノけソニックレープー普通紙ファクシミ U をお買し化げしただ志まことにありびとうございました。 
取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、大切に保管し、必要なとさにお読みください。 

( 上手に使って上手に節電） 



Panasonic 

取扱説明書 

( G 3 通信/インターネット FAX / E メール編) 
レーザー普通紙ファクシミリ 


お使いになるまえに 


インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(昼本編) 


インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(応用編) 


リスト.レポ— - 



その他 


登録編 


フアクス応用編 


ファクス昼本編 









取扱説明書の構成 


本機の取扱説明書は、〈本体管理/コピー/ネットワークスキャナー編〉と 〈 G 3 通信/インターネット 
FAX/E メール編〉を印刷本、〈プ U ンター編/ Document Management System 編〉を別添付の 
CD にて提供しております。 

本体管理/コピー/ネットワー 本機の共通操作（用紙/トナー補給、紙づまり処置方法、各種ファンク 
クスキャナー編 シヨン設定など）とコピーやネットワークスキャナーの操作について説 

巧をしています。 

G 3 通信/インターネット FAX ファクス機能、インターネット FAX 機能や E メール機能の使いかたに 

/ E メール編〈本書〉 ついて説明しています。 

プリンター編 / Document プリンター、アドレス帳、装置設定、ステータスモニター、 

Management System 編 Document Management System 機能の使いかたや、困ったときの 
( CD ) 対処方法などを検索び便利な CD で説明しています。 
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本取扱説明書の概要 



お使いになるまえに 


基本操作、接続、を意事項を説明します 


已 -19) 


妙 

質 


ファクス基本編 


• 電話回線で送受信する 


(防 20-43) 


インタ ー ネッ ト FAX / 
E メール （基本編） 


LAN を使って送受信する 


44-71) 


ファクス応用編 


• ファクスの応用通信を説明します 


( D ^ 72-109) 


質 


インタ ー ネッ ト FAX / 
E メール （応用編） 


LAN を使っての応用通信を説明します 

沪]] 0-135) 


登録-設定方法を説明します 

• 曰里の言女も、14び 

• ワンタッチ-短縮ダイヤ^レの登録 
. システムの登録 （防] 3己-1日 7) 


リストまたはレポートの説明をします 

168-177) 


トラブル 户•エラーなどの説明をします 

y ^ がぶエラ-〕-ド • X ツセ-ジ、ほか 

、^ 醉 178 - 187 ) 

广 1 その他 ^ •をな仕様、用語集、索引 

• J ' (臨] 88 - 199 ) 













^ はじめに 


アイコン、イラスト説明 


各アイコン、イラストの説明 


ADF に原稿をセツトする 

原稿台ガラスへ原稿をセツトする 

コント□ールパネル上のキーを押す 


キーを 巧す 





ま号を入力ずる 

• 電話番号 

• メールアドレス、その他 



キーボー ドか日入力する 


000己〇己00000 〇〇〇 
己〇〇曰己己□曰 
〇〔)〇口[)巧0□口□己 □□ 
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网 


フアクス /E ベール 



フ アクス /E ソール 

阻/囚囚 <- 


次の手順へ進む 


次の手順へ進む 

(次の行、または前のページ) 


次の手順へ進む 
G 欠のぺージ） 


ファクス /E メールボタンのファクスランプび点:打していることを確認。 
点:打していない場合は、ファクス /E メールボタンを f 甲して点：打させる。 


ファクス /E メールボタンの E メールランプび点なしていることを確認。 
点:打していない場合は、ファクス /E メールボタンを f 甲して点：打させる。 
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お使いになるまえに 


はじめに 


お使いになるまえに 


オフィスにピッタリ、1台已役+ a です， 

取扱説明書の構成 . 

本取扱説明書の概要 . 

アイコン、イラスト説明 . 
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胃本送信手順 . 

■ 基本手順 . 

■ 送信を途中でやめる . 

■ 文字入力のしかた . 

■ 複数宛先指定時の宛先消去のしかた . 

モード設定 . 

■ モード設定のしかた . 

回線 - LAN ケーブルなどの接続 . 

使用上のお願い . 

■ キャッチホンサービスをご契約になっている場合., 

■ 各サービスについて . 

■ 節電モード設定時のお願い . 

他 . 

コント□-ルパネル（操作キ ー). 

ファクスを送る . 

■ メモ U - 送信 . 

■ ダイレクト送信 （ 優先送信予約） . 

■ オンフックダイヤル . 

■ 相手と話してか日送信する（オフフックダイヤル). 

■ 送信を途中でやめる . 

■ ダイレクト送信予約をキャンセルする . 

受信のしかた . 

■ 受信モード . 

■ 手動受信する（電話モード） . 

■ ファクスを受信する（ファクス専用モード） . 

■ ファクス/電話自動切替のとさ 

(ファクス/電話自動切替モード) . 

■ 両面到言 . 

■ 縮ル受信設定 . 

■ メモ U —代行受信 . 

■ 2イン]受信 . 

ッイマー通信 . 

■ 概要 . 

■ タイマー送信 . 

■ タイマーポー U ング受信 . 
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2 2 3 4 


□ □222446 77777 3 


0024444 6668 
2S 2 0J 


80001 2 222 
23333 3333 


























































お使いになるまえに 


フアクス昼本編 


インターネット FAX/E メール（昼本編) 


ポーリング . 

■ 概要 . 

■ ポー U ング送信 . 

■ ポー I 」ング受信 . 

プ□グラム登録 . 

■ 概要 . 

■ グループダイヤルの登録 ..... 

■ プ□グラムダイヤルの登録. 

■ ワンタッチキーの登録 . 

■ プ□グラムキーの変更 . 

が 1, 

インターネットに接続するための事前準備 . 

設定 （SMTP 転送/ POP クライアント） . 

インターネットファクス通信 . 

■ インターネットファクス通信とは . 

■ インターネットファクス送達確認通知 （ MDN ). 

■ ダイレクト SMTP (ダイレクトインターネット FAX 送信). 
■ インターネットメール受信 . 

インターネット通信におけるま 意 点 . 

圓概异 

■ インターネットファクスと一般回線用のファクスの違い ....... 

■ 正常に送信されましたか？ . 

■ LAN 経由での電話はでさません . 

■ 2回線通信機能 . 

■ 読取りモードの文字サイズ . 

■ インターネットメール受信 . 

■ LAN 経由で原稿を PC へ送る . 

■ LAN 中継送信 . 

インターネットパラメーターの設定 . 

■ インターネット基本パラメーター . 

■ インターネットパラメーター(自局登録） . 

E メールアドレスを入力して送る . 

■ E メールアドレスを直接入力して送る . 

■ ワンタッチ/短縮ダイヤル/ 

E メールアドレス検索を使って送る . 

■ E メールへッターの宛先指定 . 

■ エラーメール . 

LAN を使って受信する . 

■ 概要 . 

■ POP 受信 . 

■ POP 受信の設定 . 

■ POP による自動受信 . 

■ POP による手動受信 . 


4446 888022 
3333 333444 


^が訊 


0 011 
己己己己 


推 


222222333 
己己己己己己己己己 




4 4 B 6 802 446688 

曰曰ち曰 曰66目目目目目6 























































インターネット FAX / E メール（昼本編) 


プ□グラムキー . 

■ POP 受信キー（プ□グラムキー）の登録…. 

■ POP 受信キー（プ□グラムキー）での受信 


ファクス応用編 


親展通信（メールボックス） . 

■ 親展送信 . 

■ 親展ポー I 」ング受信 . 

■ メールボックスへ親展文書を受信する . 

■ 親展文書の雷積 . 

■ 親展文書のプ I 」ント . 

■ 親展文書の消去 . 

F コード通信（サブアドレス通信） . 

■ F コード（サブアドレス）送信 . 

■ F コード（サブアドレス）送信（直接ダイヤル） ..... 

■ F コード（サブアドレス）をアドレス帳に登録する 

パスワード通信 . 

■ パスワード送信の設定 . 

■ パスワード受信の設定 . 

■ パスワード送信設定の一時変更 ........ 

■ パスワード受信の設定/変更 . 

イモリ — ち居 

■ メモリー受信ノ（スワードの設定 ........ 

■ メモ U - 受信の設定 . 

■ メモ U - 受信のプリント . 

セレクト受信 . 

■ セレろ'妄 s © i ' 岩'.:: 

ユーザー別管理 . 

圓概可 

■ ユーヴー別管理の設定 . 

■ ユーヴー別管理の変更/消去 . 

■ ユーヴー別管理を使って送信する ....， 

■ ユーヴー別管理のプリント . 

通信予約®確認 . 

■ 概要 . 

■ レポートのプ U ントまたは画面表示 

■ 通信予約の変更 . 

■ 通信予約の消去 . 

■ 指定通信予約ファイルのプリント ..... 

■ ファイルへ原稿を追加する . 

■ 未達宛先再通信の指定 . 

標通信 . 

■ 中継通信について . 

■ 中継同報指示 . 

■ 中継通信の登録 . 


嘴 W 


2244668 

7777777 


0 0 2 
8 8 8 


的 


4 4 6 6 
8 8 8 8 


8 8 8 
8 8 8 




〇 〇 
9 9 


222446 88800224 6668 
999999 99900000 0000 
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お使いになるまえに 


インターネット FAX/E メール（応用編) 


インターネット通信について . 

■ ルーティング . 

■ DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol ). 

■ SMTP 認証 . 

■ LAN 中継同報 . 

FROM 選択機能 . 

■ FROM 選択機能の登録 . 

■ 発信元 ( From ) を選択して送信する . 

ルーティング . 

I ルー了ィタフの言文 . 

■ワンタッチ/短縮ダイヤルへのルーティングの登録 ........ 

■ ワンタッチ/短縮ダイヤ;レへの登録 . 

■ ダイヤルインの登録 . 

メモリー転送 . 

■ メモ U - 転送の設定 . 

LAN 中継同報 . 

■ 概要 . 

■ 中継ネットワーク . 

■ LAN 中継送信局としての設定 . 

■ LAN 中継指示の登録 . 

■ LAN 中継送信 

(中継局をあ日かじめ登録してある宛先へ送信する場合）. 

■ LAN 中継送信 

(中継局を登録していない宛先へ送信する場合） . 

■ パソコンからの LAN 中継同報指示 . 

■ LAN 中継同報の通信結果 . 

音量調節と電話回線設定のしかた . 

■ 電話回線の設定（プッシュ式とダイヤル式） . 

■ モニターの音量設定 . 

■ 呼出音量の設定 . 

自局登録 . 

■ 概要 . 

■ 自局登録のしかた . 

ダイヤルの登録 . 

■ ダイヤル登録操作フ□一 . 

アドレス帳（ワンタッチ/短縮ダイヤル） . 

■アドレス帳の登録（電話番号） . 

■ アドレス帳の登録（メールアドレス） . 

■ 宛先シートのプリント . 

■ アドレス帳（ワンタッチ/短縮ダイヤル）の変更/消去. 

システム登録 . 

■ 概要 . 

■ システム登録の設定 . 


〇 □ 


_~ ~ 2 4 4 4目 
1111111 


6 6 8 0 
1112 


推 


2 

2 


4 4 5 7 8 
を 2 2 2 2 


0 

3 


0 2 4 
3 3 3 


6666 888 〇〇 22246 888 
3333 333 44 44444 444 

T— T— T— T— T— T— T— T— T— T— T— T— 























































中継自局情報の登録 . 

メールリモート登録 . 

■ 概要 . 

■ 各種情報の登録または取り出し . 

■ インターネットパラメーターのメール U モート登録 . 

■ 各種情報の取り出し . 

■ 取り出し、または編集をしたインターネットパラメーター 

およびアドレス帳のノ（ックアップ . 

インターネットパラメーターの編集、またはバックアップ . 

アドレス帳（ワンタッチ/短縮ダイヤル）の編集 . 

■ アドレス帳全体の削除 . 

F 網通信 . 

tiwa 巧 

通信管理レポート . 

通信結果レ tK - 卜 . 

ワンタッチ/短縮ダイヤルおよびアドレス帳リスト . 

プ□グラム U スト . 

システム登録リスト . 

故障かな？と思った5 . 

まなエラーコード . 

リモート登録時のエラーメッセージ . 

■ システムエラーメッセージ . 

■ U モート登録失敗時のエラーメッセージ. 

済スタンプの交換/増設メモリーカード . 

■ 済フ々、ノプ 

■ メモリーカード（オプション）の設置 ..... 

■ 

かよ仕様 . 

■ 停電のとさ . 

■ チェック&コール. 

語集 . 

ITU-T Image No.l. 

索引 . 


その他 


688890 12467 

らら曰曰曰6 66666 

^1 ^1 ^1 ^1 ^1 


諸の是 




□ 4 4 5 6 6 6 
8 8 8 8 8 8 8 


8 9 9 0 6 7 
888 9 9 9 
-I ^1 Ti -I 
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フアクス/—ル 


I_ H _ H __ M _ JI _ M _ 1\ _ M _ n _ い _ n __I I_ M _ n __ i 

0000000(5^0 □□□ 

00 aaooodrpoo 00 


I こ S 因/区 I ^-、 


囚- 



または 


ノノ ノーへ/ 1 _へ ル 


阳 - 



電話番号 


E メール アドレス入 E メール 
カモードに切替えるアドレス 

または 

アドレス帳検索ダイヤル （防 お知日せ 3) 




[100 ]Panasonic 3 


検索する文字を入力する 
(防] 2ページ） 

例： " Pana " 




Panasonic 


撞数宛先の指定 

• メモ U —送信するときは、 

操作の後、 


1 


つの原稿を複数宛先へ送信することびでさます。手順 4 a 、4 b または 4 巳の 
セット I を巧して、宛先数を確認後、手順 4 a 、4 b または 4 c の操作を繰り返して宛先を指 

セット」 を巧して宛 


定できます。は、省略することち可能ですび、 I スタート I を巧す前には 
先数を確認することをおすすめします。宛先の消去については、 ] 2ページを参照してください。 

リダイヤル待ちとバッチ送信 

. 送信相手先び通話中などで原稿を送信でさなかったとさは、 U ダイヤル待ちになります。 U ダイヤル後 
に自動送信した場合は、その送信の完了時刻び通信結果レポートに記録されます。 

. U ダイヤル待ち状態の同じ送信相手先に原稿を送信した場合は、複数の原稿をまとめて送信します 
(バッチ送信)。 


また 


丽 


円 al 


基本手順 

[ T 1 ADF 卜 


ADF か 
ら送信 


原稿ガ 

原稿の 


送信原稿を下向さで原稿台ガ 
ラスのガイドに沿って置く、ま 
たは上向きで ADF に置き、原 
稿の幅にガイドを合わせる 
原稿台ガラスにセツトすると 
さは、原稿サイズを選択する、 
A 已サイズじ(下の原稿を送ると 
さは、 A 已に設定する 



^お使いになるまえに 


基本送信手順 


、レイ 


原稿ガイド 



または原稿 
台ガラスか 
ら送信 


イド 

I 幅にガイドを合わせる 



ワンタッチ/短縮ダイヤルお知5せ 3) 



または 




ワンタッチ/短縮ダイヤルの 場合、 

宛先を表示するだけで宛先び指定 
されます。 


ぷ1 - ■■||,! ■ I ， 

Tjl 〇 - 0-0 

日 □□□□ □□□ 
ICDOaO □□□ 
30000 〇〇 


巧縮 


〇 


番; 


直接ダイヤル 

E メール アド 
レスを入力す 
るとさ 




電話番号を入力 
するとさ 

—} つ厂}つに、/ — 



アト•レスチョウ 

< a > 

Panal 



[001 JPanasonic 1、 
巧5551234 






































































































画 


濃度調整 




細密 特に細かい文字の原稿 

(400または600 dpi, 
防]已3ぺージ） 

(隐=お巧日せ 4) 

ルさい 新聞などのように、細か 
し''文字の原稿 

普通 普通の文字の原稿（ラン 

プび両方消えているとさ） 
(カラーを信のとをには、「細密」では 300dpi 
となります） 

(カラー送信のとさは、 
文字/写真になります） 


原稿サイブ 


〇 



f aaaoaaaooG 

〇〇〇亡)00 □□□( 

□□□□□□□ooa 


フアク 3/E 式ール 
阻/因）卜8 


.阻 


回 

送信する原稿に 

► 合わせ、送信設 
定をし、送信宛 L^aJ 
先を指定すな。 

14 c I 

原稿台ガラスを使っての送信の 


各送信設定 



巧して宛先数 
を確認する 


原稿の読取りび開始さ 
れ、ファイルナンバー 
ととちにメモ U —に蓄 
積されます。読取りび 
完了した原稿から送信 
び開始されます。 


場合は 」 スタート1 を巧したあと 
原稿サイズを選択し、再度 
I スター ト I を巧してください。 

1枚読み込む毎に 
「ツギノゲンコウガア U マスカ？」 
の表术をします。 

①：八イ 


原稿を父換して I スタート~| 
を巧し、原稿サイズを選択 
したのち再度 I スタート I を 
巧します。 

②：イイエ 

送信を開な台します。 



カラーで原稿を送信するとを （PDF ま 
たは JPEG ファイルとなります） 
カラー 次のとをにご利用でをます 
〇 I. E メール（防已6〜已9ぺージ） 

• PC へ送信するとき： 

-ネットワーク （ LAN ) 使用時 
-クロスケーブルを使って□一カル 
接続時 


定型がの原稿を送信する場合 

定型外の原稿を送信する場合は、定型サイズよ 
りはみ出している部分 （"P” 部分）は送信されま 
せん。 


0. 


< 


< 
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2 


おミ日らけ)1.手順 4 a、 か}、 4c で「ピピピ」と音び鳴ったときは、ダイヤルメモ U- びいっぱし)です。 

- 2. E メール機能を使用する口ま、事前にネットワーク設定び必要です。ネットワークの設定に関し 

てはネットワーク菅理者へお問い合わせください。 

3. アドレス帳機能（ワンタッチ/短縮タイヤル）は登録されているときにご利用できまず。 （ t ^ l 42 ページ) 
宛先を間違えたときはに リアー I を巧して訂正してください。 （ t ^ l 2 ページ） 

4. 写真画質+「細密（400または日00 dpi)」 で送信した原稿を受信側でプリントしたとき、画 
質び「ルさい」などで送信した場合より落ちる可能性びあります。この場合は、 r ルさい」の 
設定で送信してください。 

已.送信を途中でやめるときは、I ストップ J を押してください。 （0^ ] 2ページ） 

原稿の読取中にI ストップ Iを押すと、待機状態にちどるのに時間びかかる場合びあります。 


紅文き • 


を 


ち同 ち同 



のする 
どまを 
なき在 
卜で湿稿 
ス信び原 
ラ送真の 
ィに写体 
や5とを 
真れ字字 
写さ文文 

真 

写 

\ 

真字字 
写夕で 










































































お使いになるまえに 


基本送信手順 


■ 送信を途中でやめる 


_ ? 



〇 〇 因 。 

〇 〇 〇 ◎ ◎ 
〇〇〇 

§s§(f|n 

U 

ソウシンテイシ？ 

1 :/、ィ 2: ィィ I I 

DOOOO 000 
)0000 〇〇〇 
DOOOO 〇〇 

の 



ストッフ。 


◎ 


-^■1|ファイルセ - フ。シ 7 スカ？ 
1 :/、イ 2: イイ I 

① ：ファイル僻 

② ： ファイル削除 



システム登録の「31通信 

エラーファイルセー ブ」び 

「アリ」のときにご利用でき 
ます。 

(防]已2ぺージ） 

お知日せ 2) 


文字入力のしかた 


aoaaaoaoooo 〇〇〇 


カナモード入力のとさは、□ーマ字入力となります。 
下記の入力例を参考に入力して<ださい。 

例：エイギョウ 



ルさい文字のとさは、最初に rx」 キーを巧す。 

▼ 

「川を巧す。-1イキ''ヨウ 


複数宛先指定時の宛巧消去のしかた 


例：]宛先目び直接ダイヤル、2宛先目び短縮ダイヤル[001]、3宛先目びワンタッチ 10011 で宛 
先を選択した場合 


3 アテサキセットサレテイマス 
アテサキツイカマがスタ-卜 



tel . no . 


[001]I イキ''ョウ 


セット] を巧す 


因因を巧して消去 
したい宛先を表示する 


<01 > カイ/、ツ 
な 5551234 


( おミ[]1=^け ^ 1.通信結果レポートをプ U ントするように設定するにはシステム登録の 「12通信結果レポート」 

- の設定を変更します。（防]已]ぺージ） 










































































クリァー 


クリアー を巧して、表示 


している宛先を消去する 


2アテサキセットサレテイマス 
アテサキ7イカ7かスタ-卜 


セット I を巧して宛先数び 


減っていることを確認する 
• 複数宛先を消去する場合は 
手順2〜4をくりかえす 


( お知らせ J 2.通信エラーとして保存されたファイルは、通信予約ファイルとして扱われまず。通信エラーファ 

- イルの内容お認や消去、再通信などは日8〜] 0巳ページを参照してください。 


4 



5 

ツウシンケッカレホ。-トフ。リント？ 





1:/、イ2:イイ I I 

' ,, 〇，のづ II、, ォ 3 > 送信停止します 

① ：レホートのプI」ソトをする 

② ：レポートのプ U ントをしない 

お知日せ 1) 
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お使いになるまえに 


モード設定 


■ モード設定のしかた 

各機能は、最初に I フアンクシヨン1 キーを巧して機能番号を巧す、または目的の機能を 田困 キーを巧し 
スク□ールさせて表示する方法で選択し 、 I セツ H キーで設定びでさます。 


KD 



で) 


タイマー通信 
I =タイマー过言 

2 =タイマーポー U ング受信 

3 =タイマー特殊通信 

特殊通信 

I =中継 （ G 3) 送信 
2 =親展通信 

4 = F コード送信（ヴプアドレス送信) 
已= LAN 中継（防お知日せ]) 

ポーリング 
I =ポー U ング受信 
2 =ポ ー U ング送信 


(防32ページ) 
(防32ページ) 


06ページ) 
(防72ページ) 

( 防 80 ページ ) 

(防] 30ぺージ) 


36ページ) 
(防34ページ) 


U ストプリント 

6 ] I =通信管理確認（プ U ント/画面表示) 
2=ワンタッチ/短縮リスト 

3 =プ□グラム I 」スト 

4 =システム登録 I 」スト 
己=送信レポート 

/=苑先ンート 


(防]己8ぺージ) 

(防] 72ページ) 
(防 I 74ぺージ) 
(防 I 76ぺージ) 

(防] 44ページ) 


( おミ日ら甘 J I .システム登録の「140 LAN 中継送信指示」 の設定を 「アリ」 にすると表示され、ご利用で 
をまず。 Oisn 巳3ぺージ） 


2.セレクトモード ( I フアンクシヨン I ⑧)では、通信毎に設定を変更できます。通信完了を、 
さ設定はシステム登録で設定している値へ戻ります。システム登録の設定を変更するとをは、 
148ぺージを参照してください。 






























登録モード 
1=自局登録 
• 時刻 
• 発信元 
• 文字 ID 

. 数字 ID (Fax 電話番号） 

(インターネットパラメーター） 

2 =ワンタッチ/短縮登録 

3 =プ□グラム登録 

4 =システム登録 
已=中継情報 

セレクトモード0^お知らせ 2) 

1=通信結まレポート=オフ/オン/未通信 

(防] 70ぺージ) 

2 =送達確認=オフ/オン 已 □,] 已已ぺージ) 

4 =パスワード送信=オフ/オン （防お知日せ 3) 

(防84, 8己ぺージ) 

已=メモ U - 受信=オフ/オン/プリント 88ぺージ) 

己=ファイルタイプ/ファイル名 = TIFF / JPEG , PDF 

(防已7,已9ぺージ) 


(防] 38ぺージ) 


(防] 42ぺージ) 
(防38ページ) 
(防] 48ぺージ) 
( 已己ぺージ) 


7 =済スタンプ=オフ/オン 

8 =グレースケール=オフ/オン 

(グレースケールは PDF または JPEG ファイル送信 
(E メール送信）時のみご利用でさます） 

9 = メモ U —送信=オフ/オン （ ds =22 ぺージ) 


4 ^ 

メモ1」一編集モード 

1=通信予約の確認（プリント/画面表お) 

2 =時間-宛先変更 

3 = メモリー（通信予約）の消去 

4 = メモリー（指定通信予約）プリント 
已=原稿追加 

己=通信エラー U トライ 


(防98ページ) 
(防] 00ぺージ) 
(防] 00ページ) 
(防102ぺージ) 
(防102ぺージ) 
(防104ぺージ) 


〔むミ日らせ j ) 3.パスワード送信をお使いになるとさは、システム登録の 「43バスワード送信」 のパスワー 

- ドを設定してください。（防1已2ぺージ） 

4. モード 1受定の各機能名称は、参照ページの内容を簡略に表現したをのです。 
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LINK ランプ -\ 

.LAN に接続されていると点灯します。 LAN \ 
ケーブルび断線していると点灯しません。 

LAN 接続巧ジャック 
。〇/ 100 Base - TX ) 

LAN ケーブル _ 

. カチッと音びするまで差し込んで<ださい。 
(LAN ケーブルは付属されていません。 [EIA 
已己 8 A CAT . 已]に準拠のケーブルをご用意 
願います。） /- 夕 

1 OBase - T /1 OOBase-TX ^ 

イーサネット八ブ 


网 

D 

\ 



•LINK 

10/1 OOBASE-TX 

•RX 
-— 

-- 


- ACTIVITY ランプ 

• 接続されている LAN の 
データび あるとさに点 
灯します。 


をグ農' 


八ンドセツトコード差込 □ 


外部電話機用モジュラージャック 

• 外部電話機を接続する。 

外部電話機 

. 本体に標準的な]回線用の電 
話機を追加接続することびで 
きます。 


電源スイッチ 


受話器 I 


% — 



八ンドセット 
(オプション） 

(お使いになる 
とさはシステ 
ム登録の 
「075オプ 

ション八ンド 
セット」を 
「ア1」」にして 
ください。 
(防]已2ぺ一 

ジ )） 


-回線巧モジュラージャック 

. NTT などの電話回線を接続 
する。 

• お使いの電話回線に合わせ 
て、システム登録の「00己 
ダイヤル切替」の設定をす 
る。（防]已〇ぺージ） 
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使用上のお願い 


■キャッチホンヴービスをご契約になっている場合 


• ファクスの送信や受信中に、他の方か日電話やファクスびかかってくると、ファクス受信画像に線び 
入ったり、通信び中断してしまラことびあります。 

• 上記の場合は、キャッチホンや機器の異常ではありませんのでご了承願います。 

• なお、キャッチホンサービスをご利用になり、割り込み音の回数を「0」回に設定して頂くと、ファク 
ス通信中にキャッチホンび入ってち異常なく通信でさます。 


■ 各ヴービスについて 


. 発信ち番号通知•ダイヤルインサービスはあ日かじめ NTT との契約び必要です。本サービスの詳細につ 
きましては NTT にお問い合わせください。 

. NCC 回線をご利用の場合は、 NCC 各社でサービス内容び異なります。発信を番号通知-ダイヤルイン 
サービスの詳細につさましてはご契約の NCC にお問い合わせください。 


■ 節電モード設定時のお願い 


• 節電モードで「シャットダウン」び遇択されているときは、インターネット FAX / E メールの自動 
受信機能び動作しなくなります。節電モードを設定されている場合は、初期設定値（お買い上げ時）の 
「ス U - プ」に戻してください。本体管理編取扱説明書：ファンクション設定モード（共通機能： 
キーオペレーター専用）の「節電モード」を参照<ださい） 


その他 


本取扱説明書は、従来の一般加入回線等での G 3 通信および、 LAN システムを使用したインターネット通 
信び可能なインターネットファクス機能についての取扱説明書です。 

※ネットワークとの接続および使用に際しては、本製品じ(外にソフトウェアおよび LAN 伝送路用品び必要 
です。 


• Microsoft 、 Windows 、 Outlook、Windows ロゴは、米国マイク□ソフト社のホ国およびその他の国におけ 
る登録商標または商標です。 

• Adobe , Adobe □ゴ 、 Acrobat Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標 
です 

• その他、さ会社名、さ製品名は各社の商標または登録商標です。 
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お使いになるまえに 


コント□—ルパネル（操作キ ー) 



® ® © ® 


@ (5)(6) な）⑨硬® ゆ 




囚〔0〔 

3迈 遇 


〔3 


□〔百 


@感© 


頌）@ @透） ® 感袋）⑩⑩ 


No . アイコン 内容 No . アイコン 内容 


② 


管 

カラー 


1つァク 3/ E メール1 

カラーで原稿を E メール送信する 


rTs/sj 


とき（防]]ぺージ） 

③ 

心^ 


点灯：カフー読取り 
消灯：モノク□読取り 



画質 

画質を遇ぶとき（防]]ページ) 



解像度（文字サイズ） 

ふつラ、ルさい、細密 （400 また 
は己00 dpi 、 カラー送信時は300 
dpi ) を還ぶとさ 


⑦ 



ファクス/ E メール 

ファクス/ E メール機能を使用す 
るとき。電話番号と E メールアド 
レスの入カモードを変更するとさ 


節雷 

節電機能をオン/オフするとさ 


原稿サイズ 

送信原稿サイズを変更するとき 
(防]]ぺージ） 


(防]]ページ) 



ディスプレイ 

電話番号、原稿サイズ、エラーコードなどを表示します 


⑩ 



力ーソル/アドレス帳 

• モニター音量/呼出音量を調整するとさ 
• 数字/文字入力時にカーソルを移動するとさ 
• アドレス帳を検索するとき 
• 同報宛先の確認をするとき 


• 機能選択のとき 



• 現在の通信状況を確認するとさ 

(ページ、の、電話番号 、 E メールアドレス、ファイル番号) 


モニター 

オンフックダイヤルをするとさ 
(防24ぺージ） 



フック/ F コード 

• 通話中にキャッチフォンの切替 
え、構内交換機に接続されている 
場合に保留や転送をするとさ 
• F コード（ヴプアドレス）を入力 



するとさ 


$己が 

短縮ダイヤルを使ラとさ 
(防] □, 2□，已8ぺージ) 



再ダイヤル/ポーズ 

• ファクスを送り直すとき 
• 番号の間に待ち時間を入れるとき 


























































































No . アイコン 


内容 


No . アイコン 


内容 


⑩ 


B 


ストップ 

通信、登録操作を中止するとさやア 
ラームを 止めるとき 


⑩ 


H 


スタート 

送受信を開始するとさ 




◎ 


リセット 

設定した機能を解除するとさ 
(セレクトモードによる設定は除く） 


⑩ 


CD (D の 
〇 © © 
〇 (D © 

のの必 


テンキー/トーンキー 

• ダイヤルするとさ 
• 数字入力するとさ 
• ダイヤル式回線でプッシュホン 
信号を使いたいとさ 






セット 

登録-設定するとき 


③ 



ク U ァー 

入力した番号や文字を訂正すると 
さ 


② 



フアンクシヨン 

各種機能を設定するとさ 
(防14ぺージ） 


◎ 


アクティブランプ（緑） 

• 点滅： 本機び動作中のとさ 
• 点な： 受信データびメモ U - にあ 
るとさ 





アラームランプ（ホ） 

トラブルび発生したとさに点灯/ 
点滅します 

• 点'打： トナーなし、紙づまりや 
マシンエラーなどで動作停止の 
とさ 

• 点滅： 本機び警告状態になった 
とさ（動作は停止しません)。 
トナーの残量びかない、給紙力 
セット（上段または下段/オプ 
シヨン）に用紙びないとさ 


感 


データ ランプ（緑） 

• 点滅： プ I 」ント データを パソコン 
より受信中のとさ 
• 点'打： パソコンより受信したプ U 
ント データを 印刷中のとさ 




の □□□□□□□□□□ □□□ 
□□□□□□□□□□ □回 □ 
□□□□□□□□□□□ □□ 


L 


文字入カキ ー/ ワンタツチキー 
の 卜 32) 


プ□グラムキー 
([ Pl ]~ 阿]) 


キーボート 

• 文字を入力するとさ（カナ/英大文字/英ル文字を切替えると 
きはシフト（文字切替）（合）を巧す） 

• ワンタッチ/プ□グラムキーとして使ラとき 
• 発信元、文字 I D 、 アドレス帳登録の名称、アドレス入力のとさ 


⑩ 



濃度（コントラスト）調整 

セツトした原稿に合わせて、送信する濃さを調整するとさ 


① 

⑨ 

⑨ 

-⑩ 


コピー機能などを使うときに使用します 
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眠 


フアクス基本編 


クスを送る 


メモリー送信 

原稿をメモ U — に読み取り後、 ザ居 

指定された宛先へダイヤルし 
送信します。未送信ページび 
あったとさは、残りのページを 
自動的に再送します。 





メモリイこ蓄積 胃イミ 

ワンタッチ/短縮ダイヤルお知らせ吕） 


^1 JkM mrjaM 

由.^ ^ ^ 

□□□□□□□□□□a □□□ _i_ _i_ I 1 ， <f»—2 , _? _ 


□口□ロロ□ロロロロロ ロロロ 

oooraoooaoo □□□ 
ooas-teooaooo 〇〇 


または 


30000 000 
)0000 〇〇〇 
Doaoa 〇〇 



ワンタッチ キーを 巧す 


短縮 


〇 


または 


短縮ダイヤル番号 
(3 析） 

(防お知日せ 2) 


ワンタッチ/短縮ダイ 

ヤルの 場合、宛先を表示 
するだけで宛先び指定 
されます。 


4b I 直接ダイヤル 

電話番号を入 
力するとさ 

i フアクス / E イール 


{ 取/囚^-阻- 

または 



電話番号 
撮大5 2析） 


宛先を間違えたときは、 I ク U ァ ー I 
を巧して訂正してください。 


[4 C ] アドレス帳検索ダイヤルお知らせ2、 7) 


アト'’レスチョウ 



アドレス报 

▲ 

▼ 


M_- [UUUJ rdiidouiii I 

[001 ]Panasonic \ | 

¢5551 234 ^ 


判 検索する文字を入力する 
(防 ] 2ぺージ） 

例： " Pana " 

数宛先の指定 

• メモ U - 送信するときは、1つの原稿を複数宛先へ送信することびできます。手順 4 a 、4 b または4巳の 
操作の後、^^を巧して、宛先数を確認後、手順 4 a 、4 b または 4 c の操作を繰り返して宛先を指 

定できます。は、省略することち可能ですび、 I スタート I を巧す前には I セット I を巧して宛 
先数を確認することをおすすめします。宛先の消去については、 ] 2ページを参照してください。 


(_ お知 b せ J 1.内線電話などをお使いの場合、外部アクセスま号をダイヤルした後 I ポーブ I を巧してから 

宛先の電話番号を入力します。（ポーズ'は’’-’’で表示されます） 

例： g I ポーズ I 日551234 

2. アドレス帳（ワンタッチ/短縮）ダイヤルは、登録されているときにご利用になれまず。（が142ぺージ) 
巧先を間違えたと过ま I ク U ァ ー I を巧して訂正してください。 （ B ^12 ぺージ） 

3. 送信を途中でやめるとさは、 r ストップ I を押してください。24ページ） 

原稿の読取中に I ストップ j を押すと、待機状態にちどるのに時間びかかる場合びあります。 




◎- 

ド 。 ◎ I 

巧0000 
0000 
0000 






















































































































巧して宛先数 
を確認する 


原稿の読取りび開始され、ファイルナンパーとともにメモ U - に 
蓄積されます。読取りび完了した原稿から送信び開始されます。 
ADF から複数枚の原稿を]宛先でメモ U —送信した場合、]枚 
目を読み込んだ時点で送信を開始します。（心お知らせ5 ) 

残りのページは順なメモ U —へ蓄積されます。 



を^^ 

〇〇曰〇〇〇〇〇〇じ 

ooaoaoaooc 


フアクス /E ベール 
阻/区! ^1- 阻- 


送信する原稿に合わせ、 
送信設定をする 
(防]]ぺ-ジ） 


[ 43 1 

皿 

Ec ] 


回 



3 


2 


原稿台ガラスを使っての送信の場合は、 I スタート I を巧し 

たあと原稿サイズを選択し 、 I スタート I を押してください。 

1枚読み込む毎に 

「ツギノゲンコウガア U マスカ？」の表示をします。 

① ：ハイ 

原稿を交換して I スタート I を巧し、原稿サイズを 
選択したのち I スタート I を巧します。 

② ：イイエ 

送信を開始します。_ 


•] 宛先へのメモ U —送信時にメモ U —びいっぱいになった場合、お買い上げ時 
の設定（システム登録の「8 吕クイックメモリー送信」 び 「アリ」） では蓄積し 
たところまでを送信し、残りの原稿び送信できなかったことを知日せるメッ 
セージ「サイツウシンガヒツヨウデスコード= 870」び表示されます。 
クイックメモ U - 送信を 「ナシ」 にして]宛先へメモ U - 送信している場合、 
ページの途中でメモ U —容量びかないと本機び判断した場合、ダイレクト送信 
に自動的に切替えます。他の場合は、メモ U —容量びないことと、蓄積された 
ページを送信するかの確認メッセージび表示されます 。 「A イ」 で取消、または 
「イイエ」 で送信します。] 0秒じ(内に操作をしない場合は、自動的に読み込ん 
だページまでを送信します。]ページ目でメモ I 」一びいっぱいになったとさは、 
送信することはできません。 

• 送信でさなかったとさや送信先から応答びなかったとさは、エラーコードを表 
示します。蓄積されていた原稿は自動的にメモ U —から消去され、エラーコー 
ドと共に通信結果レポートびプ U ントされます。メモ U —か日消去されないよ 
うにするには、システム登録の「31 通信エラーファイルセーブ」 を r アリ」 に 
設定しておく必要びあります。 

再通信指定を行なラには] 04ページを参照ください。 

\_/ 


an 


〔お知らせ） 4 .パルスダイヤル回線をお使いの場合、ダイヤルの途中で!-ーン発信に変更するとさは、 

- ® (トーン）を押します。’’/"び表示され、パルス発信から!ン発信へ変更されます。 

例： 9 I ポーズ I I 卜ーン I 5551234 

已.この機能は「クイックメモ U —送信」です。もし全ての原稿をメモリーに読み込んでから送信 
を開始する場合は、システム登録の「82クイックメモリー送信」を r ナシ」にします。 

(防1巳2ぺージ） 

日.クイックメモ U - 送信 I 滿数の巧先を指をしている場合にはお使いになれません。 

7. 「5ツカ U マセン」や希望の宛先び出てこないときに、手動で電話番号を表示する場合は 、 f 

に U ア ー I を1度または2度押してから入力してください。 L 

































































ファクス基本編 


■ダイレクト送信 （ 優先送信予約） 

急ざの原稿を送りたいとさに、 

メモ U —にをくのファイルび 
あったりしてすぐに送れないと 
きにはダイレクト送信予約を使 
えます。ダイレクト送信予約を 
することで、現在送信中の通信 
び完了後に割り込みで送信でさ 
ます。また、メモ U —に蓄積で 
さない原稿などを送信する場合 
や、メモ U —びいっぱいの場合 
は、ダイレクト送信を使います。 
(ダイレクト送信では複数宛先 
指定はでさません） 



回 


メモリ-ソウシン=オン 
1:オフ2:オン 




(メモ U - 設定を変更するには、シス 
テム登録の 「己送信メモリー優 巧」を 
変更します。已〇ページ)） 


メモリーを 

使わないで 

送信 


受信 



( おミけ) 1.内線電話などをお使いの場合、外部アクセスま号をダイヤルしたを I ポーズ I を押してから宛 

- - 先の電話番号を入力します。（ポーズは"-”で表示されます） 

例： 9 I ポーブ I 日日51234 

2.アドレス帳（ワンタッチ/短縮）ダイヤルは、登録されているときにこ利用になれます。 

(应= ] 42ぺージ） 
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^ + 短縮ダイヤル番号 
(3 巧） 


つ夕ート 




送信する原稿に合 
わせ、送信設定を 
する 

(防]]ページ） 


または 


ち 5] 直接ダイヤル 


電話番号を入 
力するとさ 

フ アクス/ E | ^>< —ル 
Ly 因/区！^-阳- 



電話番号 
(最大52巧） 


または 

[65] アドレス帳検索ダイヤルお知日せ 2) 



弓 

ァドレス帳 

n 



アト''レスチョウ 

Panal 


<a> I 


1宛先へ優先送信予約 
びされます 


検索する文字を入力する 
(防] 2ページ） 

例： " Pana " 


[1OOJPanasonic 
[005]Panason 


[001 ]Panas 
巧 551234 


み 

onic\ 


お知らせ 


3.送信を途中でやめるとさは、 ストップ を押してください。 （0^24 ページ) 


原稿の読取中に I ストップ I を巧すと、待機状態にもどるのに時間びかかる場合びあります。 
4. バルスダイヤル回線をお使いの場合、ダイヤルの途中で!''ーン発信に変更するとさは、 

® (トーン）を押します。"/"び表示され、パルス発信から!''ーン発信へ変更されます。 
例： 9 I ポーズ I I 卜ーン I 5551234 


应 a ] ワンタッチ/短縮ダイヤルお知らせ 2) 





7 


P 
0 ◎ 

故0000 
0 0000 
0 0000 


圏戰 

fli 
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眠 


フアクス基本編 


クスを送る 


オンフックダイヤル 




3 


aoooaoaooJ 

000000000 ( 
00000000 oq 



(原稿台ガラスからは]枚 
だけ送信巧能です） 


フアクス / E ベール 
( 阻/囚阻- 

原稿台ガラスから送信するとき 
は原稿サイズを指定する 


t ニター 


〇 


モニターから「ツー」 
び聞こえる 


■相手と話してか5送信する（オフフックダイヤル） 


本機にオプシヨンの八ンド 
セット、または外部電話機を 
接続してお使いになっている 
場合、接続した受話器で話し 
をした後フアクスの送信びで 
きます。お知らせ 2) 



2 


1 〇 〇 011 


翔 ) j □□□□□□□□□ご 

W^^Tn IK 000 □□□□□□, 

( kooaoaoaaoa 


(原稿台ガラスからは]枚 
だけ送信巧能です） 


フアクス / E ベール 
( 阻/因!-阻- 

原稿台ガラスから送信するとき 
は原稿サイズを指定する 


送信を途中でやめる 


1 回 

ストツプ 

ソウシンテイシ？ 1 

1:/、イ2:イイ I I 

'广 • 





スト、ソフ。 

周 


C お知らせ）1.内線電話などをお使いの場合、外部アクセスま号をダイヤルした後 I ポーブ I を巧してから 
宛先の電話番号を入力します。（ポーズ'は’’-’’で表示されます） 

例： 9 I ポーズ I 5551234 

2.オプションの八ンドセットをお使いになるとさは、システム登録の「75 オプション A ンドセット」 
の設定を 「アリ」 にしてください。（^^1已2ぺージ） 


■ ダイレクト送信予約をキャンセルする 

Hu ドウセンヨヤクサレテイマス I 

( 宛先名） I 
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* 夕‘'イ节ルシテイマス* 
5551234 ■ 



電話番号 


u 

み i|P 

受話器を電話番号 
あげる 


相手の方にファクスを送 
信することを伝え、受 
信の準備をしてち日ラ 


5 


130000 00 □ 
)0000 000 
Daaoa 〇〇 


0 0 0 ©© 
〇 〇 〇 
〇 〇 〇 
〇 〇 〇 


ピーといラ音び聞こ ス护卜 
スたらに夕ート」を 


巧し、受話器を戻す VW 



3 

ファイルセ-フ‘’シマスカ？ 1 

4 

ツウシンケッカレホ。-トフ。リント？ 1 


1: " ィ2:ィィ I 1 


1: " ィ2:ィィ I 1 


①：ファイル保を J 

風ファイル削除 

システム登録の「31通信エラー 

フ ァイルセーブ」 び 「アリ」のと 

きにお使いになれます 

(防]已2ぺージ ）（ 防おミ□日せ 4) 


① ：通信結果レポートをプ U ントし、送信を停止 

② ：通信結果レポートをプ U ントせず、送信を停止 


3 


ユウセン a ヤクトリわ？ 

1:/、イ2:イイ I 


原稿を ADF または、 
原稿台ガラスか日取る 


因 


お知らせ) 3.パルスダイヤル回線をお使し、の場合、ダイヤルの途中で! -- ン発信に変更するときは、 

® (トーン）を押します。’’/"び表示され、パルス発信から!''ーン発信へ変更されます。 
例： 9 I ポ~ブ I I 卜ーン I 5551234 

4. 通信エラーとして保存されたファイルは、通信予約ファイルとして扱われまず。通信エラーファ 
イルの内容お語や消去、再通信などは 98-105 ページを参照してください。 
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ファクス基本編 


■ 受信モード 

受信のしかたはお使いの状況に応じて受信モードを切替えてご利用でさます。 


電話 



ファクス 


■ 手動受信する（電話モード） 

本機にオプションの八ンドセットちしくは外部電話機を接続してお使いになっている場合、受話器をあげ、 
相手びファクスであることを確認した後、受信びできます。 



ADF か日原稿を 
取り除く 


〔 むミ日らせ) 1. オプションのハンドセットをお使いになるときは' システム登録の「7 已オプションハンドセット」 
- の設定を ロリ」 にしてください。（防巧2ページ） 

2. 受信モードの切替えは' I ファクス / E メール（"ファクスランプ点な"） I I ファンクション 

⑦④ L セット」 ①⑦ L セット J で選択できます。 
























じ(下の 3 つのモードから]つを選択でさます。 


ご利用の目ま 

受信モード 

設定 

電話での受信のみ 

電話モード（手動受信） 

呼び出し音び鳴ると、受話器を取 
ります。ファクスを受けたいとさ 

システム登録の No .] 7を 
「シュドウ」にする。 

は、1スタート1を巧して、手動で受 
信します。 


2004 -06-1515:00 
<シュト''ウ > 00。/。 

I 

ファクスでの受信のみ 

ファクス専用モード（自動受信） 
呼び出し音び鳴ると、自動的に 
ファクスを受信します。お買い上 
げ時はこの設定になっています。 

システム登録の N 0.17を 

n=Ax センヨウ」にする。 


2004 -06-1515:00 

00% 

I 

電話とファクス両方を受信する 

ファクス/電話自動切替モード 
呼び出し音び鳴ると、ファクスび 
一度電話を受けてから、相手び 
ファクスか電話かを自動的に判断 
して切替えます。 

システム登録の N 0.17を 
「 F/T キリカエ」にする。 


2004 -06-1515:00 
< F / T キリカエ > 00% 

I 


八ンドセツトを 
使っている場合 



外部電話機を使つ 
ている場合 


Raj 


生 ‘5 !^。 巧 

0 0 0©© 

二 ) oaoo 00 □ 
icDooa □□□ 
Doaaa 〇〇 

誦 


L スタート I を巧して受晶 
器を下ろします。受信 
び開始されます。 


スタ-卜 

口 


I 4b I 

。。巧。' 

0 0 0©© 

30000 000 
)0000 □□□ 
30000 □□ 

誦 


または 


に夕ート」を巧して受話 
器を下ろします。受信 
び開始されます。 


スタート 



[ U モート受信] 

. 外部電話機のテンキーで操作し、 
受話器を下ろします。 



® ® プッシュ回線 

(2 秒じ(内に巧す) 
⑨⑨ダイヤル回線 

(已秒じ(内に巧す) 






























































m 



ファクス基本編 


受信のしかた 


■ファクスを受信する（ファクス専用モード) 


送信 

◎ 

受信 



お買い上げ時の設定では、相手びファクスを送ってく 
ると、自動的に受信を始めます。 

(電話びかかってさた場合ち、自動的にファクス受信 
となります。電話びかかってくることび考え5れる場 
合は、ファクス/電話自動切替モードの設定をおすす 
めします。） 


■ ファクス/電話自動切替のとき（ファクス/電話自動切替モード) 


雷巧 

巧口白 

雷ミ壬 

巧口白 

ファクス 

ファクス 



m ファクスび最初に応答し、 
電話かファクス着信かを 
区別する 



ネ目手 

111 

い] 

1 ロルルル… 

1プルルル…」 

>1 

1 

1 

/ s 

, - 

本機 

1 *1 


「刀レルル1 •• 


、プルルル...」 

罰 

列部電話機 

1 

1 

\ J 



回線から流れる 
呼出音です。 


「プルルル’ • • プルルル • • • （約9回） 

(本機から呼出音び鳴ります。電話に出てくださ 
い。ベルを鳴らす設定回数び過ぎると、自動的に 
ファクスへ切替ねります。） 


*2 


「プルルル--•プルルル••-(約日回） 

(本機から呼出音び鳴ります。ファクスの場をは 
自動的に受信します。無音の場をはべルを鳴らす 
設定回数の間、ファクスを待ちます。） 


、 


一時的に呼出音び途切れ、ファクス本体から流す呼出音へ切替えます。 
ここから電話料金びかかります。 



ファクスを 
待っている。 


1システム登録の「吕1着信べル回数」已]ぺージ） 

本機から流す着信音び聞こえる前に、回線から流す呼出音を鳴日すことびでさます。 

呼出回数を設定すると、相手び自動送信のファクスでち呼出音び鳴ります。 

2 システム登録の nSF/T ベル回数」 （防1 已]ぺージ） 

ファクスの着信音を鳴日す回数です。設定により呼出し回数を変更することびできます。変更すると、本 
機から巧手に流す呼出音「プルルル • • •」の回数ち変わります。 
































電日ちの占口 




呼出音 



回 因 

み m 

受話器をあげる 会話をします 

• 「ジュシンシテイマス」と表示されているとさは、 
受話器を持ち上げたあと I ストップ I を巧します。 




ファクスの場合 


自動的に原稿の受信を開始する 














ファクス基本編 


受信のしかた 


■ が面受信 

システム登録の「67受信吕イン！/両面」を「リヨウメン」に設定する 
(防] 已2ぺージ ）（ 防 お知日せ己） 


受信 （ A 4 原稿) 



両面プリント 


■ 縮ル受信設定 


送信原稿 





定型外原稿 


ち:信原棉 



セツトされている用 
紙に合わせ縮ルする 
お知らせ 2) 


■ メモリー代行受信 


用紙無し、紙ジャム、トナー無しなどでプ U 
ントできなくなってち、受信した内容はメモ 
1」一に記録されます。メモ I 」一に記録された 
内容は、用紙やトナーを補給するとプ U ント 
されます。お知らせ3、 4) 


iJr メモリ-シ''ュシン廿レテイマス I 

03% I 


用紙やトナー無しでメモリー 
受信したときに、メッセージ 
び表示されます。 



C お知らせ J 


1. 細密の画質で受信したとき、縮ル無しで分割プリントされます。 

2. 受信原稿び極端に長い（記録用紙より 39% LU 上） 

場合、原稿は別々の用紙に分かれます。 

別々のページにプリントするとさ、1枚目の下から 
1 3 mm までの部分と、2枚目の最初の部分び重なる 
ようにプ」ントしまず。分割の最終ぺージに「コノぺ一 
ジ八ブンカツキ□クサレマシタ」と印字されます。 




重複プ I 」ント 
1己 mm 






























































































■ 2 イン 1 受信 

システム登録の「67受信吕イン1 

A 已原稿 



/両面」を「吕イン1」に設定する 

A4 


> 


巧 


J7 


相手び A 已より短いサイズの原稿を2枚送ってさ 
たとき、 A4 サイズの用紙]枚にまとめてプリン 
卜します。 



自動縮ル 

システム登録の「24縮ル受信」び「自動」の場合、原稿長を基準に縮ル率 
(70-1 00%)を計算し、縮ルプ U ントします。醉1已1ぺージ） 

固定縮ル 

70-1 〇〇〇/□で]%きざみで縮ル率を指定できます。 

a) システム登録の「24縮ル受信」を「固定」に設定します。 

b) システム登録の「2己固定縮ル率」 を設定します。ぺージ） 


21用紙またはトナーを補給します。メモ 
U- 受信した原稿をプ U ントします。 



( お知らけ) 3. メモ U- には制限びあります。用紙やトナーは早めに補充してください。 

- 4. メモ U- 代行受信をお使いにならないときは、システム登録の 口 2 代巧受信」 を けシ」 に 


設定してください。巧 1 ぺージ） 

已.受信した原稿は、手差しトレイからプ U ントでさません。 

已.両面受信を設定しているときにメモ U- フルとなった場合は、片面プリントとなります。 



の 




< 


読込方向 


ファクス昼本編 
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t 、 ソト 


J 


4 巧のポー U ンクパス 
ワードを入力し、 

L セツ M を巧す 


メモ U —に蓄積し 
てある原稿を受信 
します 

(防34ページ） 


◎ 1_4 


③受信 


た、ル 

の II し 2 j\wm 

霞 翅 


2 



フアンクシヨン 

の 


① 



00 曰 oaaaoa 日 
□ □□□□□□001 
000000000(3 


フアクス /E ソール 

リ因/囚 )-SB - 



24時間制で原稿を送信する時 
刻を入力し、 I セット」を巧す 


例：②③③⑩ 巧ツ 



タイマ-ホ。-リンク-' 

シ ''ュ シン1 

/、’スワ-卜。= 

■■■■ 1 


タイマー送信 



メモ U —に原稿を蓄 
積します 

①指定時刻を予約 
します 


②指定時刻に 
送信します 




4 


◎ 


タイマ-ソウシン 1 


ヨヤクシ'’〕ク 1: 1 


③受信 



回 


タイマーポーリング受信 

①指定時刻に通信します 
[相手機] 


②送信 




ファソ刃 E ベール 
( 阻/囚^ I - 阻- 


C お知らせ) 1 . タイマー通信のキャンセルまたは設定時刻の変更は100ページを参照ください。 

- 2.システム登録の「26ポーリングバスワード」を設定すると、パスワードびディスプレイに表示 

されます。新パスワードを上書きすれば一時的にバスワードを変更することびできまず。 


順^ファクス基本編 


タイマー通 f 


概要 

タイマー通信とは、あ日かじめ指定した時刻に、自動的に送信/受信動作を行なう機能です。タイマー 
送信とタイマーポー U ング受信を合わせて已〇通信まで指定でさます。 
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fel : > 6^3 。。。 

ooaoaoaaoao □に) □ _)_+. /_|_ 二)0000 00 □ 

oaoraaocDCDOo 〇〇〇 ホ/ (—1(4^ )〇〇〇〇 〇〇〇 

oaod-baoooao 00 doooo 〇〇 



• 直接タイヤル 

(防20ページ） 

巧!！： (ワンタッチ） 


原稿びメモリー 
に蓄積され、 
送信します。 


スタート 


3 


5 


タイマ-ホ。-リンク'' シ''ュシン 
ヨヤクシ'']ク I ： 




t' ソト 


24時間制で原稿を受信する時 
刻を入力し、 I セット I を巧す 

例：②③③⑩ I セツ S I 


アテサキヲイレテクタ''サイ 


6 

<01>(宛先名） 1 

スタ-トヲオシテクタ'、サイ 

1 • 

巧5551234 1 


または 


ooooooaooao 〇〇〇 
000 coooaaao 〇〇〇 

o □□过わ〇〇〇〇〇己□口 


〇 〇 ■ゥ〇 
〇 〇巧 ◎ ◎ 




宛先を指疋する i^annH 

ワンタッチ/短縮ダイヤル 
アドレス11臟 5^' イヤル をが。。。 
離ダイヤル 

(防20ページ） 


2)0000 000 
1 ロロ □□ □□口 

30000 〇〇 



例：に邮ワンタツチ ） ;ミ蓄積され、 


原協が乂口 I - スタ-卜 

に蓄積され、 

送信します。 


乂ク r 

□ 


お知らせ 


3. 入力を間違えた場合は、[ク U アー|を押して訂正します。 


宛先を指定する 
• ワンタッチ/短縮ダイヤル 
• アドレス帳検索ダイヤル 




□ □〇〇〇 000 
I曰〇〇〇 □曰〇 
130000 〇〇 



〇 〇 〇 © 〇 
〇 〇 〇 - 
〇〇〇, 
〇〇〇 


フアンクシヨン「 


回のの 

① 


② 


た、ソト 

a 

感 


b 

アテサキヲイレテクタ''サイ 

1 6 

<01>(宛先名） I 


スタ-トヲわテクタ''サイ 

1 M 

な5551234 I 


◎ 
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Doaaa aao 
)0000 000 
曰 □□□□ □□ 



スタート 


原稿びメモ U —に蓄積されます。 
ポー I 」ング送信び登録でさまし 
た。 


お知らせ^ 1 ' ポーリング送受信びセットされている場合でも、ファクスの送信、受信はできます。 

- ィ 2.ポーリング送信ファイルは1件のみ登録できます。同じファイルに追加原稿びある場合は102 

ページを参照ください。 

3. ポーリング送信ファイルを削除するには100ページを参照ください。 




ファクス基本編 


ーリング 


概要 

ポ ー U ング通信とは、送信側にセツトした原稿を、受信側の操作により取り出すことびできる機能です。 
通信料はポー U ング受信側の負担となります。送信側は、必要に応じてパスワード（暗証番号）を設定 
し、安全に通信することびできます。この場合は受信側へもあ日かじめパスワードを知日せておく必要 
びあります。 

( ポ ー U ング通信は機種び限定されます。詳しくは、サービス実施会社へご相談ください。） 

ポー U ング送信 

受信側に原稿をポー U ングさせるには、あらかじめ原稿をメモ U —蓄積させておく必要びあります。安全 
のため原稿をメモ U - に蓄積させる前にポ ー U ングノ（スワードび設定されていることを確認してくださ 
し、。ポー U ング通信後、メモ U —に蓄積されていた原稿は自動的に消去されます。原稿を繰り返しポー U 
ングさせるには、システム登録の 「吕7ポーリングファイル保存」 を 「アリ」 に変更してください。 


① 



①ポー I 」ング受信 
用に、原稿をメ 
モリーに蓄積し 
ます 


6 




リンク'' ソウシン 
れ。 スワ-卜' 


=4321 


フアク::—ル 

限/囚 
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フ 


フアンクシヨン 


〇1 


① 


圏 

② 


5 


ホ。-リンク'、 N 0.= 1 1 


ホ。-リンク、、ソウシン 

1: シ’ュシン 2: ' パシン I 


/、。スワ-卜。=1111 


圆 


4巧のポ ー U ングパス 
ワードを入力する 

例： ④③②① 

お知日せ4、已） 


6 


おミ日!；：^け) 4.システム登録のに 6ポ ーU ングバスワード」 を設定すると、パスワードびデ V スプレイに表示 

- されます。新バスワードを上書きすれば一時的にパスワードを変更することびできます。 

已.通常はパスワード設定をおすすめします。当社機けがのファクスやパスワードを使わなし姻手 
にポ ー U ング送信/受信するときは、パスワードを入力しないでセットします。 
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①ポーリング 



原稿をメモ U - に②送信 
蓄積します 
(防34ページ） 


タイマー ポー I 」ン 
グは32ページを 
参照ください 



受信 


固 




ファクス基本編 


ーリング 


ポーリング受信 


宛先を指定する 
• ワンタッチ/短縮ダイヤル 
• アドレス帳検索ダイヤル 
• 直接ダイヤル 

(防20ページ） 


例： 


(ワンタッチ） 



アテサキヲイレテクタ‘サイ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 



◎ 


巨! 01 



C お知らせ J 


1.ポーリング送受信びセットされている場合でち、ファクスの送信、受信はでさます。 























































3 

ホ。-リンク'、 NO . = l 1 

4 

ホ。-リンク'、 Y か 

1 b 

ホ。-リンク‘' シ''ユシン 1 


1: シ•ュシン 2: ' パシン I 


/、’スワ-卜。=1111 


A 。 スヮ - 卜、' =4321 1 



例：④③②① 

(防お知らせ2、 3) 


<01>(宛先名） I 

巧5551234 I 


ゴ 

0000 

0 0 0 ◎ ◎ 

0 0 0 A 

Dooaa 〇〇〇 

の 000 000 

Doaoo □□ 


スタート 



宛先にダイヤルし、ポーリング 
受信を始めます。 


お失甘） 2.システム登録のに 6ポ ー U ングバスワード」 を設定すると、バスワードびデ V スプレイに表示 

- J されます。巧パスワードを上書さすれば一時的にパスワードを変更ずることができます。 

3. 通常はパスワード設定をおずすめします。当社機 L ソがのファクスやパスワードを使わなし網手 
にポ ー U ング送信/受信するときは、パスワードを入力しないでセットします。 

















































■ グループダイヤルの登録 

プ□グラムキーに、複数の宛 
先を登録して、グループダイ 
ヤルとしてお使いになれま 
す。グループダイヤルには、 
登録済のワンタッチ/短縮 
ダイヤルを指定します。 



£0 L ファクス基本編 


プ□グラム登 


概要 

プ□グラムキー （[ P 1] 〜 [ P 引）に宛先とポ ー U ング受信などの各種通信操作を登録しておくと、複 
雑な機能ちキーを]回巧すだけで指定でさます。また、プ□グラムキーに複数の短縮ダイヤルやワン 
タッチキーを登録して、グループダイヤルとしてお使いになれます。 

(手動 P 0 P 受信については70ページを参照ください） 


5 


フ■■ロク''ラム [ P 1] ナマ I <カナ I 
ナマ I ニュウリョク 



グループ ダイヤル名（最大 
]已文字）を入力し、 


网 


I セット I を巧す 

(防] 2ぺージ） _ 

例： グループ A 



アテサキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 




000000 aooaa □□□1 
000 caoaoaocD oao 

000 d-pooaaao 己 o 


ワンタッチを指定する。詳 
細は20ページを参照くだ 
さい。 


例： [ Q 01 I (ワンタッチ） 


アテサキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 


〇 0-0 
Doaoa oao 
□aoo oao 

コ〇〇 □□ 00 



L 短縮を巧し、短縮番号 


を指定する。 

例：⑩①⑩ 


2 


( おミ日とせ ) 1.グループダイヤルを消去ずるには、 Iファクス /E メール（"ファクスランプ点なで 

ファンクション!⑦③ L セツと J ④の手順で行ないます。 


























































































例： 


圆 


<01>(宛先名） 
で5551234 


回 


続けて別の宛先指定びで 
さます。 


手順 L 6 aJ または rebl 

を繰り返します。 

(隐=お知日せ 4) 


画 


[010](宛先名） 
巧5551234 


回 


9 



続けて グループ ダイヤ 
ルの登録びでさます。 
手順4か日の操作を繰 
りおします。待機状態 
に戻るには区を 
巧します。 


00000000000 □□□ 
□□□□oooooa □ド 
ooooaoooooa 


4 


フ。ロク‘’ラム (1-5)1 


フ。ロク'‘ラム [ P ] 1 

/、•ン〕''ウヲイレルマか V A 1 


フ‘□グラムホ''タンヲオス 1 


3 


( おミ Ub 甘 ) 2.予約されたグループまたはプ□グラムダイヤル通信び完了するまでは、登録された宛巧の変 

要、消去はでをません。 

3. プ□グラム U ストのプ U ントを行なラには 174 ページを参照ください。 

4. 宛先を間違えたときは」ク U ア ー j を押して訂正してください。 



39 
































































フアンクシ 3 ソ 

回 



プ□グラム名称（最大]已文字) 
を入力し 、I セット I を巧す 
(防 ] 2ぺージ） 

例：プ□グラム A 


プ□グラムダイヤルの登録 

プ□グラムキー （[ P 1] 〜 [ P 8]) 
に、宛先とポー U ング受信など 
の各種操作を登録しておくと、 
プ□グラムダイヤルとして複雑 
な機能ちキーを]回巧すだけで 
指定でさます。 

プ□グラムダイヤルには、登録 
済のアドレス帳 （ ワンタッチ/ 
短縮ダイヤル）を指定します。 
あらかじめ、アドレス帳の登録 
をしておいてください。 

直接ダイヤル入力での登録は、 
でさません。 



フアクス / E イール 

阻 / 区 I jj- 05- 


フ‘ログラム [ P 1] ナマ I <カナ 
ナマ I ニュウリヨク 


3 1 . プ□グラムダイヤルを消去するには 、I ファクス /E メール（"ファクスランプ点口") 


ファンクション] ⑦③ I セット I ④の手順で行ないます。 

2. 予約されたグループまたはプ□グラムダイヤル通信び完了ずるまでは、登録された宛先のを 
要、消去はできません。 


£0 ^ファクス基本編 


プ□グラム登録 


5 


①②③ 


フ。ロク、'ラム [ P 1] 

ファンクシヨンキ-ヲオシテクタ''サイ 






































































I ファンクションセンタク (1-3)1 

/、— ' ン〕•ウヲイレル 7 か、 V 八 I 

通信操作を登録する 

(各通信操作に従い登録します） 

. タイマー通信（《^32ページ） 

. 特殊通信（防72、 80. 106ぺージ) 
• ポー I 」ング受信（>^3己ページ） 


続けてプ□グラムダイヤルの登 
録びでさます。手順4からの操 
胃作を繰り返します。待機巧態へ 
戻るには I ストップ」 をがします。 


( お知 b せ） 3 .プ□グラム U ストのプ U ントを行なうには1 7 4ぺージを参照ください。 
















































ワンタッチ キーの 登録 



フアクス/ル 
限/囚）|-\阻- 


3 


フ。ログラム （1-5) 

/V' ンコ。ウヲイレル 7 夕 A V 八 


6 


[ P 1] "。ナソニック 

テ '' ンワ / 、 '' ン〕‘’ゥニュウリヨク 


フ_アクス/ル 
|(^眠/区 I |- E 田- 


Q3E3 


または 


フアクス/—ル 


区/0 1 


—因一 


電話番号（最大已2巧）または 
E メールアドレス（最大己0巧） 
を入力する 
巧!!： 白已已已] 234 



■ プログラムキーの変更 

プ□グラムキーに登録されているつざの内容を変更するには、38〜43ページの手順を行います。 
. タイマー送信の開始時間または宛先 
• ポー U ングの宛先 

. タイマーポー U ングの開始時間または宛先 
. グループ ダイヤルの宛先 

. ワンタッチキーの電話番号/ E メールアドレスまたはキー名称 
ワンタッチ/短縮ダイヤルに登録されている電話番号や E メールアドレスの変更と消去は] 4己〜 
147ページの操作で行います。 


おミ Db せ J 1.プ□グラムのワンタッチを消去するには、 アクス /E メール（"ファクスランプ点口") 

⑦③ 


フアンクシヨン 


セット 1④ 

] 42〜143ぺ一 


2. ワンタツ チキーの 登録は、 

レス帳の登録（メールアドレス）」でを設定でさます。 


の手順で行ないます。 

ジの「アドレス帳の登録（電話番号)」や「アド' 


£0 ^ファクス基本編 


プ□グラム登録 




のみかの 

As Si 




























































团 



6 


宛先名称（最大] 5文字）を入力する 

(防] 2 ページ） 

例：パナソニック 


7 _ 8 


[ P 1] A 。 ナソニック 

I 

チュウケイソウシントウロク？ I 

で95551234 

I 

1:/、ィ2:ィィ I I 



きます。手順4か日の操作を繰り 
おします。待機状態に戻るには 
I ストップ I を巧します。 

お知日せ 4) 


C お知らせ^ 


3. プ n グラム U ストのプ U ントを行なラには174ページを参照ください。 

4. 中継通信登録を行なう場合は、]日8ページの手順7政降を参照して < ださい。 













































M L インターネット FAX / E メール【基本編) 


インターネットに接続するための事前準備 


本機をネットワークに接続される前に、この章をご覧いただくことにより各機能についてのご理解びいっそ 
う深まります。 

本纖ホ、] 0 BASE - T /1 OOBASE - TX イーサネット LAN (□-カルエ U アネットワーク）へ接続されると L ソ 
下のよラな事びでさます。 

• ドキュメント情報を E メ ー J レで送信 

• E メールを自動的に受信し印刷する 

• ファクスちしくは E メールで受信したちのを、自動的にあ日かじめ設定した E メールアドレスちしくは通 
常のファクスへ転送 ] 22ページ） 

• G 3 ファクスか b 受信したものを、自動的に ITU - T のサブアドレスを使って、発信をの指定した E メー 

ルアドレスもしくはファクスへルーティングする ]] 己ぺージ） 

• ファクスか日受信したちのを、自動的にファクスの発信元 ID を使って、発信者の指定した E メールアド 
レスちしくはファクスへルーティングする ]] 己ぺージ） 

• E メールを通常のファクス送信としてファクスへ中継（〇^]24ぺージ） 

ここに記載した機能をご利用になるには、本機をネットワークへ正しく設定する必要びあります。現在のネッ 
トワーク設定値については、 お客様のネットワーク管巧者へお問合せ願います。 

この章の48ぺージに添付されている事前設定調査表を〕ピーの上 、 MAC (Media Access Control ) アド 
レスを記入した後に、表にある残りの項目を埋めていたださますよラネットワーク管理者へご依頼願います。 
本機の MAC アドレスは、システム登録 U ストの3ページ目に印刷されます。 

システム登録 U ストの印刷は、つざの手順で行ないます。 

ファクス /E メール（"ファクスランプ点 口")」じ7 アンクシヨン」 ⑥④ I セット I . 
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本徽ホ、 SMTP 転送もしくは POP クライアントによる受信のいずれかび設定できます。また設定により、 
ご利用になれる機能び L ソ下の表の通り異なります。 


機能 

SMTP 転送 

POP クラ- 

ドキュメント情報を E メールで送信 

〇 

〇 

E メールの自動受信と印刷 

〇 

〇 

E メールの手動受信と印刷 

X 

〇 

受信したファクスちしくは E メールの自動転送 

〇 

〇 

ファクスの自動振り分け転送（ルーティング） 

〇 

〇 

E メールか日ファクスへの中継 

〇 

X 


厘要] 

システム登録の「177送信ファイルタイプ」には 「 PDF 」 の設定びあります。この設定は、読み込んだ原 
稿を P C へ送付するときに使います（スキャン - to-E メール機能)。 

しかし PDF フォーマットはインターネット FAX 通信ではご利用できません。現在のインターネット FAX 
仕様では PDF ファイルフォーマットをサポートしていないためです。インターネット FAX 通信ををにお 
使いになるときは、システム登録の「177送信ファイルタイプ」を niFF / JPEGJ に設定してご使用く 
ださい。已已ぺージ） 

インターネット FAX ちスキャン- to-E メールち両方交互にお使いになり、送信フォーマットを通信毎に切 
替え日れるときは、セレクトモード ( F 8-6) r 送信ファイルタイプ/名称」で通信毎に切替えてお使いくだ 
さい。送信終了後、システム登録の「177送信ファイルタイプ」で設定した値へちどります。 

( Ds = 已日〜已 g ぺージ） 


おからせ) 1- SMTP 転送機能をご利用になるには' 本機の E メールアドレスこお客様のドメインとホスト名 

- を含まなければなりません。ホスト名はお客様のネットワークの DNS(Domain Name 

System) サーノ（一へ登録されていなければなりません。 

例： Interne し Fax@faxCn .panasonic.com 

2. 自動的に SM 干 P 転送もしくは POP 受信を実行します。 POP クライアントとしての設定時に 
は、手動操作による受信びでをます。 

3. DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol) をご使用の場合、インターネットき録 
U スト （ 自局登録 U スト）の IP アドレスはシステム管理者に依頼してください。 

4. 本機び受信、印刷、転送、中継可能な E メールは、テキスト本文と TIFF-F 形式画像の添付 
ファイルのみです。 
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M \ インターネット FAX / E メール【基本編) 


設定 （SMTP 輯送/ POP クライアント) 


本機を SMTP 転送設定でご利用頂くには、なのよラなネットワークパラメーターの設定び必要です。 
. 本機の IP アドレス 
• 本機のサブネットマスク 
• デフオルトゲートウエーの IP アドレス 
• ホスト名/ドメイン名 

. DNS ヴーノ（一の IP アドレス （D N S サーノ（一び利用できない場合は、お知日せ2を参照） 

. 本機の E メールアドレス（防お知日せ]) 


SMTP メールサーバー名ちしくは IP アドレス 
SMTP 認証名 （ SMTP サーノ（一から要巧時） 

SMTP 認証ノ（スワード （ SMTP サーノ（一か日要巧時） 


E メール 送信 


(本機〜 PC へ送信）とダイレクトインターネット F AX 送信例 

ifaxuser@fax01 .panasonic.com 


D - 





呵 ， 


11111111111 


D - 


ダイレクトインター"ネット 
FAX 送信ゲートウ王一（ルーター） 


SMTP01 .panasonic.com 
(SMTP メール サーバー） 

- □ 



G 




-0 


SMTP 

POP 3 


popuserOOl @ panasonic.com 
ifaxuser@fax02.panasonic.com 


111111 III 


POP02.panasomc.com 
( P 日 P サーバー） 


E メール受信 （ PC 〜本機で受信）とダイレクトインターネット FAX 受信例 



( お知らせ) 1. SMTP 転送機能をご利用になるには、本機の E メールアドレスにお客様のドメインとホスト名 

- ' を含まなければなりません。ホスト名はお客様のネットワークの DNS(Domain Name 

System ) サーパーへ登録されていなければ'なりません。登織ま「〇〇〇 @ホスト名.ドメイ 
ン名」の形式で行います。 

例： Interne し Fax 劑 axO ] .panasoni 仁 ' com 
2. お買い上げ時の設定では、 DNS サーバーの IP アドレスと SMTP サーバー名び必要です。 
DNS サー/く一びご利用になれない場合は、本体菅理編ファンクション設定モード共通機能設 
定の「23 DNS サーバーアドレス」をけシ」へ変更してください （ I コピ ー I 

フアンクシン I ① I セット I ⑨、パスワード入力 I セット I ②③ 

IDNS サーパ‘ーアドレス I )。 その後 SMTP ヴーバーの IP アドレスを入力ずることびでをるよ 


ラになりまず。 

























































































































本機を POP クライアントとして利用いただくには、なのようなネットワークパラメーターの設定び必要です。 
本機の IP アドレス 
本機のサブネットマスク 
デフオルトゲートウエーの IP アドレス 

DNS サーパ'-の IP アドレス （ DNS サーパ'-び利用できない場合：防お知日せ 2) 

本機の E メールアドレス（防お知日せ 3) 

SMTP メールサーバー名ちしくは IP アドレス 
POP サーバー名ちしくは IP アドレス 
POP ユーヴーアカウント名 
POP パスワード 


■ 


E メール送信例（本機〜 PC へ送信） 




お 失□らせ'^ 3 ' E メールアドレス形式は、通常の E メールアドレスと同じです。登録ま「 POP ューヴー名 

- ' @ドメイン名」のお式で行います。 

巧!!： lnte 「 net_Fax@panasoni 仁 . 巳 om 



インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(基本編】 
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M L インターネット FAX / E メール【基本編) 


設定 （SMTP 輯送/ POP クライアント) 


LAN 経由で全体のシステムび正しく動作するために、確定情報と追加パラメーターを設定しなければなり 
ません。ネットワーク管理をか日必要な情報を得た上で LAN へ接続してください。 


ユーザー情報 

社る 
部署名 

住所 _ _ 

軍日ち奋亏 i^F A X 若5 


インター ネット パラメーター （自局登録）リスト （腔' 已 4 ぺー ジ) 

(1) * IP アドレス： 

(2) *サプネットマスク： 


(3) * デフオルト ゲー トウ エーの IP アドレス： 


(4) *DNS ヴーバー] 

P アドレス： 




(已） * DNS サーバー2 

P アドレス： 




(6) 自局メールアドレス： 

(7) メールサーバー名： 


1わしくは 

1メールサーバー 

P アドレス： 

(8) SMTP 認証名： 

(9) SMTP 認話パスワー 

ド’： 




(10) P 日 P サーバー名： 


1ちしくは 

1 POP サーバー1 

P アドレス 

(11) P 曰 P ユーヴー名： 

(12) P 曰 P パスワード： 


(13)*ホスト名/ドメイン名: 


(14) デフオルトサブジェクト： 

(15) デフオルトドメイン： 


(16) セレクトドメイン： 


1. 

巨. 

2. 

7. 

3. 

8. 

4. 

9. 

己. 

10 . 


(17) U モートパスワード： 


(18) 中継用パスワード： 

(19) 管理者メールアドレス： 


(20) 中継許可ドメイン： 


1. 

6. 

2. 

7. 

3. 

8. 

4. 

9. 

己. 

10 . 


おミ日らサ)1.川〜 （17) はネットワーク管理者から提供される障報です。 

- 2. お買い上げ時の設定では、 DNS ヴ ー；! (-の IP アドレスと SMTP サーノ（一名び必要です。 

DNS サーノ（一びご利用になれない場合は、本体管理編ファンクション設定モード共通機能設 
定の 「23 DNS サーパーアドレス」 を けシ」 へ変更してください （ I コピ ー I 

ファンクシン I ① I セット I ⑨、パスワード入力 I セット I ②③ 

DNS サーパ‘ーアドレス I )。その後 SMTP サーパ’一の IP アドレスを入力することびでをるよ 
ラになります。 

3. 本機の MAC アドレスは、システム登録 U ストの 3 ぺージ目に印刷されます 

(に 7ァクス / E メール（"ファクスランプ 点な")」 ファンクシ3ン I⑥④I セット I )。 






記載内容説明 

MAC アドレス 

*(1) TCP / IP アドレス 
*(2) TCP / IP サブネットマスク 
*(3) TCP / IP デフォルトゲート 

ウェーアドレス 

*(4) DNS サーバー] IP アドレス 
*( 已） DNS ヴーバ ー 2 IP アドレス 

(6) 自局メールアドレス 

(7) メールサーバー名ちしくは 
メールサーバー IP アドレス 

(8) SMTP 認証名 

(9) SMTP 認証パスワード 

(10) POP サーバー名ちしくは 
POP サーバー IP アドレス 

(11) POP ユーヴー名 

(12) POP パスワード 
*(13)ホスト名/ドメイン名 

(14) デフォルトサブジェクト 
(1 已）デフオルトドメイン 


(1 己）セレクトドメイン 
の]〜] 0) 

(17) U モートパスワード 


(18) LAN 中継用パスワード 
(01 〜〇已） 

(19) 管理をメールアドレス 

(20) 中継許可ドメイン名 
の]〜] 0) 


システム登録 U ストの3枚目にプリントされます。 

インターネットプ □ トコルアドレス 

サブネットマスク番号 

デフオルトルーターの IP アドレス 

DNS サーバー]の IP アドレス 
DNS ヴーノ（一 2の IP アドレス 
60巧まで 

メールサーバー名 （60 巧まで）、メールサーバーの IP アドレス 

SMTP サーバーの IP アドレス （40 巧まで） 

本機に割り当て日れたパスワード （10 文字まで） 

POP サーバー名（己〇析まで)、 POP サーバーの IP アドレス 

40巧まで 
10文字まで 

本機に割り当て日れた名称 （60 文字まで） 

件名 （ Subject ) の部分に自動挿入される内容（全角で20文字まで） 

E メールアドレス省略時の付加ドメイン名（已〇巧まで） 

(巧 y : yourcompany . com ) 

ドメイン U ストに表示するドメイン名 （30 巧まで） 

E メールを使った U モート操作によるインターネットパラメー 
ター、宛先登録、通信管理レポートの取得に関するパスワード （10 
巧まで） 

LAN 中継送信時の中継許可用ノ（スワード （ 10文字まで） 

LAN 中継送信状況モニターと通信費用管理として利用（己0巧まで） 
中継許可ドメイン （30 巧まで） 


ドこのマークは共通機能設定で設定します。詳細は本体管理編取扱説明書：フアンクシヨン設定モード（共 
通機能：キーオペレーター専用）を参照ください。） 
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原稿をインターネットファクスか b 相手先の PC 、 あるいはインターネットファクスへ送信する機能です。 
原樹ホ、メールの TIFF 形式、 JPEG または PDF (防お知 b せ1 ) の添付ファイルとして相手先の PC に 
送信されます。インターネットファクスか b の簡単操作で相手先の E メールアドレスへ送信でをます。 

PC 側のメールソフトび MIME あ式に対応していない場合は、 TIFF あ式、 JPEG もしくは PDF の添付 
ファイルを使巧でさないため相手先へ正しく届さません。メールのメッセージはまず SMTP メールサー 
バーに送日れ、その後、メールサーバーか日インターネットへと送日れます。 


■ インターネットフアクス送達確認通知 ( MDN ) 

インターネットファクスか日の送信の到達を確認できます。ただし、受信をの側に送達爛掛確認通知 
( MDN ) の機能び備わっていなければなりません。 

インターネットファクスからの送達確認通知要巧に応答できるメールアプ U ケーシヨンには、 

Eudora や Outlook Express などびあります。 MDN についての詳細は、各メールアプ U ケーシヨン付属 
のヘルプやユーヴーガイドを参照してください。 



矢印について： 

—►送信ちか日の MDN 要巧 
—►受信をか日の MDN 応答（通信能力通知) 
••►■受信者か日の MDN 要ホ 



1 .JPEG ファイルでインターネットファクスへ送信する場合、受信側は JPEG フォーマットをサポー 
卜してしぶ必要びあります。 PDF ファイルは PC へ送信する場合にのみごネリ用になれます。 








■ 


— 




ダイレクト SMTP (ダイレクトインターネット FAX 送信） 


インターネットのメールは SMTP メールヴーバーび SMTP(Simple Mail Transfer Protocol ) により 
やりとりしています。 

ダイレクト SMTP は 、 SMTP メールサーバーを通さずに直接インターネットファクス間で文書交換す 
るシステムです。このシステムを働かせるには IP アドレスび常に一定に保たれている必要びあります 
( IP アドレスについてはネットワーク管理者にお問い合わせください）。本機のドメイン名などの情報び 
DNS サーバーに適切に登録されていなければなりません。 

通常企業などのイントラネットでは、メールとホームページ閲覧しか許可されていません。これは ファ 
イアウォールの負担をシステム管理者び嫌ラからです。 

こういった場合、ダイレクト SMTP び活躍します。お使いになるときは、システム登録の「17 吕ダイ 
レクト I FAX 送信」 を 「アリ」 にしてください。 （防] 已4ぺージ） 


インターネットフアクス 


インターネツトフアクス 



インターネットメール受信 


PC からインターネットファクスに送られてきた E メールを自動プ U ントする機能です。ただし、イン 
夕ーネットフアクスびサポートしている TIFF あ式じ(外の添付ファイルび送日れてきた場合は、ェラー 
メ ッセージをプ U ント し、 プ I 」ントでさなかったことを知らせます。 


インタ-ネツトフアクス LAf } ンタ_ネッ 


LAN 


インターネツトフアクス 




PC 



インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(昼本編】 
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■ 概要 

LAN システムとの接続による通信は、基本的に E メールと同様で、一般回線用のファクスによる通信と 
は異なります。インターネット通信をする上で、を意しなければな日ないことについて説明します。 


■ インターネットファクスと一般回線用のファクスの違い 

通常のファクスは、受話器を取ってダイヤルして送ります。データは電話回線を介して相手側に届さます。 
回線使用の料金は送信をび負担します。ファクス同±接続されると、同期を取り、画像データを交換します。 
一方、インターネットファクスは、メールに似ています。画像データはパケットに分解され、電話回線を介 
さずに LAN からインターネットへ、もしくはイントラネットへと送信されます。したびって、長距離通話 
の経費を節減でさます。 


■ 正常に送信されましたか？ 

1. インターネット通信は LAN 経由でのメールサーバーとの通信となり、直接相手との通信はできませ 
ん。したびって、何日かの原因で送信でさなかった場合だけ、メールサーバーか日エラーメールび返 
送されます。（〇^己2ぺージ） 

2. 相手先の場所、インターネットなどの回線の混み具合、 LAN システムの構成にをよりますび、 エラー 
メールび返送されるまで長い時間びかかることびあります。（通常は20〜30分ぐ b いと思われます。） 

3. エラーメールび何日かの原因で返送されて来ない場合ちあります。重要な書類、票急を要する書類、ま 
たはそれに準じる書類を送信される場合には、送信後に必ず電話で確認願います。またインターネッ 
卜経由の場合には秘匿性び低いので、重要な書類は、一般回線のご利用をお勧めします。 

4. 送信する相手のメールシステムび MIME に対応していない場合、原稿を相手先に正しく送信すること 
びでさません。また、相手のメールサーバーによってはエラーメールび返送されない場合びあります。 

5. 原稿枚数び多い場合やイメージデータ量びをいと、送信でさない場合びあります。 

お知らせ： 

1) システム登録の「17吕ダイレクト IFAX 送信」び「アリ」になっているときは、メールサーバー 
を経由せず、アドレス帳に登録されている宛先へ直接送信します。 

2) 本機は送達確認通知機能をサポートしています。已〇ページ） 


■ LAN 経由での電話はできません 

• 電話は一般回線で使用できます。（外部電話機使用時） 

• LAN 経由の通信中でち、一般回線を使用したファクス通信はでさます。 

■ 2 回線通信機能 

本機では2回線分の通信能力を持っています。一般回線の G 3 ファクス通信 （ PSTN ) と LAN を使って 
の通信びあります。 

■ 読取りモードの文字サイズ 

読取モードの文字サイズは、 PC への送信を考慮して、お買い上げ時の設定を『ルさい』にしてあります。 
この設定は、使用する原稿に合わせて変更することちできます。 
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■ インターネットメール受信 

1. 本纖ホ、 PC か日の E メールを受信しますび、受信したデータの内、英数字、ひ日びな、カタカナと 
第1、2水準の漢字び記録巧能です。 

2. 受信したフォントや文字の大ささは変更でさません。 

3. 受信データを全角文字で約己0巧、約77行を]ページで出力します。 


■ LAN 経由で原稿を PC へ送る 

メールで文書を送信する場合、 TIFF - F 形式の画像ファイルのほかにじ(下のよラなメッセージび宛先に届き 
ます。「このメールには TIFF - F お式の画像ファイルび添付されています。 TIFF - F あ式画像ファイルの 
ビューアーはじ(下のホームページか日ダウン□ー ドでさます」 
http :// www . panasonic . co . jp / pcc / 


■ LAN 中継送信 

LAN 中継局への不正なアクセスを防止するためには、ネットワーク•セキュ U ティーを設定します 。 LAN 
中継パスワード、中継許可ドメイン名の設定を行ないます。また、 LAN 中継通信全てを管理するために、 
管理をのメールアドレスを登録し通信管理レポートを受け取れるよラにします。 
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フアンクシヨン 


口の 


インターネット基本パラメーター 

つざの基本パラメーターは、インター m 
ネットファクス通信を行なラために必 
要不可欠です。ご使用になる前に設定 
び必要です。 

.*TCP/IP アドレス 
.*TCP/IP サブネットマスク 
• *TCP/IP デフオルトゲートウエー 
ア ドレス 

.*DNS サーバーアドレス 
• 自局 E メールアドレス 
•メールサーバー名ちしくはメール 
サーバー IP アドレス 

(* これらの パラメーターの 設定は共通 
機能設定で行ないます。本体管理編取 
扱説明書を参照ください。） 



フアクス/—ル 

限/囚 j - 眠- 


インターネットパラメーター（自局登録） 


1^ \インターネット FAX / E メール【基本編) 


インターネットパラメーターの設定 



登録項目 

内容 

1 

時刻セット 

現在の曰付と時刻 

2 

発信元 

最大 2 已文字まで 

3 

文字 ID 

最大]己文字まで 

4 

数字の 

本機のファクス番号です （ 最大 20 巧まで） 

5 

メールアドレス 

本機に割り当てられたメールアドレス （ 最大巨 0 文字まで） 

6 

メールサーバー名 

SMTP メールサーノ（一の名称 （ 最大己 0 文字まで） 

7 

メールサーバー IP アドレス 

メールヴーバ ー IP アドレス （ DNS 設定びけシ」のとき） 

8 

SMTP 認証名 

SMTP メールサーバーの IP アドレス（最大 40 文字まで） 

(システム登録の「170 SMTP 詔話」を「アリ」にしているとき） 

吕 

SMTP 認証パスワード 

本機に割り当て日れたパスワード（最大] 0 文字まで） 

(システム登録の「170 SMTP 認註」を「アリ」にしているとき） 

10 

POP サーバー名 

POP サーノ（一名 （ 最大60巧まで） 

11 

POP サーバー IP アドレス 

POP サーパーの IP アドレス （ DNS 設定びけシ」のとき） 

12 

POP ユーヴー名 

最大 4 日おまで 

13 

POP パスワード 

最大] 0 析まで 













































国因を巧して、設定する項目 
を表示し、 I セット I キーを押す 

例：~ メールサーバー メイ~ 


メー ルサーバー名を入力し、 

I セット I を巧す。次の設定を行な 
うには I ク U ァ ー I を巧して手順4か 
日の操作をおこなラ、または 
に内/プ I を巧して待機巧態に戻り 
ます。 
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卜川クモ-卜 '' (1-5) 

A —' ン〕''ウヲイレルマか V 八 




登録頂目 

内容 

14 

デフオルトサブジェクト 

件名 （ Subject ) の部分に自動挿入される内容 
( 全角で最大20文字まで） 

15 

デフオルトドメイン 

メールアドレス省略時の付加ドメイン名 （ 最大已〇巧まで） 

例： Panasonic.com ( @は自動で付加されます） 

16 

セレクトドイン 
(□1)〜 （1 日） 

セレクトドメインキーに表示するドメイン名 （ 最大30巧まで） 

17 

1」モートパスワード 

E メールを使った U モート操作によるインターネットパラメーター、宛 
先登録、通信管理レポートの取得に関するパスワード（最大] 0文字 
まで） 

18 

LAN 中継用パスワード 

中継送信時の中継許可用パスワード（最大] 0文字まで） 

19 

管理者メールアドレス 

中継送信状況モニターと通信費用管理として利用 （ 最大己0巧まで） 

20 

中継許可ドメイン名 
(□1)〜 （1 日） 

中継許可ドメイン名 （ 最大30巧まで） 


D 0000 

ご0000 

0 oooox^ 


インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(基本編】 
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インターネット FAX / E メール【基本編) 


メールアドレスを入力して送る 


■E メールアドレスを直接入力して送る 


キーボードか日直接 
E メール アドレスを 
入力します。 






[53~| E メールアドレスを直接入力する 



キーボードから E メールアドレスを直接入 
力（最大己0文字）します。間違えたとさは 
I クリア H を巧して訂正します。 

巧!!： 入力.' abc @ panasonic.com 



[5 b ] デフオルトドメインを使うお知らせ * 2 3 4 ; 



E メールアドレスの@より左部分のみを入力 
(例： abc) します。 

送信時に自動的にインターネットパラメー 
夕一に登録されているデフオルトドメインを 
付加します。 

例： "Panasonic.com" び登録されているとき 

表术 ： 3 b 巳 


送信メール/ ドレ乂： abc @ panasonic.com 


(-^ドメインリストを使う 



異なるドメイン名で送信するときは 、 E メー 
ルアドレスの@までを入力（例 ： abc @)し、 
因困を使ってインターネットパラメーター 
に登録されているセレクト ドメインを表示 
させて I セット I を巧します。 

巧!!： 表示： abc @ panasonic.conn 


〔お知らせ^ 1.キーボードからの入力時やアドレス帳への登録時に「ピピピ」と音び鳴ったときは、インター 

- ネットき本パラメーターび登録されてし)ません。（〇^已4ぺージ） 

2. E メールアドレスと電話ま号を組み合わせての送信び可能です。 

3. インターネットファクス通信では、正常に送れなかった場合にメールサーパ'-からエラーメール 
び返信され、エラーメッセージを1枚目の画情報とともにプリントし、送信でさなかったことを 

知らせます。 




























































セット I を 


回 

送信する原稿に合わせ、送信設定をする（心]]ページ） 

カラーで送信する場合は、 I ヵラー I キーを巧してください。 

ファイルタイプとファイル名は I ファンクシヨ3 ⑨⑥ 

(送信ファイルタイプと名称）で、送信毎に変更でさます。 

( E ®- お知日せ己） 

インターネット FAX へ送信する場合お知らせ3、己， 

• カラー/モノクロ ：モノク□のみ 
• ファイルタイプ ： TIFF / JPEG のみ 
パソコンへ送信する場合 
. カラー/モノクロ ：カラー、モノクロ（グレースケールち可能) 
• ファイルタイプ ： TIFF / JPEG または PDF 



oaooooooac 

aoaooocDoat 

oaaoaoaooc 


フアクス /E ベール 


画 

励 

圃 


、 6) 


原稿の読取りび開始され、 
ファイルナンパーとともに 
メモ I 」一に蓄積されます。 
読取りび完了した原稿から 
送信び開始されます。 


巧して宛先数 
を確認する 


複数宛先の指定 

. メモ U —送信するときは、1つの原稿を複数宛先へ送信することびできます。手順已 a 、 已 b または已巳の 
操作の後、を巧して、宛先数を確認後、手順4および、已 a 、 已 b または已 C の操作を繰り返し 

て宛先を指定できます。は、省略することち可能ですび、 I スタート I を巧す前には I セット I 
を巧して宛先数を確認することをおすすめします。宛先の消去については、 ] 2ページを参照してくだ 
さい。お知らせ 2) 


( お知らせ J 4 .E メールアドレスこ自動でドメイン名を付加して送信するには、自局登録（インターネッいくラ 

- メーター)の r デフォルトドメイン」を登録し、システム登録の n 己0デフオルトドメイ 

ン」を「アリ」に設定する必要びありまず。（防154ページ） 

已.カラーまたはグレースケールを還択している場合は、受信側のインターネット FAX び」 PEG 
フォーマットに対応している必要びあります。 

日.フアイ J 仪イプを PDF に設定してしぶ場合は、受信側のインターネット FAX び PDF フォー 
マットに対応してしぶ必要びあります。 
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f \ 

原稿台ガラスを使っての送信の場合は、居至^を巧し 

たあと原稿サイズを選択し、 I スタート I を巧してください。 

1枚読み込む毎に 

「ツギノゲンコウガア U マスカ？」の表示をします。 

① ：ハイ 

原稿を交換して I スタート I を巧し、原稿サイズを 
選択したのち I スタート I を巧します。 

② ：イイエ 

送信を開な台します。 



インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(基本編】 
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M 、インターネット FAX / E メール【基本編) 


E メールアドレスを入力して送る 


■ワンタツチ/短縮ダイヤル / E メールアドレス検索を使って送る 


LAN 経由で送信する場合、ワン 
タッチ/短縮ダイヤル、アドレ 
ス帳検索の他に E メールアドレ 
スで検索して送信することちで 
さます。 



r 4 a I ワンタッチ/短縮ダイヤルお知らせ 3) 


□□ 口 oaooaooo 〇〇〇 

oooCTpaaaao 〇〇〇 
ooao-paaoooo 〇〇 


または 



3 ^ 


□aaao aoo 

I 回 000 〇〇〇 

Doooa 〇〇 



ワンタツチ/短縮ダイヤ j レの 場合、 

宛先を表示するだけで宛先び指定さ 
れます。 


または\ 


短縮 


〇 


短縮ダイヤル番号 
(3 析） 


[4 b 」 アドレス帳検索ダイヤルお知5せ 3) 



■■ ■' — 

.1 —= 

アドレス帳 

▲ 

▼ 



アト•レスチョウ 

Panal 


または 


検索する文字を入力する 
(防] 2ページ） 

例： " Pana " 


[100] Panasonic 3 

[005] Panasonic 2 

す [001]Panasomc 1 

ピ sales が panasonic.co 


アドレス帳安を 


C^E メールアドレス検索ダイヤルお知らせ3、4、 8) 



' IIII ■ 

f 000000000(3 
000 曰 oa 曰 aa( 

□□□□□□□ooci 



000000000 oc 

□oraoaoaacD が 

ood-pooooaaa 


フアクス/—ル 



巧して検索する 


[100] Panasonic 3 

[005] Panasonic 2 

3 [001]Panasonic 1 

凶 sales が panasonic.co 


( 任田/因 1- 回- 


検索する E メールアド 
レスの文字を入力する 
例：" sa " 


アドレス帳妻を 


巧して検索する 
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( お知1='け) 1. キーボードからの入力時やアドレス帳への登録時に「ピピピ」と音び鳴ったときは、インター 
- ' ネットき本パラメーターび登録されてし)ません。（〇^已4ぺージ） 

2. E メールアドレスと電話番号を組み合わせての送信び可能です。 

3. アドレス帳検索ダイヤルは、ワンタッチ/短縮ダイヤルび登録されているときにご利用にな 
れまず。 （ B 3 M 42 ぺージ） 

宛先を間違えたときは I ク U ァー I を巧して訂正してください。（心] 2 ページ） 

4. E メールアドレス検索ダイヤルは、ワンタッチ/短縮ダイヤルび登録されているときにご利用に 
なれます。（幅=142ぺージ） 








































































































I セット I を 

巧して宛先数 
を確認する 

原稿の読取りび開始され、ファイル 
ナンバーととちにメモ U —に蓄積さ 
れます。読取りび完了した原稿から 
送信び開始されます。 


スタート 



原稿台ガラスを使っての送信の場合は、 

I スタート I を巧したあと原稿サイズを選択し、 

I スタート I を巧してください。 

1枚読み込む毎に 

「ツギノゲンコウガア U マスカ？」の表示 
化します。 

① ：ハイ 

原稿を交換して I スタート I を巧し、 

原稿サイズを選択したのち I スタート I 
を巧します。 

② ：イイエ 

送信を開始します。 


送信する原稿に合わせ、送信設定をする （心]] ページ） 
カラーで 送信する場合は、 L カラー j キーを巧してください。 


ファイルタイプとファイル名は I ファンクション! ⑨⑥（送信ファイルタイプと名称）で、 
送信毎に変更できます。（心おミ日日せ 7) 

インターネット FAX へ送信する場合（防お知らせ己、6、 7) 

• カラー/モノクロ ：モノク□のみ 
• ファイルタイプ ： TIFF/JPEG のみ 

パソコンへ送信ずる場合 

. カラー/モノクロ ：カラー、モノクロ（グレースケールち可能） 

•ファイルタイプ ： TIFF/JPEG または PDF 


了 

14a I 

画 

[4c] 


V _ ノ 


複数宛先の指定 

• メモ U —送信するときは、1つの原稿を複数宛先へ送信することびできます。手順 4 a 、4 b または4巳の 
操作の後、を巧して、宛先数を確認後、手順 4 a 、4 b または 4 c の操作を繰り返して宛先を指 

定できます。は、省略することち可能ですび 、 I スタート I を巧す前には I セット I を巧して宛 
先数を確認することをおすすめします。宛先の消去については、] 2ページを参照してください。 

お知日せ 2) 


( お知らせ) 5.インターネットファクス通信では、正潮こ送れなかった場合にメールヴーパーからエラーメール 

- び返信され、エラーメッセージを]枚目の画情報とともにプリントし、送信でさなかったことを 

知らせます。 

日.カラーまたはグレースケールを逞択している場合は、受信側のインターネット FAX び JPEG 
フォーマットに対応している必要びあります。 

7. ファイ J 仪イプを PDF に設定してしぶ場合は、受信側のインターネット FAX び PDF フォー 
マットに対応してし'!る必要びあります。 

8. 「=ツカ U マセン」や希望の宛先やアドレスび出てこないとさに、手動で E メールアド 

レスを表示する場合は、 I ク U ア ー I を 1 度または 2 度押してから入力してください。 39 
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インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(基本編】 



























































^2 



1 ②ク回 


cc の宛先を指定し、 
I セツりを巧す 



5 b 宛先を確認する 


<01>TO1 


1"^ 

to1@co.jp 

<02>TO2 



to2@co.jp 

<03>TO3 



to3@CO.jD 


確認後、 I セット I を巧し、 
手順4へ戻ります。 
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サフ''シ''パトこユウリヨク < カナ 
スタ-トトヲわテクタ‘サイ 


件名を入力する 
(40 文字まで） 


圆 


X 〇 'ぉ^ド。 ' 州闲 


30000 〇〇〇 
の aoa 〇〇〇 
30000 00 


サフ'、シ、、ェクト 

FAX from Mr. Jones 


<a> 


スタート 



当 

E メー ルへツ j 


インターネット FAX / E メール【基本編) 


三メールアドレスを入力して送る 


ッ ダーの宛巧指定 

E メールアドレス 

E メールヘッダーの指定をするとさ、 
CC ( Ca「bon 巳 opy ) と BCC (Blind Carbon 
Copy ) の指定びでさます。 CC/BCC の入力 
をするにはシステム登録の「168 CC / 

己 CC 宛先」を「アリ」に設定します。 

(防]已4ぺージ） 

件名（サブジェクト） 

インターネットパラメーターで登録した件 
名 （ サブジェクト）び、送信される E メー 
ルに自動的に付加されます。あ日かじめ登 
録されている件名（デフオルトヴブジェク 
卜）じ(外を入力してから送信するとさは、 
システム登録の「1己9サブジェクト登録」 
を「アリ」に設定します。（《^1已4ぺージ） 


[5al 



わ、ソ K 


フアクス/ E _ y - ル 

( 贩/囚 g 反- 


CC ァテ«ヲイレ巧夕''サイ 
スタ-トヲオシテクタ'’サイ00% 



0 @ 

ひ 00S If 

0 0000 一 

0 S00 1 


例： FAX from Mr . Jones 




















































































nn アテサキセットサレテイマス 
アテサキパカマタ A スタ-卜 


t ツト 


宛先を指定する 
• ワンタッチ/短縮ダイヤル 
• アドレス帳検索ダイヤル 
• E メールアドレス 
(防已巨〜已8ぺージ） 


マ 

圆 

厕 


网 


V 


かソト 

^1' 




BCC 巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-けオシテクタ''サイ00% 


8 


肖'-。' 




> 〇 

|〇 〇 〇 ◎ ◎ 
-I 〇 〇 〇 _ 

2)0000 〇〇〇 〇 〇 〇 

} ロロロロ ロロロ 〇 〇 〇 

30000 □□ 
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9 



スタート 


BCC の宛先を指定し 



セット I 

を巧す 


宛先を確認する 


<04> CC 1 



cc 1@ co.jp 

<05> CC 2 



cc 2@ co.jp 

<06> CC 3 

cc 3@ co.p 


確認後、 I セット I を巧し 
手順6へ戻ります。 


お知らせ) 1 .システム登録の「173送達確認要巧」（防 1 已已ぺージ）び「オン」のときは、 CC/BCC 
に指定してを TO の巧先として送信されます。 


インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(基本編】 
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M 、インターネット FAX / E メール【基本編) 


メールアドレスを入力して送る 


エラーメール 

インターネットファクス通信では、正常に送れなかった場合にメールサーバーか日エラーメールび返信 
されてさます。メールサーバーか日の情報としてテキストと]枚目の画情報びプリントされます。 

エラーメールの プ U ント例忙 メール アドレスび正しくない場合） 


Receive 过： from localhost (localhost) bv iteiti . rditig.m 口 cs .mei . co. ip (8 . b .12/3.4W3) with 
internal id OAA24381; THU,15 AUG 2003 14:52:57 +0900 
Date: THU,12 AUG 2003 14:52:57 +0900 

From: Mail Delivery Subsystem <MAILER-DAEMON@i£eif1.rdmg.mgcs.mei.co.jp> 

Subject: Returned mail : User unknown 

Message-Id: <200011120552.OAA243Bl@ifeif1.rdmg.mgcs.mei.co.jp> 

To: <fax@nwpc31.rdmg.mgcs.mei.co.jp> 

The original message was received at THU,15 AUG 2003 14:52:54 +0900 
from nwpc31.rdmg.mgcs.mei.co.jp [172.21.22.51] 

- The following addresses had delivery problems - 

<error@nwr39.rdmg.mgcs.mei.co.jp> {unrecoverable error) 

- Transcript of session follows - 

.... while talking to nwr39.rdmg.mgcs.mei.co.jp.: 

>>> RCPT To:<error@nwr39.rdmg.mgcs.mei.co.jp> 

<<< 550 <error@nwr39.rdmg.mgcs.mei.CO.jp>... User unknown 
550 <error@riwr39.rdmg.mgcs.mei.CO.jp>... User unknown 

- Original message follows - 

Return-Path: fax@nwpc31.rdmg.mgcs.mei.co.jp 

Received: from nwpc31.rditig.mgcs.mei.co.jp (Internet FAX) (nwpc31.rdmg.mgcs.mei.co.jp [172.21 
.22.51]) by ifeifl.rdmg.mgcs.mei.co.jp (8.6.12/3.4W3) with SMTP id OAA 24380 for <error@nwr39 
.rdmg.mgcs.mei.co.jp>; THU,15 AUG 2003 14:52:54 +0900 
Message-ID: <200011120552.OAA 24380 @ifeif1.rdmg.mgcs.mei.co.jp> 

Mime-Version : 1.0 

Content-Type: image/tiff 

Content-Transfer-Encoding: base64 

Content-Disposition: attachment; file 打 ame="image.tif" 

Content-Description: image.tif 
X-Mailer: Internet FAX, MGCS 
Date: THU,15 AUG 2003 14:49:00 +0900 
From: iFAX <fax@nwpc31.rding .mgcs .mei . co. jp> 

Subject: IMAGE from Internet FAX 
To: error@nwr39.rdmg.mgcs.mei.cp.jp 


15-AUG- 2003 14:49 


5 

iFAX 


P.01/01 


the slerexe company limited 


SAPORS 

TELETKONe 


,HB - BOO] 
! aoouB (94: 


LE . DORSET - BH 巧 8ER 
[94S 口） 5 化口 - nux 123456 


Our Ref. 350/PJC/EAC 


Dr, P.N. Cundall, 
Mining Sucveya Ltd., 
Holroyd Road 
Reading, 

Berks. 


18th January, 1972. 


曰色 ar Pete, 


Permit 

transmlssion. 


to introduce you to the facility of facsimile 


In facai 历 ile a photocell ia cauaed to perform a raster scan over 
the subject cocv. The variations of print density on the document cause 






















M L インターネット FAX / E メール【基本編) 



LAN を使って受信する 


■ 概要 

LAN 内の PC およびインターネットフアクスか日の受信については、自動的にプ U ントされて受信トレ 
イに排出されます。受信するための設定はありません。ただし、 POP サーバーに接続してインターネッ 
トフアクスをご利用の場合は、 LAN 関連の設定び必要になります。 

インターネットフアクスは原稿じ(外に E メールち受信できます。 

E メールを PC で見る場合の操作については、お使いのメールソフトやビューアーソフトの取扱説明書を 
ご覧ください。 

なに E メールを PC で見る場合の一例を示します。 

〈インターネットフアクスか日の E メールを PC び Microsoft ® , Windows ® operatin 呂 system 日本語 
版で動作する E メールプ□グラム 「 Outlook ®」 で受信した場合の画面〉 


を勃 f トレイ - Microsoft Outlook 


nmm 


|い7イルの漏集の 亲元 W お旣牲ツールの巧耐凹） A ルパ吐 _ _ 

II 盛!， I わ- ►_ を固贊位_巧 X CV の;画如セザが比-一 


，曰. li 屯词 



受信トレイ， 


積 


っァィル 7 オルが I 


[[己雨差化人 


牛る 


]奇信日時 


口 




PANASONIC 


IMAGE from Internet FAX 


yv/mm ン dd ( を〉午 f き 7:21 


二! 


を吉巧 6 件あります。そのうち 1 押げホ扇です。 


インターネットファクスか日の E メールは件名び 「IMAGE from Internet FAX 」 となっています。 








〈インターネットフアクスから受信したメールを表示した場合の画面〉 



画面表示は、 Microsoft ® Windows ® Operating system 日本語版で動作する E メールプ□グラム 
「 Outlook ®」 で受信した画面です。 

ソフトウェアのダウン□ードについて 

フ1」ーソフトの TIFF ビューアー、 TIFF コンバーターびじ(下のホームページからダウン□ー ドでさます。 

• ホームぺージ http :// panasonic . 巳 o . jp/p 巳巳/ info / dwnid.html 

• ダウン□ー ドしたソフトウェアのインストール作業並びにインス I ''ール後の動作に関しましては、お客様の責任 
の元お取り扱いいたださますようお願いいたします。当社では、このソフトウェアについての動作保証、インス 
トール後の二な的損喜に関しては一切その責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 
















I o -巧 

Doooa oo t 

口000 00 G 

30000 □ヴ 


t ツト 

Ea 

設定を選択し、 

L セット I を巧す 


かソト 

■3 

設定を選択し、 

L セット I を巧す 


「147 POP 自動受信 J : POP 

サーノ（一 自動問い合わせで受信 
メールびある場合、メールを受 
信し、プ I 」ントします。「ナシ」 
の場合は、ディスプレイに受信 
メールの件数のみを表示します。 


「148 POP 後メール削除」： 

メール 受信 後、サーバーから 
メールを 削除するかしないかを 
設定します。 


「149 POP エラーメール削 

除」：プ U ントできない添付ファ 
イルをち!信した場合、ヴーパ'一 
からメールを削除するかしない 
かを設定します。 


POP 受信の設定 

システム登録の、「] 4巨 POP 
取得間睛」、「147 POP 自動ち! 
信」、「] 48 POP 後メール削 
除」、「 149 POP エラーメール 
削除」を設定します。 

(防1已3ぺージ） 



□□□□□ 〇〇□□百 
00 □□□□□□□( 
□□□□〇〇〇〇〇日 


「146 POP 取得間隔 J : POP 

サーバーに受信メールの問い合 
わせを行ラ間隔 （0 〜己〇分） 
を設定します。 （0 分の時は自 
動で問い合わせは行いません。） 


M L インターネット FAX / E メール【基本編) 


LAN を使って受信する 


POP 受信 

POP サーバーに接続してご利用されている場合には、じ(下の方法で受信でさます。（お使いの機器び 
POP サーバーに接続されているかどラかは、システム管理をの方におたずねください） 


( お知1=^け j 1 ' プ□グラムダイヤルの 「POP 手動受信登録」にューヴー名、パスワードを登録することで、 
- 自局設定し U 外のユーヴー名で POP 受信ずることびでをます。 ( E ^70 ページ） 


5 


フアクス化ベール 
[阻;因】-、阻'- 


フアンソシヨン 


OOn 

霞 @ 


① 


6 


147 POP シ '、r ウシ''ュシン 

I 

148 POP〕、、 メ-ルサク'/ョ 1 

2:アリ 

I 

2:アリ 1 


2 




0 0000 
0 0000 
° 0000 





































































3 


システムト川ク （1-183)1 

146 POP シュトクカンカク I 

N 0.二 ■ 1 

3フン (0-60) I 



囚囚圖 


t ツト 



5 


POP タィマーの- 
己0分）を入力し、 

I セット j を巧す 


t ツト 


た,ル 



設定を選択し、 

L セット I を巧す 


8 


oipjo L<3 〇 


Doaoo 〇〇〇 
)0000 〇〇〇 
30000 00 


〇 〇 

0 0 0 ©¢ 
〇〇〇 
〇〇〇 
〇〇〇 


ストップ 


◎ 


待機状態に戻ります 


149 POP I ラ-トルサクシ''ョ 
1:ナシ 



( お知らけ) 2. シャットダウンモードをご利用になりますと POP による自動受信びできなくなります。シャット 

- ダウンモードへの切替えをしないよラにしてください。本体菅理編取扱説明書：ファンク 

シヨン設をモード（巧通機能：キーオペレーター専用）の r 節電モード選択」を参照<ださい。） 


0 



インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(基本編】 
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M L インターネット FAX / E メール【基本編) 


LAN を使って受信する 


■ POP による自動受信 

システム登録の「146 POP 取得間隔」び 
「0分」 LU 外で、「147 POP 自動受信」び、 
「アリ」 の場合已3ぺージ）、「146 
POP 取得間隔」で指定された時間間隔で 
POP サーバーに 受信メールのあり無しを問い 
合わせ、ある場合は自動受信し、プリントし 
よ9 〇 



■ POP による手動受信 


システム登録の「147 POP 自動 

受信」を「ナシ」に設定した場合 
(«^]已3ぺージ）は、手動で POP 
サーノ（一から受信でさます。 


□ Hadf 上に原稿び無 
し、ことを確認する 



( お知らせ^ 1.プ□グラムダイヤルの 「 POP 手動受信登録」にユーヴー名、パスワードを登録することで、 

- 自局設定し U 外のユーヴー名で POP 受信ずることびでをます。 ( B ^70 ページ） 






























スタート 



V 


「43-2 1サーバーに 受信 メールび 
ある場合は、件数を表示 
した後 メールを 受信し、 
プ I 」ントします。 


サーバーに 受信 メール 
I 4 b I がない場合は下のよラ 
-に 表示します。 




シ • ュ シン メール A アリマセン 


yyyy - MM - dd 17:15 

I 4 a -1 l 

1ケンメールカ'' トト''イテイマス1 

00% 

し ： m 

1 


3 


フ■■リントシテイマス 
メモリ-ファイルフ°リント 


1ケン メー ルカ。トト—'イテイマス 



システム登録の「146 POP 取得間隔」び 
0分の場合は自動で POP サーバーに受信 
メールのあり無しの問い合わせを行なわない 
ため自動受信はしません。この場合は、手動 
で POP 受信を行ってください。 



「147 POP 自動受信」び「ナシ」の場合、 

「14己 POP 取得間隔」で指定された時間間隔 
で POP サーバーに 受信 メールの あり無しを問 
い合わせ、ある場合は件数をディスプレイに表 
术し占す 0 



インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(基本編】 
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■ POP 受信キー（プ□グラムキー）の登録 


プ□グラムキー （ P ] 〜 
P 8) に POP サーバーの 
ユーヴー名、パスワードを 
登録して POP サーバーか 
日メールを受信することび 
でさます。 

(防お知日せ 1) 


田 



フアクス/ E ：><- ル 
阻!/区 1 J 


阳 


5 


POP ユーサ •ー メイ 


6 



例： "Panasonic" を人力し、 
I セット I 化巧します。 

(防12ぺージ） 


P0P/ 、 nx7-h'. 





例： " panal 23" を入力 
し 、 L わット」 を巧します。 


■ POP 受信キー（プ□グラムキー）での受信 


POP 受信キー（プ□グラ 
ムキー）を使って;欠の手 
順で受信します。 



□□□00000□日 
〇〇〇曰〇〇〇〇〇! 
0 □□ 0000000 ' 


フアクス/—ル 
ゾ反 / 区 I J- 眼 |- 


2 




ooaaaoaoooo 
00000 □□□□□□ 



例：两 


お失□らせ^ 1. セキユ1」テイの関係上必要なとさには、 POP パスワードを入力しなしで登録します。 POP 受 

- ' 信キー（プ□グラムキ ー) での受信時、パスワードを入力するよラに設をでさまず。 


M L インターネット FAX / E メール【基本編) 


プ□グラムキー 

















































































ストソプ 


◎ 


待機状態に戻ります 


POP パスワードびブラン 
クのときは、パスワード 
(10 巧まで）を入力し、 

L スタート I を巧す 


5 


サーパ' 一に新しい 
メールび無い場合は 
巧の表示をします 


シ•ュシンメール A アリマセン 


5 


サーバーに 受信 メールび 
ある場合は件数を表示し 
た後に メールを 受信し、 
プ I 」ントします 


または 


nn トル 


トト。がマス 


4 - 

フ。ロク''ラム [P ] 

フ°ロク''ラムホ‘タンヲオス 



例：厅 T 1 


フ。ロク''ラム [P ] 

フ’ロク''ラムホ''タンヲオス 


フ。ロク''ラム (1-5) 

A '' ンコ''ウヲイレルパ/\ V 八 


メ-ルサクシ''ヨ 

No .=2| 

1 : M 2:イイエ 



設定を選択する 

① ：受信後ヴーパ'—からメー 

② ：サーパ'ーヘメールを残す 


POP シ•ュシンユ-サ‘-イイ 
pgnssonic 


7 


3 





削 

レ 


インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(基本編】 
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ファクス応用編 


(メールボックス） 



本機は親展受付機として機能し、メールボック 
スを設定でさます。本機ちしくはパナソニック 
互換機か日、親展送信用のメールボックスへ4 
巧のノ（スワードを付けて原稿を蓄積、もしくは 
送信することびでさます。親展パスワードを 
巧っている特定の相手は、親展ポー U ング受信 
を使ってメールボックスか日親展文書を取り出 
すことびでさます。受信側はパスワードを入力 
しない限り原稿を取出すことびできないので、 
情報び第吉ちへ漏れるむ配びありません。 



B 扣 


親展バスワード 
(4 巧）で原稿蓄積 





親展パスワード （4 析) 


例： 2233 


親展パスワードをミ日日ないと親展文書を取り出 
せません。 

( Panasonic 互換機でご利用になれます） 
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スタート 



送信相手に親展パス 
ワードを巧らせます 



t ット 

mm 



1 • 

シンテンツウシン （1-5)1 

ンつ''ウヲイレル7夕 A V 八 1 




’h 

I 



アテサキ？イレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 


宛先を指定する 
. ワンタッチ/短縮ダイ 
ヤル 

• アドレス帳検索ダイヤ 
ル 

• 直接ダイヤル 

(防20ページ） 


シンテンパシン 

シンテン/、•ン〕•ウ=2233 



6 


】 ◎ 

)0000 
- 0000 
)0000 


































































スタート 



5 


アテサキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 


宛先を指定する 
• ワンタッチ/短縮ダイヤル 
• アドレス帳検索ダイヤル 
• 直接ダイヤル 

(防20ページ） 


固 


■ 親展ポーリング受信 

親展受付機のメールボック 
スに親展文書を受信した知 
b せび入った5、なの手順 
で親展文書を取出すことび 
でさます。 


1 


〇 0 の 


1 ピ Iaaaaaaaoa 白 
u n m oooQooooo 


フ アクス /E ソール 



■ メールボックスへ親展文書を受信する 

特別な設定は必要ありません。通常のファクス通信と同じよラに親展文書を受信することびできます。親 
展文書を受信したとさは、ディスプレイに次のよラに表示され、親展受付レポートびプリントされます。 


シンテンファイルカ'' アリマス 


( お知 b せ ) 1.親展ポーリング受信された後、文書はメールボックスから自動的に消去されます。 

2. 同じパスワードををつ2つの親展文書を同時に受信した場合、2つの親展文書は同じメール 
ボックス内 I こ保存されます。 

3. この機能をお使いになるとさは、オプションのメモ I 」ーカードを装着することをおすすめします。 
(防] 8己ぺージ） 




ファクス応用編 


(メールボックス） 
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親展パスワード 
(4 お）を入力し 
L セツ> I を押す 


例： 2 2 3 3 



シンテンホ。-リンク'、シ、、ュシン 
シンテン/、''ン〕。ゥ=1111 


シンテンッウシン （1-5) 1 

/、''ン〕''ウヲイレル 7 夕/、 V 八 I 



親展受付レポートサンプル 


3 


r ** - シンテンウケツケレホ。-卜- 
シンテンシ''ュシンヲウケツケ 7' パ* 


(1) (2) 

ファイル N 0.アイテサキ 1 D 


040 


PANAFAX 


^ UF -9000* 


(3) 

マイスウ 
001 

-/、。ナソニック 

- HEAD OFFICE 


yyy y - MM-dd 


(4) 

ウけケシ''コク 

MM-dd 15:00 


15:00 


201555121 2- 


レポート内容説明 

(1) ファイル番号 

(2) 相手先の ID 

(3) 受信したページ数 

(4) 受信した日付と時間 


00] 〜999 
文字 ID または数字 ID 






お知らせ 


4. メモ|」一には最大 10 個までの親展文書を保存巧能です。最大] 0 個の異なる親展ノ くスワー 
ドを使用し親展文書を受信でをます。 

已.メモ U - びいつは°いになると、親展通信でさません。 

日.受信されている親展文書は、予約レポートをプリントすることでお認できまず。 

(防98ページ） 



5 
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親展パスワード 
(4 巧）を入力し、 
I セット I を巧す 
例： 2 2 3 3 




親展文書をプ I 」ントします 




■ 親展文書の蓄積 

親展文書を本機の 
メール ボックスへ蓄 
積します。蓄積した 
文書は他のファクス 
からポー I 」ング受信 
でさます。 


■ 親展文書のプリント 

本機のメールボック 
スへ蓄積された親展 
文書を、なの手順で 
プ I 」ントでさます。 




ファクス応用編 


(メールボックス） 


C お知らせ）1.親展文書はポー U ンヴで取り出された後、メールボックスから自動的に消去されます。親展文 
書をポー U ング後も消去されないよラにするには、システム登録の「42親展ファイル巧を」 
を「アリ」に設定します。已2ぺージ） 

















































































親展パスワード 
(4 巧）を入力し、 
L セツ I を巧す 




口 


t ツト 


例： 2 2 3 3 


シンテン‘巧シン （1-5) 

/\。ンコ•ウヲイレル 7 夕/、 V 八 


3 


* チクセキシテイマス* N 0.002 

マイスウ=00101% 


原稿び蓄積されます。受信する方 
へ親展文書びあることを知日せ、 
親展パスワードを連絡します。 



4 


シンテンッれン （1-5) 

/、•ン〕''ウヲイレル 7 か、 V 八 


シンテンフ°リント I 

シンテン/、'‘ン〕'’ウ=1111 


3 


5 


4 


6 


- 


7 


5 




0 





み . A の 












































































2 



① 


② ③ 


親展文書の消去 

メモ I 」一びいっぱいに 
なったとさ、または親 
展文書を消去したいと 
きは、なの手順でメー 
ルボックス内の] つ 
または全ての親展文書 
を消去することびでさ 
占9 〇 

パスワードによって] 
つずつファイルを消去 
する方法と、メモリー 
内のファイル全てを一 
括消去する2つの方 
法びあります。 


親展パスワードを使って消去する場合 

m 



フアクス / E ソール 
任田/因 J- 眠- 


回 


* ショウキョシテイマス* 

シンテンハ''ンコ''ウ=2233 




ファクス応用編 


(メールボックス） 


親展文書を全て消去ずる場合 



5 


スへ‘’テノシンテンヲショウキョ 
シマスカ？1 : M 2:イイ I 



の 


6 


ショウキョシテイマス 
スへ''テノシンテン 


フアンクシヨン 


かル 


の以口 
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tz ' ル 


5 


シンテンツウシン （1-5) 

I 4 

シンテンショウキョ I 

ンコ•ウヲイレル7夕 " V 八 

I • 

シンテン/、•ンコ•ウ= ■■■■ 


親展パスワード 
(4 衍）を入力し、 
I セット I を巧す 
例： 2233 


シンテンツウシン (1-5)1 

4 

シンテンショウキョ 1 

/、•ン〕•ウヲルルマか、 V 八 1 


シンテン/、''ン〕•ウ= ■■■■ 




9か A み 



































































サブアドレスパスワード 
(20 衍まで）を入力し、 
L セット I を巧す 


F コード（サブアドレス）送信 

回 




□□□□□□□〇〇曰 
000 □□□□□□< 
、〇 □□□□□□00(3 


フアクレ 
リ田/因）卜脚- 


5 


スワ-卜''ヲイレテクタ”サイ 


F コード（サブアドレス）送信（直接ダイヤル） 

回 




フアクス/ル 

f 順 / 囚 ]- 、眠 '- 


ネットワーク設定例 


F コード送信 
電話番号： 
2013331234 
F ]- ド=2222 


F □-ド送信 
電話番号： 
2013331234 
F 〕ー ド=0001 



拡張ネットワーク 


かのホ抱機 



Tel Nn. 

FxT. Nn. 


- 

2222 


- 

3333 


201-333-1234 

1111 



G3/lnternet G3 fax G3 fax 
: ax 


ルーテイング表 

アドレス帳 

電話番号/ 

Fx —ルアドレス 

サブアドレス 

G 3 Fax 
No . 日 0] 

2222 

2222 

白3 Fax 

Nn nnp 

3333 

3333 

Mail Bob 

目 ob @ 
Dana.com 

0001 


■LAN 


Bob 

ん 


Dave 


John 




眠 


ファクス応用編 


ド通信（サブアドレス通信) 


当社機じ(外のファクスをお使いの相手とち、サブアドレスを使って機密事項を保持した通信を行えます。 

• F コード通信は、 ITU - T の T 30 ( SUB ) 機能を持っているファクスであれば、相手機種を限定しないで 
F つード通•(言びでさホオ 

• F コード通信をするには、メモ U - 機能を持つ F コードセンター機び必要になります。 

また、サブアドレスを使ったルーティングびできます。一般回線のファクスから受信した文書を、 LAN 上のパソ 
コンまたはインターネットファクスヘメール送信、または別の一般回線のファクスへ送信することびできます。 
詳細はサービス実施会社へお問い合わせください。 


( お知らせ J 1 . I F コード I を巧すことで電話き号と F 〕ード（サブアドレス）を分ける。 S ’’び表示されます。 

2. F コード（サブアドレス）通信は、オンフックダイヤル、オフフックダイヤルではお使いになれ 
ません。 

醉24ページ） 





















































































































































サブアドレス （20 巧£4 
まで）を入力し、 ■ 
L セツりを巧す 




30000 〇〇〇 
icDooa 〇〇〇 
130000 〇〇 


アテサキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 


宛先を指定する 
. ワンタッチ/短縮ダイヤル 
• アドレス帳検索ダイヤル 
• 直接ダイヤル 

(防20ページ） 



〇 〇 〇 ◎ ◎ 



F コード（サブア 
ドレス）を付加し、 
原稿を送ります。 


スター ト 


か 


4 サフ''アト‘レスヲイレテクタ''サイ 



電話番号 P 与で F コード 


(サブアドレス) 


電話番号を入力し 、 I F コード I を巧し 
F コード（サブアドレス）に0巧まで) 
を入力する 

m : 55512341 FD-K 12762 


TEL N 0. 

で5551234 S 2762 


4 


ファクス応用編 


5 


° 0000 





tSit 
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F コード I を巧し 

F コード（サブアドレス） 

に〇析まで）を巧す 

巧!！： 已已已] 234 U = つード 127己2 


眠 


ファクス応用編 


ド通信（サブアドレス通信) 


F コード（サブアドレス）をアドレス帳に登録する 

回 



フアクス / E ソール 
[®7 囚】 - 、順 '- 



フアンクシヨン 


電話番号を入力し、 


5 


6 


<01> I 

<01> I 




テ.、ンヮ/、'、ン〕。ゥニュゥリョク 1 


で5551234 S 2762 I 
























































F コード（サブアドレ 
ス）を登録したワンタツ 
チ/短縮ダイヤルを使つ 
て送信できます。 



宛先名を入力する 
(防] 2ページ） 


□□□□□□□□□□〇 □□□ 
aoaraoocDooo 000 
oaod-baooooa 〇〇 


<01 > ナ71ニユウリヨク < カナ！ 

<01> A 。ナソこック ■ <カナ1 

な5551234 S 2762 1 

で5551234 S 2762 | 


3 

1:ワンタッチトウロク 

I の 

ワンタッチ< > 1 


2:タンシュクトウ□ク 

I 

ワンタッチヲオシテクタ'’サイ 1 


① ：ワンタッチ 

② :短縮ダイヤル 

例：① 



oaaoaoooaoo □□□ 
〇 □□ 巧 OCDQOOa 〇〇〇 

oaaq-poooaaa 00 


回 


例 ： IQOIJ 


7 


8 




ファクス応用編 
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师 L ファクス応用編 



•- 


AAA 


■ パスワード送信の設定 

圧） 回 


BBB 



oaaooooood 

aoocDooooo 

□ □□OGDCDOCDOd 



パスワード 

1234 


ご . _之（スワード 

くパスワードー致 > "34 

、ぶ 


フアクス/ E ：>< —ル 

f / KTi 1 、ロロ 



パスワード設定なし 


I 


フアンクシヨニ 
〇 

‘の 

の 

かソト 

a 




⑦ 


② 


5 


43 "°スワ-卜•ソウシン 
1:オフ 12341 


①：オフ（パスワードチェックをしない) 
風オン（パスワードチェックをする） 


■ パスワード受信の設定 

互 回 



□□□ oaooao 日 
000000 □□□( 
<0000000003 


フアクス / E イール 

リ日/因 ）- 阳- 



5 


44 /、。スワ-卜'、 

シ。ュシン1 

1:オフ 

12341 


① ：オフ（パスワードチェックをしない） 

② ：オン（パスワードチェックをする） 


( お知とせ ) 1.送信ごとに I ファクス / E メール（"ファクスランプ点な "）I I ファンクシヨ3 ⑧④ 

I セッ M (パスワード送信）を使ラと、設定を送信ごとに変更でさます。 


パスワード通イ 




84 











































































たツト 

4析の受信パスワー Ka 
ドを入力し、 

IセットI を巧す 
例：] 234 


例：] 234 


44 /、。スワ-卜 


’ュシン 

1111 


4巧の送信パスワー 
ドを入力し、 

L わッ>Iを巧す 


t ット 





システムトウ□ク (1-183) 

NO'=l 


5 


3 



3 


システムトウ□ク (1-183) 1 

4 

43 / s ’ スワ-卜•ソウシン 1 

NO .= l 1 


1111 1 




〔お知らせ J 2.送信/受信パスワード変到こは、手順4で りで予马 を巧し、新しぃパスワードを入力してく 

ださい。 



5 


° 0000 
° 0000 






フアクス応用編 
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师 L ファクス応用編 


パスワード通イ 


■ パスワード送信設定の一時変更 


パスワード送信の一時 
解除、一時設定を行い 
たい場合、次の手順で 
1回の送信に限り、 
設定を変更でさます。 




54 iq 

ooooooaaoc 
oaaaaaaooi 
000000000 C 


フアクス / E ベル 
阻 !/ 区！、 - 、阻 '- 



アテサキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ00% 



宛先を指定する 
• ワンタッチ/短縮ダイヤル 
• アドレス帳検索ダイヤル 
• 直接ダイヤル 

(防20ページ） 


■ パスワード受信の設定/変更 

84ぺージの手順にしたびって一度設定すると、追加操作の必要はありません。「オフ」または「オン」 
のパラメーターは、受信ごとに選択できません。切替えるには、設定を変更してください。 


86 
































6 



Doaao aao 

の〇〇〇 000 

Doaao oo 



① ：オフ（パスワードチェックをしない) 

② ：オン（パスワードチェックをする） 


スタート 




3 〇 Q ； ’ 

約 

コ〇 000 
0000 f 

Doooa 

'poc 

瞒 

®A 



フアンクシヨン 



回_ 主/ —一。化 , ——„ [4 


アテサキヲイレテクタ'’サイ 

1 

/、。スワ-卜'.ソウシン=オフ 1 

スタ-トヲオシテクタ'’サイ00% 

1 一 

1:オフ2:オン I 


◎- 

。 ◎ I 

巧0000 

0 0000 

0 0000 


一 



ファクスな用編 
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フアンクシヨン 


〇 


① 


メモリー受信の設定 







2 



ソアソ^/ヒソール 
(^眠^囚限 - 


フアンクシヨ: 

〇, 

成 

の 

t ット 

a 


■ メモリー受信のプリント 

y モリー受信をしたときは、なのメッセージびデイスプレイに表示されます。 


〇 〇 CC 

0 


' 1 oaooooaaa だ 

、□□〇〇〇〇〇〇〇日 

フアクス/-ル 


メモリ-シ''ュシンサレテイマス 
< メモリ-シ''ュシン> 


だ间^フ 7 クス応用 


この機能は、受信したすべて 
の原稿をメモ U —に蓄積して^ 
保をします。メモ U —受信し。」 
た原稿を印刷するにはパス 
ワードの入力び必要です。休 
曰や夜間にち!信した原稿を、 

あとでまとめてプ I 」ントする 
ことびでさます。 


メモリー受信パスワードの設定 

区 



I □□□□□□□〇〇日 
000000〇〇〇( 
kooaooaoaoca 


フアクス / E ベール 

く E 日/囚,-£ 


.阻 


aaa じ 


bbb じ 


CCC じ 

• • • 








5 


37 メモリ-シ''ュシン 


1234 


お知らせ 


1. ><モリーがいっぱいになると、受信を中止し通信を終了します。それが前に><モリーに蓄積さ 
れた原稿は、プ U ントできます。メモ U —がいっぱいの場合は受信できません。 

2. この機能をお使いになるときは、オプションの_><モリーカードを装着することをおすすめします。 
(臨] 8目ぺージ） 

3. パスワードを設定しない場合は、プ U ントするときにパスワード入力が必要ありません。手順4 
で L セツ M を押ずことでプ I 」ントされます。 


メモリー受 



















































































































t 、 ソト 


4 おのメモリー受信 ___ 

パスワードを入力し、匡^_ 

I セッ h I を巧す メモ U - 受信のプ U 
例：] 234 ントび開始されます。 


口 


かソト 

mm 

お知らせ 3) 



旺 


ハ。スワ 


こュウリヨ ク 


1111 


た、ル 


3 



メモリ-シ''ュシン = 
1:オフ2:オン3: 

フ。リント I 
フ。リント I 


ご0 □□□ 〇□わ 

r 日 aao aaa k 
boooo aa '' 

〇 〇み0 
〇 〇 〇 ◎ ◎ 

、ぉ S 到 


5 


けトシ‘ュシン=オン 
1:オフ2:オン3:フ。リント 


システムトウ□ク (1-183)1 


37 メモリ-シ''ュシン 1 

NO .= l 1 


1111 1 


^3 1^1 口 

お知日せ 4) 


4おのメモ U —ち信ノ（スワードを 
入力する 
例： 1234 


回 


メモ IJ - シ‘’ユシン=オフ 


4 

メモリ-シ''ユシン=オン 


b 

yyyy - MM-dd 15:00 I 

1:オフ2:オン3:フ。リント 

1 

1:ォフ2:ォン3:フ。リント 

I 

< メモリ- Y か〉 I 


巧ミ日らけ^ 4.メモリー受信を設定しているとをは、パスワードを変更ずることはでさません。パスワード 

- ' をを要するとさは、まずメモリー受信の設をを「オフ」にしてから、システム登録の「37 

メモリー受信」でパスワードを変更してください。 （0^ 1已2ぺージ） 




i t i 9 
09At 




























































































フアンつシヨ:: 
〇 

の 

の 

かル 

a 


■ 概要 

アドレス帳に登録されているダイヤル番号の下4巧と、巧手か日送日れてきた ID 番号の下4巧を照合 
し、一致したときだけ受信します。 

. あ日かじめ、セレクト受信する宛先を登録しておいてください。 （ e ^142 ぺージ） 

• 巧手の ID 番号には、電話番号を登録してち日ってください。 



■セレクト受信の設定 


5 


2 


( お知らせ)1.セレクト受信び設定されているときは、本機のアドレス帳（ワンタッチ、短縮ダイヤル）に登 
録されている宛先からのみ受信できます。け目手びのま号を送ってこない場合 （ ID ま号を 
登録していない、登録でをないなど）は、受信でさません。） 


£0 L ファクス応用編 


セレクト受 f 


0 



90 



























































システムトウ□ク （1-183)1 


46セレクトシ''ュシン 1 

NO . = l 1 


1:ナシ I 


C お知らせ J 2 .本機からファクス送信するとき、巧手受信機びセレクト受信を設をしている場合もありますの 

で、本機の数字のを登録しておいてください。 （0^1 38ページ） 
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m 



ファクス応用編 


ユーザー 別管理 


■ 概要 

送信時にユーヴーコード （8 巧まで）を入力します。選択したユーヴー別管理名は、送信原稿の発信元、 
通信結まレポート、通信管理レポートヘプリントされます。ユーヴー別管理を設定しているとさ、通信管 
理レポートはユーヴー別管理番号 （1 -已 □) で分類されてプ U ントされます。 


■ ユーザー別管理の設定 




ユーヴー別管理名で 
プリント 


_ 77 ユ-サへ—'ツカンり 

4 1:ナシ 



aaa 


受信 





を]|~ュ-サイイヲイレテクタ''サイ<カナ 
12 1 



ユーヴー別管理名を入力し、 I セット I を巧す 
に已文きまで）（防] 2ぺージ） 


例： パナソニック 


( おミ Db せ)1.ユーヴー別管理リストは、システム登録 U ストをプ U ントして確認できます。 

システム登録の「77 ユーザー別 管理」をあ5かじめ 「ァ U 」 に設定する必要びあります。 
(防1已 2' 17己ページ） 








































































ご □□□□ 
の000 
30000 


巧巧 


◎ ◎ 
〇 


3 


システムトウ□ク （1-183) 

N 0.= l 


7 


ストツプ 



ューヴ ーコー ド 
(8 巧まで）を入力し 
I セット I を巧す 
巧!!：] 234已巨78 


た、 ル 



フアンクシヨン 


合は、手順の日，7を行なう。待機状 
態に戻るには I ストップ I を巧す 


) 


4 



ユ-サ ' -へ' ツカンり (1-50) 

/ r ンつ'—ウヲイレルマタ A V 八 





BiK 

。。か。 

お或 888®o 

〇 



ユーヴー別管理番号直:^ 
(1 -已 □) を入力し、 

I セット I を J 甲す 
例：12 


マ 


6 


7 

ュ-サ‘ 卜''ヲイレテクタ‘’サイ1 

8 

ュ-サメイヲイレテクタ‘'サイ < カナ！ 


12 1 1 


13 1 



続けてユーヴー別管理の登録をする場 


2 


5 




° 0000 
口 0000 

0 000C 


一 






































































































システムトウロク (1-183) 

NO . = l 


■ ユーザー別管理の変更/消去 

圧！ 回區 


6 


クリァ_ 


ユ-サメイヲイレテクタ‘'サイ < カナ 

I 7 

ュ-サ卜''ヲイレテクタ''サイ 

I 过 

ユ-サメイヲイレテクタ''サイ < カナ！ 

12ハ。ナソニック 

I 

12 ( 設を’;きコード） 

I 

13 1 1 


つ、巧一 



続けてユーヴー別管理の変更/ 
消去をするには手順日から7を 
行ないます。待機状態に戻るに 
は区トップIを巧す 


I クリア を巧し、新たな名称を 

入力し、 I セット I を巧す 
(2 已文字まで）（防] 2ページ） 

例： PANAFAX 


I クリアー I を巧し、新たな 
ユーヴーコードを入力し、 

I セット I を巧す 

巧!!：] 234已己78 


ユーヴー別管理を消去するとさ 
は、巧ロアー]を巧したあと、 


セット I を巧し、手順8へ進む。 


ユーザー別管理を使って送信する 


m 



井 !! IjiL 石 

'〇曰 a 己〇己〇〇〇〇 

000000000(3 


ファク; 1/E ベール 

リ田/因 ）- 阻- 



口 J 宛先を指定する 

• ワンタッチ/短縮ダイヤル 
• アドレス帳検索ダイヤル 
• 直接ダイヤル 


例： IQ011 (ワンタッチ） 


6 


130000 □□□ 

) 曰00 □ 000 

Doaao 〇〇 


〇 〇 . 〇 

〇 〇 〇 ◎ ◎ 
〇 〇 〇 
〇 〇 〇 
〇 〇 〇 



送信原稿の発信元にユーヴー別 
管理名び入り送信されます。 
ユーヴー別管理名は通信結果レ 
ポート、通信管理レポートでプ 
I」ントされます。 


师 L ファクス応用編 


ユーザー 別管理 






































































































































■ 


スタート 




ユーヴーコード 
(8 巧まで）を入力 
する 

巧!!：] 234已巨78 


6 


6 


変更または消去するユーヴー別管 
理番号 （1 -已のを巧し 、 I セット I 
を巧す 

例：12 I セット I 


<01>( 宛先名） 

5551234 

I 

5 

ュ-サ卜''ヲイレテクタ、'サイ1 

' 1 





- 0000 

0 0000 

0 ooookl. 




アクス応用編 


95 























































ファクス応用編 


ユーザー 別管理 


■ ユーザー別管理のプリント 


ユーザー別管理（送信）レポートサンプル 



NO . 

ケッカ 

マイスウ 

ファイル 

州シン'/カン 

モ-卜、、 

アイ巧キ （ ID/TEL N 0.; 

I ヒ ' r ヶ 

シ'コク 

ツウシン： I-r 

01 

OK 


005 

00:05:13 

ソかン 

巧 5551234 

MM-dd 

15:10 

COO 44903 COOOO 

21 

OK 

021 /0 21 

019 

00:10:15 

テンソウ 

FAX FORWARD 

MM-dd 

18:10 

COO 44903 COOOO 


(6) (7) 

ケ '' ンコウマイスウ= 0 00026ツウシンシ''カン= 00:1 5:28 


02: Panafax Service 


NO . 

ケッカ 

マイスウ 

ファイル 

州シン'/カン 

モ-卜、、 

アイけキ （ ID/TEL N 0.) 

I ヒッ.ヶ 

シ'つク 

ツウシン：!-卜 

19 

OK 

001 /001 

017 

00:00:13 

ソウシン 

な5551234 

MM-dd 

10:10 

C 00 44903 COOOO 

30 

OK 

011/011 

045 

00:08:15 

ソウシン 

SERVICE DEPT . 

MM-dd 

13:10 

COO 44903 COOOO 


ケ。ンコウマイスウ= 0 00012ツウシンシ。カン= 00:08:28 

ナソニック - 

*** UF -90 0 0* ************* *********** -HEAD OFF ICE - ********* - 2015551 212 - 


ユーザー別管理（受信）レポートサンプル 

*************** 2- f へ”ツカンリセッテイレホ。-卜- ******************* yyyy _ MM-dd ********** 15：00 *** P .02 

(1) (2) 

シ '' ュシン 

MM-dd カラ MM-dd 


(3 バ ンコウマイスウ= 0 00011ツウシンシ、カン= 00:13:41 


NO . 

ケッカ 

マイスウ 

ファイル 

ツウシンシ''カン 

トト'' 

アイテサキ ( ID/TEL N 0.) 

ヒッ、、ヶ 

シ”コク 

ツウシントト、、 

55 

OK 

005 


00:05:13 

シ''ュシン 

4445678 

MM-dd 

12:10 

C 00 44903 COOOO 

56 

OK 

0 05/005 020 

00:08:15 

PTX 

111222 333 

MM-dd 

19:15 

COO 44903 COOOO 

70 

OK 

001 

017 

00:00:13 

シ''ュシン 

44己67345 

MM-dd 

10:10 

COO 44903 COOOO 


UF - 9000 


- !\。ナソニック 

-HEAD OFFICE 


201555 1 212 - 








'□oooooaoac 

ooaooaoooc 


ファク 3/ E ソ■ル 

阻/因） -、 阻'- 



フアンクシ 3 ン 


3 


① ：通信管理のプリント 

② ：通信管理の画面表示 

例：① 


ツウシンカンり力たン 

I 四 

* フ°リントシテイマス* I 

1:フ。リント2:力‘’ メンヒョウシ'、 

I 

ツウシンカンりレホ° -卜 I 


内容説明 

(1) プ U ントした日付 

(2) プ U ント時刻 

(3) 原稿枚数-送受信時間 

(4) ユーヴー別管理番号 
(已）ユーヴー別管理名 

(6) 送受信した枚数 

(7) 通信時間 


2 



31 



m 


アクス応用編 


97 




























レポートのプリントまたは画面表示 


巧の手順でプ U ントまたは [3] 
画面表示を行ないます。 





2 


oooooaaoaa 

00000 ooaoi 
ooaaaoaaaG 


フアクス / E 夕 1 ■ル 
取/因阻^ 



フアンクシヨン 


予約レポートサンプル 


***** 

* * * * * * * * * * -I ヤ/?レ木。 

-卜つ。 II ント- ** *** ** 

♦女女 ♦♦ 女* ♦ 女* ♦ 

*** ** yyyy- M M 

川 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(目） 

ファイル 

ッゥシンタィフ。 

サ外イ '/ コク 

3 ヤクシ，〕ク 

マイスウ 

アテサキ 

No. 






001 

ホ°-リンク'' ソウシン 

MM-dd 13:20 


001 


002 

メモリ-タイ7-ソウシン 

MM-dd 13:20 

22:30 

003 

[011] 


15:00 


'UF-9000* 


-/、。ナソニック 

-HEAD OFFICE 


201555 1212- 


内容説明 

(1) ファイルナンバー 

(2) 通信タイプ 

(3) 作成時刻 

(4) 予約時刻 

(5) 枚数 

(6) 宛先 


実行中のファイルには、ファイルナンバーの左に"*"び印刷されます。 
ポ ー U ング送信、ポ ー U ング受信、メモリー送信などの通信種別 
ファイルの作成時刻 

ファイルびタイマー通信の場合は、この欄に予約時刻び印刷されます。 
蓄積枚数 

短縮ダイヤ;レ番号/ワンタツチ番号/直接ダイヤ;レ番号 


だ间、ファクス応用編 


通信予約の確認 


概要 

タイマー通信などの通信予約を確認/消'去でさます。通信予約の内容をディスプレイに表おさせて確認で 
さます。また、通信予約をレポートにしてプ U ントすることちでさます。 
















































3 


[4 a ] 予約レポートプリント 


ツウシンヨヤクカクニン 1 

1 :フ。ぃ卜 2: 力‘’メンヒョゥシ 1 • ■一 

*フ。リントシテイマス* 1 

ヨヤクレホ/ -トフ°リント 1 

①：予約 レポー トプリント 


②： 画面表术 ■ 

■ 


■ 

: 4 b 1 

画面表示 

■ 

ナイヨウ A V 八 ホ。タンテ。 1 

♦暑 

ヵクニンシテクタ、’サィ 1 



ディスプレイの表示例 



アクスな用編 


99 


























































通信予約の消去 


予約した通信の 
内容を消去でさ 
よ9 〇 



2 


フアクス/—ル 
し阻/図） I - 阳- 



フアツクシヨン [ 


I ク U ァ ー I を巧し、変更する送信時 
刻を入力し 、 I 七ッ H を巧す 

巧!！： 0己00 (6:00 am ) 

(防お巧日せ]、 2) 


2 



フアンクシ3ン 


〇 


① 



タイマー送信 
やタイ 7- 
ポー I 」ング受 
信で予約した 
宛先や時刻を 
変更でさます。 


5 


ファイルショウキョ N 0.001? 1 ~~ 

* ショウキョシテイマス* 1 

1 : M 2:ィィ I 1 

ファイル N 0.=001 I 



おミロと)せ^ 1.送信中または再ダイヤル待機中は、ファイル内の送信時刻と宛射まを要できません。 

2. タイマー通信ファイルでない場合、ディスプレイに L ソ下のメッセージび表示されます。 


タイマ-ツウシンセット？ 
1 : M 2:イイエ 


タイマー通信にファイルの形式を変更する場合は「1:八イ」を選んでください。 


I 応用編 


ファク三 


巳] 


〇の 





aoaooooaad 
00 □□□□□□□( 
□ □□□OCDOCDOC 


フアクス/ E ^- ル 

リ田/囚)-、限'- 


5 



タイマ-ソウシン 
ヨャクシ。〕ク 

22:30 




•。をで撤 


通信予約の確認 



° 0000 
° 0000 




100 

































































































DOOOO 00 □ 
)□□□□ □□□ 
二)0000 00 



または 


ファイル番号を巧す、ち 
しくはスク □ー ルする 

例：⑩⑩① 




消去を行な うなのつアイ )レ番号 
を入力する、または待機状態に 
戻るにはをトップ I を巧す 


全ファイルを消去 
するとさは 

® 成® 

I セット I を巧す 



しくはスク□ールする 
例：⑩⑩① 

6 - 

~ TEL . N 0. 

が551234 


( おミ日らせ ) 3.a«i ラーファイルとして保存したファイルを編集する場合、を«予約時刻を設定しない 

- と、通信予約のを要手順 7 で L スタート 1 を押した後に、ディスプレイになのメッセージを 

お术します。 

ッゥシン I ラ-リトラィ？ i 

1:/、イ2:イイ I I 


再送信を行なラ場合は ri :八イ」を逞んでください。 



g 0キーを巧して変更する宛 
先を指定する 

消去するとさは I ク U ァ ー I を巧す 
または、新たな宛先を追加する 



お知日せ 3) 


スタート 


3 


ファイル N 0.マか、 V 八 1 

I4al 

ファイル N 0. 7夕/、 V 八 1 

ファイル NO . = lll 1 


ファイル N 0.=001 I 


5 



5 _ 



フアクスな用編 
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■ 指定通信予約ファイルのプリント 

通信予約をしている m 
ファイルをプリント 
するには、なの手順 
でおこないます。 


フアクス / E イール 




だ间、ファクス応用編 


通信予約の確認 


フアンクシヨこ 
, 〇 

也 

の 

t ツト 

a 



* チクセキシテイマス* NO.OOll 

マイスウ=00210%1 


i 加する 

田 



2 


5 


ファイル N 0.マタ/、 V 八 
ファイル N 0.=001 


6 


お知らけ)1.送信中のファイルをプ U ントずることはできません。 

- ^2. 送信中あるいは再ダイヤル待機中のファイルに原稿を追加することはできません。 



:?〇ノ 
巧0000 
ミ000 
0 00001 



0 


を 

芦巧 




ア 

フ 


るをのす 
い稿次ま 
て原、い 
しこホな 

を内にこ 
約ルるお 
予イすで 
言ア加眞 
風フ追ち 
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または 


ファイル番号を巧す、ち 
しくはスク□ールする 

例：⑩⑩① 



ファイル番号を巧す、ち 
しくはスク□ールする 

例：⑩⑩① 


3 



フアンクシヨン 




5 


ファイル N 0.マか、 V 八 
ファイル N 0.=001 


3 



A 


ファイル N 0.マタハ VA 




ファイル N 0.= Ill 
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g 田、ファクス応用編 


未達宛先再通信の指定 

話し中や、相手先の応答びな 
かったため未通信となった場合 
に、蓄積された原稿は、最後に 
再ダイヤルした後にメモ U —か 
ら消去されます。 

送信されなかった場合 
を保をするとさは、シ 

録の「31通信 エラー 
セー刀を r アリ」に！ 

ください。 

( 防] 已 2 ページ） 

( お知日せ 2) 

送信されなかったファ 
通信するには、ファイ 
確認び必要です。通信 
認で行なってください 




C お知らせ） ]' 


ステム登 

ファイル 

g 要して 


フアクス/ E _ y —ル 

眠/囚順- 


フアンクシ3ン 


① 


の （D 


② 


t ツト 

a 

通 


ル番号の 
;予約の確 


I 。 


* チクセキシテイマス 
( 宛ホ名） 


N 0.001 


6 


* 夕‘イヤルシテイマス* N 0.001 
( 宛先名） 


システム登録の「31通信エラーファイルセーブ」を「ア山に設定した場合、送信されな 
かつたファイルはメモ U - に保存されます。メモ1」ーオーバーをさけるために、メモ1」一の P 
をこま剧こチェックしてください。この機旨薛ご利用になるときはオプションの増設メモリー 
力ードを装着することをお勧めします。 ( 0^18日ページ） 


2 



5 



通信予約の確認 



容 


104 









































ちしくはスク□ール 
する 

例：⑩⑩① 


4 


ファイル N 0. 7 タハ V 八 1 

ファイル N 0. マタ A V 八 1 

ファイル N 0.= Ill J 

ファイル N 0.=001 I 


3 


r お知らせ） 2.通信エラーとして保存されたファイルは、通信予約ファイルとして扱われまず。通信エラーファ 
- イルの内容確認や消去、再通信などは 98-105 ページを参照してください。 



ファクス応用編 


5 
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■ 中継通信について 

メモ U —機能を持つ中継局を使って、中継通信を指定することびでさます。 

• 中継通信をする場合は、本機を含むネットワークを構成する必要びあります。 

雜中継ネットワークを構成する場合は、サービス実施会社へご相談ください。 

中継同報指示について 

遠距離にある複数の宛先にファクスを送りたいとさ、中継局に送信すれば中継局は指定された宛先へ 
順;欠送信します。 

例： 東京から、大阪の中継局を経由して京都、ネ申戸、奈良へ送信します。 



■ 中継同報指示 

メモ U —機能を持った中継局を中むに中継ネット 
ワークを組んで、遠方にある複数の宛先へ]度に 
ファクスを送信できます。 

. システム登録の「104 中継情報」 を 「アリ」 
にしておいてください。 

• 「中継自局情報の登録」をしておいてください。 
(防]已巨ぺージ） 

• 中継局のダイヤル番号と中継情報をワンタッチ 
ダイヤルや短縮ダイヤルに登録しておいてくだ 
さい。（防] 08ぺージ） 

• 中継同報指示する宛先のダイヤル番号と中継情 
報を、ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録 
しておいてください。（^^]08ぺージ） 



( ぉをりせ ) 1 . 中継同報指示の指定を途中でやめるとさは 、 I ストップ I を押してください。 

2. 中継同報指示でをなかったときは、自動的に通信結果レポートびプリントされます。 
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中継同報指示を選ぶ 


アテサキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ’サイ 


回 


宛先を指定する 
• ワンタッチ/短縮ダイヤル 
• アドレス帳検索ダイヤル 
(防20ページ） 

(直接ダイヤルは指定でさません） 


スタート I を巧す。 

’原稿の読取りび始まり 
ます。 

’中継局へダイヤルし、 
原稿を送信します。 


" 夕''イ中ルシテイマス* N 0.001 
けサカシテン 


おミり!；：^け) 3.手順3で「ピピピ」と音び鳴ったときは、中継情報の登録びされていません。 

- ソ 4.手順4で「ピピピ」と音び鳴り’’パラメータガミトウ□クデス"び表示されたときは、 

指定した宛先に中継情報び登録されていません。中継情報を登録して< ださい。 



-3 
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電話番号（已2巧まで）を入力し、 
I セット I を巧ろ 

巧!!： 已已已] 23427己2 


宛名名称 （1 已文字まで）を入力し、 
I セット I を巧す 


(防] 2ページ） 
例： パナソニック 


10 


夕''イヤルホウホウ？ I 

1:タンタ'' 2:ナイセン3:チョクタ ''I 


中継親局からのダイヤル方法を選ぶ 

① ：中継親局に登録されている短縮ダイ 

ヤル番号を使ってダイヤルします。 

② ：中継親局の内線を使って、本機のア 

ドレス帳に登録されている中継指示 
の内線番号へダイヤルします。 

③ ：中継親局の外線を使って、本機の短 

縮ダイヤルに登録されている番号を 
ダイヤルします。（手順] 2へ進み 
ます） 


Ml 


タンタ' ' A ‘ 


'〕’ウトウ□ク 
(7 ケタ） 


または 


ナイセン/、'.ン〕.'ウトウロク 
I (7 ケタ） 




中継親局か日送信するダイヤル番号を 
指定し、を巧す。 

• 手順] 0で「タンダ」を選んだときは、 
中継親局に登録されている短縮ダイ 
ヤル番号を指定します。 

• 手順] 0で「ナイセン」を選んだとき 
は、中継親局か日ダイヤルする内線番 
号を指定します。 


中継通信の登録 


ワンタッチや短縮ダイヤルに「中 
継情報」などを登録することびで 
さます。中継情報を登録するとさ 
は、あらかじめシステム登録の 



「104中継 情報」を「ア U 」 じ 

しておいてください。 

(防]已3ぺージ） 



フアクス /E ソール 

リ日/図 ）- 阳- 



ファツクシヨン„ 

ののの 
① ② 


わソト 



5 


6 


7 


<01> 1 

<01 > ナマエニュウリヨク < カナ 

I 

チュウケイソウシントウロク？ 1 

テ、、 ンヮハ‘、ン〕、、ゥニュゥリョク 1 

55512342762 

I 

1:/、ィ2:ィィ I 1 
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ファクス応用編 
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一般回線のファクスか日受信した文書を、 LAN に接続した PC または、インターネットファクスに転送 
することびでさます。 

また、別の一般回線のファクスにち転送できます。 

転送先を 「 F コード」や送信機の「数字の」で指定でさます。 

ご利用でさるファクスに関して、ご不明な場合は、サービス実施会社にお問い合わせください。 
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■ DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol) 

DHCP といラのは、インターネットファクスとクライアントの PC に IP アドレスを自動的に割り当て 
るためのプロトコルです。インターネットファクスは DHCP を使ラとネットワークに接続する毎に自動 
的に固有の IP アドレスを取得でき、ネットワーク管理者の IP アドレス管理の手間び省けるよラになりま 
す。 

ネットワークに□グオンしたインターネットファクスに巧して DHCP サーバーびマスタ ー U ストか日遇 
んだ IP アドレスを割り当てます。 

本機においてじ(下のオプションを可能にするには、 DHCP は使わずに、ネットワーク管理窗こよって設定 
済の IP アドレスおよび環境設定を使ラ必要びあります。 

SMTP 受信 
LAN 中継送信 

ダイレクト SMTP ( ダイレクト IFAX (インターネット FAX ) 送信） 


I SMTP 認証 

世界規模の電モ的なインフラストラクチャーとしてインターネットび登場してじ(来、通信機器市場は飛躍 
的に伸びています。しかし、インターネットのセキュ U ティーを高める技術は、まだ確固としたものび出 
ていません。この理由はいくつかあります。 

1. インターネットメールはマルチホップ（雑多なプ□トコル、雑多なデバイス）の構造体であり、通信 
路をベースとしたセキュ I 」ティーは一般的に実現び困難。 

2. インターネットファクスの標準規格び推奨する独占的な技術はない。 

システムの改善と健全化の標準的なソ U ューシヨンとして今提供されているのは、暗号技術ベースの認証 
システムです。この認証技術は SASL (Simple Authentication and Security Layer ) のような認証 
機構に統合されています。 

インターネットのサービスプ□バイダー（侶 P ) は、多くび何日かの認証方式を採巧しています。 

本機び提供する認証オプシヨンは L ソ下の通りです。 

1 . SMTP 認証拡張サービス (SMTP AUTH ) — 接続時にユーヴー名とノ（スワードによる認証び行われる 
ため、特定ユーヴー L ソ外の送信や中継を防止でさる方法。 

2. APOP 認証サービス （ APOP ) — E メールの送受信に使われるパスワードを暗号化する方法。 

3. POP before SMTP — 送信前に指定した POP 3 サーバーにあらかじめアクセスさせることにより、 
SMTP サーノ（一の使用許可を与える方法。 


インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(応用編) 




M L インターネツト FAX / E メール【応用編) 


インターネット通信について 


■ LAN 中継同報（《 ^124 ぺージ） 

LAN に接続したインターネット FAX や PC から送信した E メールを、 LAN 中継同報機能を持ったイン 
ターネット FAX を経由して、一般回線に接続された複数のファクスへ同報送信することびできます。 

E メールには、 TIFF あ式のファイルを添付することびできます。 

各種アプ U ケーシヨンのデータファイルを TIFF - F あ式のファイルに変換するには、ソフトウエア （TIFF 
変換プ□グラムおよび MAR メール U ンキング）をホームページか b ダウン□-ドして、 PC にインス 
I -ールする必要びあります。 

TIFF コンバーターのインス I -ールや操作方法については、ホームページを参照してください。 

(防己已ページ） 


LAN インターネット 
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1^ L インターネツト FAX / E メール【応用編) 


FROM 選択機能 


■ FROM 選択機能の登録 


システム登録「14己 From 欄選 
択」を「アリ」にすると、ファク 
ス 、 E メール（インターネット 
FAX ) 送信時に、発信元やメー 
ルの From 欄の内容を選ぶことび 
でさます。お買い上げ時の設定は 
r ナシ」になっています。24個 
( N 0.01〜 N 0.24)の名称とア 
ドレスを登録できます。システム 
登録の「173送達確認要求」び 
「オン」になっている場合 、 From 
選択機能に登録されたアドレスに 
送達確認メールび送日れてさます。 




From ランセンタク 


6 

ユ-サ、、-メイこュウリヨク <カナ| 

ン〕'—ウヲイレルマか、 V 八 

I 

12 1 



From 登録キー 
( No ' m -24) を 
指定する 


例：①② 



From 選択で表示されるユー 
ヴー名称 （2 已文字まで）を 


入力し 、I セット I を巧す 

(防] 2ページ） 


例：パナソニック 


■ 発信元 ( From ) を選択して送信する 



フアクス化ベール 
{ 眠!/区!]-阻- 




宛先を指定する 
(防已己〜已目ぺージ) 



〔お知らサ） 1. N 0.00へは自局情報の発信元情報び登録されるため、還択できません。 
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スタート 



5 


From センタク (00-24) 
/\*ンコ。ウヲイレル7夕/、 V 八 



または 


From キー番号 スク□ール 

(2 巧） 




スタート 

因 


例： ①② 


C お ミ日ら け ) とシステム登録の I 」ストプリントで 、 From 欄選が I 」ストをプリントでさます。をらかじめシステム 
- 登録の「14己 From 欄還択」 を「 アリ」 に設定してください。（防1已3、176ページ） 


3 

システムトウロク (1-183) 1 

4 

145 From ランセンタク | 


NO .= l 1 

里 

1:ナシ I 



俯？ tz ' ソト 

E メールアドレス （60 巧まで）を 


メ-ルアト''レスヲイレテクタ''サイ 1 

8 

ユーサ 、’_メイこュウリヨク < カナ1 

12 1 1 


13 1 1 


続けて他のユーヴー名を 
登録できます。手順己と 
7の操作を繰り返します。 
待機巧態に戻るには 
I ストップ I を巧します。 


登録し、 I セツト I を巧す 




インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(応用編) 
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M L インターネツト FAX / E メール【応用編) 


ルーテイング 


ルーテ イングの設定 



AAA 


電話回線 


サブアドレス： 0日] 


m 

数字の：目吕99 





LAN 

または 

電話回線 


数字 ID :目吕日日 


X 



AAA 


サブアドレス： 00] 


一般回線のファクスから受信した文書 
を、 LAN 上のパソコンまたはインター 
ネッ トファクスにメール送信することび 
できます。また、別の一般回線のファク 
スにファクス送信することもできます。 

システム登録の、「1己 2 SU 己ルーティ 
ング」、「1己3数字 ID ルーティング」 
「17己発番号ルーティング」「176ダイ 
ヤルインルーティング」のいずれかご利 

巧できる項目を「アリ」に設定します。 

「152 SUB ルーティング」： F コード 

通信（サブアドレス通信）を利用でさる 
G 3 ファクスから F コードのサブアドレ 
スを使用してルーティングする場合に 
「アリ」に設定します。送信側 G 3 ファ 
クスから F コードのサブアドレスで本機 
に登録されている宛先を指定してルー 
ティングすることび巧能です。 


■ ワンタッチ/短縮ダイヤルへのルーティングの登録 



① ：ワンタッチ 

② ：短縮ダイヤル 

例：① 
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t ット 


を入力し、 I わット I を 
巧す 

巧!!：已已已] 23427己2 


圆 




E メールアドレス （60 あまで) 


を入力し 、 I セット I を巧す 
巧!!： abc @ panasonic.com 



例： LP 〇 1 」 


E メールアドレス入力 
へモードを切替える 




ooaaaaaaoao □□□ 

□□□内〇〇曰〇〇〇 〇〇〇 

ooad-boooaoa □□ 


ri 己3数字 ID ルーティング J : 

F コード通信を利用できないファクスから、ルーティングさせる場合に「アリ」に設定します。送信側 
ファクスから送日れてくる数字ので本機に登録されている宛先にルーティングすることび巧能です。 

「1己4ルーティング時 From 欄 J : 

ルーティングにより、 LAN へメールを送るときの From 欄の内容を選びます。 

指示局：発信ちの数字 ID をルーティングするメールの 「 From 」 欄に表おします。 

中継局：ルーティングする中継局のメールアドレスを、ルーティングするメールの 「 From 」欄に表示しま 
す。 

「1己己ルーティング時プリント J : 

受信した原稿をすべて本機でプ U ントするか、ルーティング操作び機能しなかった場合のみプ U ントするか 
どラかを選択します。 

「17己発番号ルーティング」：（《^119ぺージお知日せ已） 

発信ち番号通ミ日（ナンバーディスプレイ）によるルーティングをする場合に「ア1」」に設定します。送信側 
G 3 ファクスか日送日れる発信ち番号で、本機に登録されている発信ち番号の宛先にルーティングすること 
びできます。（発信ち番号通知（ナンバーディスプレイ）を契約時は、必ず「アリ」に設定してください。 
r ナシ」のままですと、ファクス受信できません。） 

「176ダイヤルインルーティング J : ]9ページお知らせ已） 

モデムダイヤルインサービスをご利用されている場合に、「ア U 」 に設定します。送信側 G 3 ファクスか日 
送日れるダイヤルイン番号で、本機に登録されている宛先にルーティングすることびできます。 

お知5せ 

• 発信ち番号通ミ日•ダイヤルインサービスはあらかじめ NTT との契約び必要です。本サービスの詳細につき 
ましては NTT にお問い合わせください。 

• NCC 回線をご利用の場合は、 NCC 各社でサービス内容び異なります。発信ち番号通知ダイヤルインサー 
ビスの詳細につきましてはご契約の NCC にお問い合わせください。 


4 

ワンタッチ< > 

I 5 a | 

<01> I 


ワンタッチヲオシテクタ''サイ 


J ンワ/ V ’ン]''ウこュウリヨク I 


電話番号（已2あまで) 





インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(応用編) 


く次ページへつづく> 
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宛先名称 （15 文字 
まで）を入力し、 

I セット I を巧す 


[6 b 



t ‘ ル (防] 2ページ） 
例：パナソニック 


<〇1>ナ71こュウわク < カナ I 
囚 abc @ Panasonic . com | 



宛先名称 （15 文字 
まで）を入力し、 

I セット I を巧す 

(防] 2ぺージ） 

例：パナソニック 


わル 


システム登録の「1已2 SUB 
ルーティング」び「アリ」の場 
合、サブアドレス （20 巧まで） 

を入力し、 I セット I を巧す 


晒 


ル-ティンク‘’：モテ‘’ムタ‘’イヤルイン1 

チュウケイソウシントウロク？ 1 

ワンタッチ<> 1 

V 八ヲオシテクタ‘’サイ 1 

1:/、ィ2:ィィ I 1 

ワンタッチヲオシテクタ'' サイ 1 



システム登録の「17己ダイヤ 
ルイン ルーテ ィング」び「ア 
U 」 の場合、困国を巧して 
ダイヤルインを指定し、 

I セツ1を巧す 


にメール宛先の登録の場合、 
この画面は表示されず、手順 
12へ進みます。） 

① ：中継通信の登録をします。 

(防108ページ） 

② ：手順]2へ進みます。 


待機巧態に戻るには 


ストップ] を巧す 


I ワンタッチ/短縮ダイヤルへの登録 

网 


<01>ナマ I ニュウリヨク < カナ 


7 

ル-テインク'':サフ''アト''レス 1 

な55512342762 

I 

■1 


( お知らせ)1.パルスダイヤル回線をお使いの場合' ダイヤルの途中でトーン発信に変更するときは、 

® ( I ン）を巧します。”/"び表示され、パルス発信から!-ーン発信へ変更されます。 

2. NCC 回線をご利用の場合は、 NCC 回線のアクセスま号のあとに 、I ポーズ I を2回巧して 
約7砂の空白時間を入れてから、残りのダイヤル番号を入れて<ださい。 

3. —般電話の電話ま号を誤って登録すると、自動再ダイヤルにより巧手のちを何度を呼び出し、大 
変ご迷惑をおかけすることになりますのでごミ主意ください。 

4. 数字 ID によるルーテイングを行なラとをは、送信側のファクスに登録されている数字 ID と同一 
内容の数字のみを、アドレス帳の転送用巧手数字のに登録してください。 



インターネツト FAX / E メール【応用編) 


ルーテイング 



ミ jS0 
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t ツト 

WM 

システム登録の r 17已発番 
号 ルーテ イング」び「アリ」 
の場合、発番号 （20 がま 
で）を入力し、 I セット I を 
巧す 


わル, 

Ea 

システム登録の「1已3数 
字 ID ルーテ イング」び 
「アリ」の場合、数字 ID 
に〇析まで）を入力し、 

L セツ hJ を巧す 


10 


ル-テインク'' :スウシ‘ I D 

9 

ル-ティンク • ：/、ツ/、''ン〕•ウ 1 

• 

I 

■1 


( お知 b せ J 2. 「発ま号ルーテイング」または r ダイヤルインルーテイング」を r ア I 」」にした場合は、節電 
モードを「シャットダウン」に設定してち、「シャットダウン」状態になりません。 




インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(応用編) 
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tz ' ル 

■3 

ダイヤルイン番号（最大20巧）を入力し、 

I セット I を巧す 

• ダイヤルインには数字のみ入力でさます。 

• 続けてダイヤルイン番号の登録びでさます。 


登録したい番号の]〜已 0) を巧す 


M L インターネツト FAX / E メール【応用編) 


ルーテイング 


ダイヤルインの登録 


フアク又/ E _ y — ル 

[ E 07 囚】-、限'- 


フアンクシヨン 


図因を fa 

② ③ 


〇 


① 



6 


モテ''ムタイヤルイン 

01 I 





»i9i 




びまはお 
号さ合日 
番で場か 
を択いて 
い選たし 
てびし除 
れす去解 
さま消を。 

録きは録い 
登でた登さ 
に示まのだ 
帳表更帳く} 
スキ」変スて① 
レと。レつ® 
ドるんドな： 
アあせアこ例 
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30000 □□〔 

)0000 oag 
30000 ac 


7 


团 


176夕''イ中ルインル-テインク' 
1:ナシ 





V ®)_ 

巧□図 



tz ' ソト 



待機状態に戻る 


システムトウロク (1-183) 
NO . = l 


5 



3 




インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(応用編) 


0 
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M L インターネット FAX / E メール【応用編) 


メモリーお送の設定 


田 


2 


ワンタッチ/短縮 
ダイヤルにあらか 
じめ転送賊登録 ■ 
しておさます。 

(防142〜 ] 43ページ） 



フアンクシの 

◎ 

① 




ワンタッチ キーを 巧す 

例：回而 


雨 


□ 〇〇〇〇 □□□ 
)0000 000 
rjoooa □□ 



L □ □ I を巧し、短縮ダイヤル 


番号 （3 巧）を巧す 
例：①⑩⑩ 


圆 


54 メモリ-テンソウ 
アテサキヲイレテクタ''サイ 


oaoaooooaaa oao 
aoacDooooao oao 
oooq^ooaaao 00 




一般電話回線のファクスからの受信原稿 
と、 LAN 経由で受信した E メールび転送 
できます。また宛先としては 、 E メールア 
ドレスか電話番号のどち日かを登録でさま 
す。 

夜間や休日に別の場所（自宅等）でファク 
スを受信したし、場合に便利です。 



54 メモリ-テンソウ 
アテサキヲイレテクタ‘サイ 


( お知らせ J ] .メモリー転送機能び設定されると、メモリー転ち先として設定したワンタッチまたは短縮ダイヤ 

- ルは変更できません。番号を変更したい場合は、機能の設定を「ナシ」に切替えてください。 

2.受信した原稿のメモ I 」一転送び話し中などで正常に終了しないとを、システム登録の「31通 
信エラーファイルセーブ」び「ア U 」 に設定されていても、受信原稿はプ U ントアウトされ、メモ 
U —から削除されます。メモ U —転送び正常に行なわれないとさ、受信原稿をメモリーに蓄積 
したい場合は、本機を「メモ1」一受信」に設定してください。 （"^88 ぺージ） 



メモリー輯送 


































































圃 

励 




システムトウロク （1-183) 
NO'=l 



4 

54 メモリ-テン'ノウ 

1 

1:ナシ 


7 


3 


yyyy - MM-dd 15:00 

< メモリ-テンソウ> 


( む巧^ら甘 ) 3.メモリー使用量び約95%しソ上のとさは、受信でをません。 



卜— 




iff. 


インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(応用編) 
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M L インターネツト FAX / E メール【応用編) 


LAN 中継同報 


■ 概要 

LAN 中継同報機能を持ったインターネットファクスとネットワークを組むことにより、 LAN 経由で送信 
した E メールを、一般回線に接続された複数のファクスへ同報送信することびできます。 

例1:インターネット中継送信ネットワーク 



じ(下に LAN 中継同報の流れを説明します。 

1. LAN 中継機能を持ったインターネットファクス（中継局 B ) に、[メール （ TIFF - F 形式のファイル 
を添付することびできます）で、 LAN 中継同報を指示します。 

あらかじめ、 LAN 中継指示を登録したワンタッチ/短縮ダイヤル （ e ^]28 ページ）を使用すると、 
簡単に LAN 中継同報の指示びできます。 （ E ^ l 30ページ） 

2. 管理ち用のパソコンに、 LAN 中継同報指示されたことを E メールで通知します。（防13已ぺージ） 

3. LAN 中継指示された E メールを、一般回線に接続されたファクス（ストックホルム）へ順;欠同報を開 
始します。受信した E メールは、 ] 枚目にメールヘッダ及びメール本文、2枚目じ(降に添付ファイル 
を出力します。 

4. 引き続き、なのファクス（ベル U ン.□ー マ）に転送します。 

5. LAN 中継同報び終了したら、通信結果を LAN 中継同報を指示したインターネットファクス焼信局 
A ) またはパソコンへ通信結果レポート34ページ）で返送します。 

例2:ファクスヴーバ ー( イントラネット中継送信） 


メールサーバー 




(1) E メールに より メールサーバーまで LAN 中継同報送信を開始し ます。 

(2) メールサーバーは LAN 中継指示で本機に E メールを転送します。 

(3) 本機は、 G 3 ファクスに通信を開始しファイルを送信します。 






















































































■ 中継ネットワーク 

本機から最終宛先まで直接インターネットファクスで送信する場合、本機能により、時間および長距離市 
外電話料金び節約でさます。 

中継ネットワークは原則として、インターネットファクス（発信局 A ) またはパソコンである発信局と 
LAN 中継機能を持つインターネットファクス（中継局 B )、 そして G 3 ファクスである最終宛先か日構成 
されます。 

本機か日の原稿の送信、またはパソコンか日 E メールに添付した原稿を中継局（本機を含む）へ送信しま 
す。中継局か日は通常の電話回線を使って G 3 ファクスである最終宛先まで送信できます。（パソコンか 
日の送信は TIFF-F またはテキスト （. txt ) ファイル添付び巧能です。） 

中継局からは最終宛先への送信には電話料金び発生します。 

中継局か日最終宛先までの送信完了後に、 LAN 中継送信び完了したかどラかを通知する通信ジャーナル 
び中継局から発信局に返信されます。中継送信情報は 、 E メールで中継局にあ日かじめ登録されている自 
局登録のインターネットパラメーターの管理者メールアドレスに送信されます。（防已已ぺージ） LAN 中 
継送信を利用するには、 ] 2己ページか日]3已ページまでに記載の設定手順にしたびい、必要情報を入 
力してください。図]に LAN 中継ネットワークのサンスレを記載します。 

図]のサンプルは、ニューヨーク（発信局）を起点とし、□ンドンおよびシンガポール（中継局）び 
ニューヨークと結ばれ、（最終宛先）はストックホルム、□-マ、東京、香港そしてシドニーなどとなっ 

ています。 

この基本的なネットワークは2圏所の中継局を利用し、□ンドンの中継局および/またはシンガポール 
の中継局を介してネットワーク内の宛先に、]回の操作でファイルを送信でさます。 



図]:ネットワークのサンプル 
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M L インターネツト FAX/E メール 【応用編) 



LAN 中継同報 


表1，2および3は、] 2曰ページでの図]記載のサンプルネットワーク設定です。 

表1;ニューヨークへのサンプルパラメーターおよびアドレス帳登録内容（発信局） 


電話番号 ： 212 111 1234 

J レアドレス (SMTP) : ifax@newyork.panasonic.com 


ホスト名 : newyork 

中継用パスワード ： usa-rly 


ワンタッチ/ 
短縮ダイヤル 

巧巧名 

メールアドレス/電話番号 

中継局アドレス 

< 日 1> 

□ンドン 

lfax@london.panasonic.co.uk 

… 

<02> 

ストックホルム 

46 81111234 

[0011 

<03> 

シンガポール 

lfax@singapore.panasonic.co.sg 

… 

<04> 

ま京 

81331111234 

「 002] 

[0011 

ロンドンリレー 

uk-rly@london.panasonic.co.uk 

… 

「0021 

シンガポール U レー 

S 肖 - nv 趣 sin 呂 apore.panasomc.co.ss 

… 

「0031 

□ —7 

39 61111234 

「 001] 

[0041 

ま港 

8 己 2 2 吕 ]234 已 6 

「 002] 

[00 已 ] 

シドニー 

612111 1234 

「 002] 


表2:□ンドンへのサンプルパラメーターおよびアドレス帳登録内容 （ 中継局） 


電話番号 

ールアドレス （ SMTP) 
ホスト名 


71111 1234 

lfax@lonaon.panasonic.co.uk 

london 


中継用パスワード 


uk-rly 


ワンタッチ/ 
短縮ダイヤル 

巧ホ名 

メールアドレス/電話番号 

中継局アドレス 

< 日 1> 

ニュー 3 -ク 

ifax@newvork.panasonic.com 

—- 

<02> 

ストックホルム 

46 81111234 

「 00 引 

<03> 

シンガポール 

lfax@sin 開 pore.panason に. co.sg 

… 

< 日 4> 

ま京 

81331111234 

[0011 

「□011 

シンガポール U レー 

sg-nv 趣 sin 肖 apore.panasomc.co.sg 


「0021 

□ —7 

39 61111234 

「 00 己 ] 

「0031 

香港 

8 己 2 23123456 

「 001] 

「0041 

シドこ一 

612111 1234 

[0011 

「 00 已 1 

ロンドンリレー 

uk—rlv@london.panasonic.co.uk 

— 


電話番号 


表3:シンガポールへのサンプルパラメーターおよびアドレス帳登録内容 （ 中継局） 

: 651111234 


ールアドレス （ SMTP) 


げ ax@singapore.Panasonic. C0.S 呂 


ホスト名 : sin 旨 apore 

中継用パスワード _ ^sg-rlv _ 


ワンタッチ/ 
短縮ダイヤル 

宛先名 

メールアドレス/電話番号 

中継局アドレス 

< 日 1> 

□ンドン 

げ ax@london.panasonic.co.uk 


<02> 

ストックホルム 

46 81111234 

rooii 

<03> 

ニュー 3 -ク 

ifax@newvork.panasonic.com 

—— 

< 日 4> 

ま京 

81331111234 

「 00 己 ] 

「0011 

□ンドンリレー 

uk-rlv@london.panasonic.co.uk 


「0021 

□ —7 

39 61111234 

[0011 

「0031 

香港 

8 己 2 23123456 

「 00 己 ] 

「0041 

シドこ一 

612111 1234 

「 00 己 ] 

「 00 己 1 

シンガポール U レー 

sg-riv@singapore.panasornc.co.sg 



( お知らせ )1. 本機び中継局として動作するように、中継用バスワードを登録してください。 

2. 第 = 者び LAN 中継局送信にアクセスでをないよ 5 するため、ネットワークセキュ U ティーを設定 
してください。すべての LAN 中継局送信通知のために、中継許可ドメイン名と管理者のメー 
ルアドレスを入力して < ださい。 
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お知らせ) 3. LAN 中継用パスワードはメールのヘッダー部分に含まれて送信するため、メールやインターネッ 

- トファクスで使ってし)るメールアドレスとは異なるものを登録することをお勧めしまず。このよう 

にき録することで、インターネットファクスを受信したと志 LAN 中継用パスワードを容易に識 
別でをます。 

4. ドメイン名びすべて空欄である場合は、インターネットファクスは全てのドメイン名に巧して 
LAN 中継指示を受信します。 
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■ LAN 中継送信局としての設定 

L ソ下のパラメーターの設定を確実に行って、本機を LAN 中継局に設定してください。 

1. LAN 中継 （システム登録 N 0.142) 

本機を LAN 中継局として機能させるかを還択 

1 ) ナシ - LAN 中継動作をしない 

2) アリ - LAN 中継動作をする 

2. LAN 中継結果返送 （ システム登録 No . ] 43) 

LAN 中継結果を発信元へ返送する設定 

1) オフ ■送信しない 

2) 全て - LAN 中継結果全てを送信する 

3) 未通信 - LAN 中継で未通信となった場合、送信する 

3. LAN 中継指示をするときのパスワード （ 自局登録のインターネットパラメーター)(^^お巧日せ1 ) 
LAN 中継指示をするとき、第互をび本機にアクセスするのを防ぐ目的でパスワード （1 0文字まで） 
を設定します。このパスワードび合った場合のみ、 LAN 中継送信します。 


4. リレーアドレス （短縮ダイヤル） 

LAN 中継局を登録している短縮ダイヤルの3巧の番号です。 

已. 管理者のメールアドレス （自局登録のインターネットパラメーター） 

LAN 中継の管理およびコスト管理の目的で、管理をのメールアドレスを登録してください。送信情 
報は L ソ下の通りです。 

(発信を：発信局のメールアドレス） 

( 宛先：受信者の G 3 ファクスの電話番号） 

デュアルサーバー機能ありの場合は、メールサーバー]経由でのみ通知されます。各発信をからの 
LAN 中継指示を受けると、管理をへメールで通知されます。 

己. 中継許可ドメイン名 （自局登録のインターネットパラメーター)お知らせ 2) 

]0件のドメイン名（最大30文字）まで登録でさます。 

例： 登録ドメイン名 

(01): rclnn . mgcs . co.jp 
(02 ):「dm 邑 'm 呂 CS ' 巳 o'jp 
(03): panasonic.com 

上記の例で 、 LAN 中継指示は、 「 dnn.m 旨 cs . co . jp , rclmg . mgcs . co.jp または panasonic.com のド 
メイン名を含むメールアドレスか日のみ受信巧能です。 


Hi I 








_ tz ット 

Ka 

続けて LAN 中継指示の登録びでさます。 
手順 4 〜] 0 を繰り返します。 


待機状態に戻るには I ストップ I を巧します。 


例： 

3961111234 

I セット I 


中継先の電話番号 （52 析まで) 
を入力する。 


LAN 中継局として登録されて 
いる宛先を指定する。 LAN 
中継局には LAN 中継パス 
ワードをかならず登録してく 
ださい。 

• ワンタッチ/短縮ダイヤル 
已8ページ） 


例：1 □ □] ⑩⑩① 


6 


<01 > ナマ I ニュウリヨク < カナ 
な3961111234 




oooaoaoooaa 己 otf 

□O □巧口〇田〇〇〇 000 

000 CHDCDOOCDOa 〇ヴ 


m 



t , ソト 


例： □—マ —* 

I セット I 

宛先名称 （1 已文字まで）を 
入力し 、I セット I を巧す 
(防] 2ページ） 


9 


■ 丽 



チュウケイキョク A '' ン〕‘’ウ 
ァテサキヲイレテクタ''サイ 

I m 

[001]ロントッル- I 

図 uk - rly @ london.panaso 1 


M L インターネツト FAX / E メール【応用編) 


LAN 中継同報 


LAN 中継指示の登録 


システム登録の「104 中 
継情報」 および「140 
LAN 中継送信指示」 をあ 

b かじめ「アリ」に設定す 
ることで、 LAN 中継およ 
び登録びでさます。 


ワンタッチ/短縮ダイヤルへの中継指示の登録 



2 


0000000003 
00 a 己 a □□□巧 
0000000003 


フアク 3/ E _ y —ル 

[限^囚】-、限'- 



) ノ ' ンクシヨンじツ r* 

因図口 

①②③ 


わ、ソト 


< 01 > 

テ'’ンワ/、''ンコ'、ウこュウリョク 


5 
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3 




例：① 


1:ワンタッチトウロク 


ヮンタッチ<> I 

2:タンシュクトウロク 

I m 

ワンタッチヲネシテクタ''サイ I 


^ Ji ^ が yia ^ - ら一。-。 1 
I ロロロロロ□口□己ロロ □ロロ 
□□□ roao 回〇〇〇 aoa 
oaod-boaaaoo a 己 



例： lq ^ 


5 


7 


チュウケイソウシントウロク？ 
1:/、イ2:イイ I 


口 


8 


チュウケイシ''ヨウホウ？ 

1:オヤキ2:〕キ3丄 AN 


〇 


9 


:も 




の.0の.硬- 


インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(応用編) 
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原稿びメモ U — に蓄積されます。 LAN 中継局へ中継先の電話 
番号と共に送信されます。 

最終宛先へ送信を完了すると、中継局か b 通信結果レポートび 
送 b れてきて、 LAN 中継送信び完了したことを確認できます。 


6 


<02> ストックホルム 
な4681111234 


LAN 中継送信冲継局を登録していない宛巧へ送信する場口） 

中継局び登録されていない宛先を使って送信する 

回「 




フアクス化ベール 
こ阻/区!«田 - 


おミ日1=^け^ は LAN 中継局の E メールアドレスに使用できません。 

- J を' グレースケール ( F 8-8) とカラー機能は LAN 中継送信時にはご利用できません。 


M L インターネツト FAX / E メール【応用編) 


LAN 中継同報 


LAN 中継送信冲継局をあ5かじめ登録してある宛先へ送信する場合） 


LAN 中継に必要な設定を LU 
登録すると、つざの手順 
で LAN 中継局を経由し 
て自動的に G 3 ファクス 
に原稿を送信でさます。 

LAN 中継局は、 LAN 中 
継に必要な設定びされて 
いることび必要です。 



または 


ファク :: VE ソール 
(. 限/回ん - K 因- 


回 


ロロ〇ロロ日ロロ0 OD OD 口， 

, ooog^oooooo 000 

2□□口 □□□ □□ I 



例： IW 02] (ワンタッチ） 

LAN 中継指示び登録されてい 
る宛先を指定する 

• ワンタッチ/短縮ダイヤル 
• アドレス帳検索ダイヤル 
(防20ページ） 
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原稿びメモ U — に蓄積されます。 LAN 中継局へ中継先の電話番 
号と共に送信されます。 

最終宛先へ送信を完了すると、中継局か日通信結果レポートび 
送日れてきて、 LAN 中継送信び完了したことを確認できます。 


) を指 


<02> ストックホルム 
な4681111234 


4 


5 


4 


6 


LAN チュウケイ 

I 一 

LAN チュウケィ I 

チュウケイキョクヲイレテクタ'' サイ 

I M 

アテサキヲイレテクタ''サイ I 


LAN 中継局 （1 宛先）を指定する 
• ワンタッチ/短縮ダイヤル 
• アドレス帳検索ダイヤル 
• 直接ダイヤル （E メールアドレス） 
(防已己〜已9ぺージ） 

例 ： L □ □ ~ I ⑩⑩① L セット J 


中継先の宛先（電話番号のみ; 
定する 

. ワンタッチ/短縮ダイヤル 
. アドレス帳検索ダイヤル 
• 直接ダイヤル（電話番号） 

(防20ページ） 


例： [ W 02 I (ワンタッチ） 


( お知 b せ ) 3. 中継局び内線電話などをお使いの場合、外部アクセス番号をダイヤルした後 I ポーズ I を押し 

てポーズを入力してから、宛先の番号を全部入力してください。 



◎ 

0 ◎ < 

巧0000 

° 0000 

° 0000 

豐驟 

I 巧蟲 

I 〔一§ 



インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(応用編) 
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M L インターネツト FAX/E メール 【応用編) 


LAN 中継同報 


■ パソコンか5の LAN 中継同報指示 

Outlook 等の E メールアプ U ケーシヨンを使って、 TIFF あ式のファイルを添付すれば、複数の宛先のファ 
クスへ中継送信することびできます。 

この機能をご利用になるには、事前に本機のパラメーター迫局情報の中継パスワード）を正しく設定し 
ておく必要びあります。 

同時に DNS サーバーへホスト名登録と、適切な SMTP セキュ U ティ設置をしていただく必要びありま 
す。 

DNS サーバーへの登録と、セキュ U ティー設定については、お客様のネットワークを管理しているシス 
テム管理をへお問合わせください。 

パソコンか日中継送信する場合 、 E メールアプ U ケーシヨンの宛先 （To ) に相当するフイールドには次 
のよラに入力します。 

例： 


S 呂 -「 ly #8] 33] ] ] 234 @sin 邑 apore'panasoni 巳'巳 o's 呂 
ちし < は 

sg - rly #*001 @sin 邑 apore.panasoni 巳 . 巳 0.S 呂 

sg-rly : 中継用パスワード(自局情報インターネット登録の内容と合致さ 

せる） 

#8133111234 : ファクスの電話番号 

#と@の間は電話番号の他、ワンタッチキー、短縮キー等の情報を入力することちできます。 

PBX (交換機）などを利用して内線か日外線へ発信する際にポーズび必要な場合は、八イフン"一"を 
ファクス番号の部分に入力してください。 

#*□□1〜 #*160: 短縮キー 

#*]00]〜#*1032 : ワンタツチキー 

#*200]〜#*2008 : プ□グラムキー 

@のあとには DNS サーバーへ登録されたホスト名とドメイン名び入ります。 

LAN 中継送信び完了すると、中継結果を通信結果レポートとしてパソコンへ返送します。 

これにより、中継結果を確認することびできます。 


( お知らせ j 1 .# と*記号は、送信パスワードの鮮こ入れ、最終宛先用の電話ま号を続けます。 

2.中継局び内線電話などをお使いの場合、外部アクセスま号をダイヤルした後 I ポーズ I をキ甲 
してポーズを入力してから、巧巧のま号を全部入力してください。 
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TIFF コンパーターは、インターネットファクスび受信可能な TIFF あ式へ変換するアプ U ケーシヨンです。 
MS - Word 、 Excel などで作成されたファイルを、 LAN 中継機能を使ってファクスへ送信される場合 
には、あ日かじめ TIFF コンバーターを使って TIFF あ式のファイルへ変換した後に送信してください。 

そのまま*. doc 、 *. xls あ式のファイルを添付して送信することはできません。 

変換する時の解像度は、通常 200 dpi を選択してください。 

400 dpi は、あ日かじめ受信相手側び 400 dpi 処理能力を保有していることびわかっている時に使用しま 
す。 

MAPI アプ U ケーシヨンは、 TIFF ファイルへ変換後、 MAPI を使って E メールアプ U ケーシヨンを自動 
的に起動するアドインプ□グラムです。 

MAPI に対応した E メールアプ U ケーシヨンと連動することにより 、 MS - Word 、 Excel 等のアプ U 
ケーシヨンか日印刷を行なラ感覚で、インターネットファクスへ送信することびできます。 

TIFF コンバーター並びに MAR アプ U ケーシヨンは、じ(下の URL か日ダウン□-ドすることびできます。 
http :// www . panasonic . co . jp / pcc / info / clwnlcl.html 



インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(応用編) 
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M L インターネツト FAX/E メール 【応用編) 



LAN 中継同報 


■ LAN 中継同報の通信結果 

中継送信を使用する場合、中継局はじ(下の2つのレポートを送信し、ファクスのチェックと記録をするの 
に役立ちます。 

1 . 中継送信レポート （ 通信結果レポート） 

中継局び最終宛先に送信をした場合、システム登録の「143 中継結果返送」 び r をて」 または 「未 
通信」 に設定されているとき、通信結果レポートを送信します。これで、送信び完了したかどラかを 
確認でさます。 

2. 送信ジャーナル 

中継局び LAN 中継巧に指示を受信する場合、登録されている管理をに E メールで通知び送付されま 
す。 （防127 ページ） 


中継送信レポート（通信結果レポート）サンプル 


** 女 ** 女女* • 

k 女**女* 

-通信結果レポ 

__ * * * * * 

*********** ****""" y 年 mm 月 dd 日** 

r * * * * * * -j f 日韦 0 Q ノ "y * * * * * * * * 

(1) 




W (3) 



通信種別 

=中継お送 


受付 =MM 月 dd 日15時00分 

完了 = MM 月 dd 日 

15時00分 

き巧を号= 05 0 ( 4 ) 





(5) 

(6) 

(7) 

( B ) 


が； 

(10) 

宛ホ 

が況 

ワン タツ チ/ 

相手先 


枚数 

通信時間 

N0. 


短縮番号 





001 

R-OK 


ストックホルム 


001 /001 

00:00:15 

002 

R-OK 


P- ? 


001 /001 

00:00:15 





- A 

。ナソニック 

国 

***UF- 9000*** 

* 女**女** * 女**女** 

* 女* ** 女 * * * 女* 

- HEAD OFFICE - ****** - 2015551212 - ****** 

* 


内容の説明 

(1) 通信種別 

(2) 通信受付時間 

(3) 通信完了時間 

(4) 受付番号 
(已）宛先 No . 

(6) 状況 


(7) ワンタッチ/短縮番号 

(8) 最終宛先の電話番号，メールアド 
レスまたは宛先名 

(9) 送信ページ数 

(10) 通信所要時間 


001 か日 999 まで 


"R-0K" は、 LAN 中継送信び完了したことを示します。 

3 おのエラーコード （防] 80 ぺージ）は、通信びうまくいか 
なかったことをおします。 


3 ネ行の数字は、送信び完了したページ数を示します。 
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管理ち宛メール 


Jj 77-iun 虚集(巨 奉元 . が ) 押入のま式(日）ツ-ルの化巧 ( M ) •、ルがお） 

I 獻返1’言牲換ま.貝へ過 I 言おお送邮 > 冒おの で 巧 X 本 T ♦ T 旨词 


かセー >'' I わ。 ぉンI 
差化人： fax@rngcs,co.jp 
タピ S :: user@m 居 CS.C0JP 

CC： 

件るく,」)： Contirrnation trorn Internet FAX 


送 f 言日時： mm, dd, yyyy 


FAX Relay LOG 


Sender : ifax ( S ) network . Danasonic.conn (1) 

Receiver : 4681111234 

- i 0 \ 

39 目1111234 _J 



二] 


内容の説明 

(1) 送信者のインターネツトフアクスまたはパソコンのメールアドレス 

(2) 最終宛先の G 3 ファクス電話番号 


■ 
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Confirmation from Internet FAX - かでーソ、 


インタ—ネット 
FAX/E メ—ル 
(応用編) 





















■ モニターの音量設定 

m 



□ □□CDOOOCDOa 
000000000 ( 
kaaaooooooQ 


フアクス/ E _ y — ル 

肥)/区!/-販1- 



音重を調整すな 


呼出音量の設定 



フアクス/—ル 

リ反/囚 )- E 田- 


yyyy - MM-dd 15:00 


00% 


3 


ヨヒ''夕''シオンリョウ 
((いで - )))) 


がが 画 


ヨヒ''夕'.シオンリョウ 


(呼出音量：切） 


音量を調整する 


3 システムトウロク (1-183) 
NO .= l 


■ 電話回線の設定（プッシュ式とダイヤル式) 



关 


音量調節と電話回線設定のしかた 



136 









































































































① ： PB (プッシュ式） 

② ： 10pps (ダイヤル式） 

③ :20pps (ダイヤル式） 

例：② 


モニター 音量：切 


モニタ- 


待機巧態に戻ります 




DOOOO 〇〇〇 
)0000 〇〇〇 
Dooao 00 



ストップ 


画 


待機状態に戻ります 



H 


4 


5 


4 


ショウ 

モニタ-オンリョウ 1 


ショウ 

モニタ-オンリョウ 1 

[ ] 夕。ィ| 


06夕‘イヤルキリカ I 
1:フ。ッシュ ( PB ) 


5 


胞夕‘イ中ルキリカ I 
2:1 Opps 





登録編 
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文字 ID (1 巨文字まで) 
を入力する 
(防] 2ページ） 

例： エイギョウ 



フアンクシヨン I 


の 


モシ’ ID 


■ 自局登録のしかた 



フアクス /E ソール 



れ ッシンモト 

<カナ！ 

ハ。 ナソニック ■ 



シ '. 〕クセット 

2004 -01-01 12:00 



曰付/時刻を入力する 
巧!！： 2004 06 041已00 


モシ'' ID 

<カナ！ 

エイキ、、ョウ 

I 



6 



2 


おミ日らせ ) 1 . 間違えたとさは g [g を使って力ーソルを移動し 、 I ク U アー I を押して訂正します。 


乂 \ 


登録編 


自局登録 


I 概要 

自局登録をすることで、通信を行なったとさ相手先の受信文書に送信日時と発信元び印字されます。また 
文字 ID や数字 ID は相手先のディスプレイに表示されます。 
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数き ID に〇析まで）を入力 


する （r モニター I を巧すこ 
とでスペースび入ります） 

巧!！： 201 I モニター I 已已已 

L モニター1 1212 


回 


/、ッシンモト 


カナ 


発信元 （2 已文字まで) 
を入力する 
(防] 2ページ） 

例： パナソニック 


スウシ‘ ID トウロク 

I 10 

スれ '' ID トウ□ク 1 

* 

1 

20155512121 



シ•〕クセット 

2004 -06-04 15:00 


6 


4 


登録編 
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ダイヤルの登録 


■ ダイヤル登録操作フ □- 

電話番号/メールアドレスをワンタッチダイヤルの]〜 32) や短縮ダイヤルの01〜160)に登録し 
て、簡単な操作で相手にダイヤルすることびでさます。 


メールアドレスを登録するとさ 


登録モードを選ぶ ） (L フアンクシヨン I ⑦） 


ダイヤル登録を選ぶ 


ワンタッチダイヤルを登録するとき 
( ra -142 ページ） 

f ヮンタッチダィャルを選ぶ^ 


短縮ダイヤルを登録するとさ 
0142ページ） 

( 短縮番号を入れる) 


宛先のメールアドレスを入れる 


宛先名を入れる 



各種設定び「アリ」のとき 
登録でさます 

( ra -1 16ぺージ) 


登録を終了 





































巧録編 


アドレス帳（ワンタッチ/短縮ダイヤル) 


■アドレス帳の登録（電話番号) 



回 


3 




ソアンソシヨンが—、 I じツ r * 

臂马^早 


t ツト 



1:ワンタッチトウロク 
2:タンシュクトウロク 


① ：ワンタッチ 

② ：短縮ダイヤル 

例：① 



面 

<01 > ナマ I ニュウリヨク < カナ 
で3961111234 


チュウケイソウシントウロク？ 
1:ハイ2:イイ I 


圃_ 

ワンタッチ< > 

ワンタッチヲオシテクタ''サイ 



わ、ソト 


① 


宛先名称 （1 已文字まで) 


暑① 


:中継送信登録をします 
0108ページ） 



②：手順8へ進みます 


を入力する ] 2ページ) 


続けてアドレス帳の登録びでき 
ます。手順4か日7を繰り返し 
ます。待機状態に戻るには 
をトップ」 を巧します。 


■ アドレス帳の登録（メールアドレス) 


m 回 


3 




1:ワンタッチトウロク 
2:タンシュクトウロク 

① ： ワンタッチ 

② ：短縮ダイヤル 

例：② 


7_ 

[022]ナマ I ニユウリヨク < カナ 
図 S3les@p3n3sonic'com 



图 

タンシュク [■] 

タンシュク N 0. ヲイレテクタ''サイ 


続けてアドレス帳の登録びでさま 
す。手順4か5 7を繰り返します。 

待機状態に戻るには I ストップ I を巧 
します。 


宛先名称 （1 已文字まで) 
を入力する 



こ お知らせ)1.パルスダイヤル回線をお使いの場合、ダイヤルの途中で卜ーン発信に変更すると哥ま、 

® (トーン）を押します。"/"び表示され、パルス発信から!-ーン発信へ変更されまず。 
2. NCC 回線をご利用の場 S ま、 NCC 回線のアクセスま号のあとに 、I ポ~ズ I を2回巧して 
約7砂の空白時間を入れてから、残りのダイヤル番号を入れて<ださい。 















































































































t ット ' 

a 

(已 2 巧まで）を入力する 



電話番号 



例：ワンタッチキー 向011 
お知らせ3 ) 


<01 > 

テ.' ンワ "， ン〕，ウ ニュウ リヨク 


ワンタッチ< > 

ワンタッチヲオシテクタ''サイ 


5 


4 


6 



4 


5 

し 

6 


タンシュクリ] 

タン'ンュク N 0.ヲイレテクタ''サイ 

I — 

[022] 

テ'•ンワ A '' ン]''ウこュウリヨク I 

[022] I 

メ-ルアト''レスヲイレテクタ''サイ 







0000000 ooc 
000 aaocDoot 
oaoaooaoac 


例：⑩ (D® 
(001 〜160) 


フアクス/ E:>^ —ル 


如/口, 


因一 



7 


メールアドレス（己〇析 
まで）を入力する 


お知らせ) 3 .手順4で「ピピピ」と音び鳴った場合は、ワンタッチびスキャナ用のワンタッチキーとして既 

- に登録されています。 

4. LAN を使っての通信をする場合は、インターネット基本パラメーターをあらかじめ登録してお 
く必要びあります。 （1®= 已4ページ） 




。ミ 
° 0000 

0 0000 

0 000を 


登録編 
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巧録編 


アドレス帳（ワンタッチ/短縮ダイヤル) 


■ 宛巧シートのプリント 

ワンタツチの登録び完了した後、ワンタツチの宛先シートをプ U ントできます。 




* フ’リントシテイマス* 
アテサキシ-トフ-リント 


宛先シートをプリントし 
ます 
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登録編 


アドレス帳（ワンタッチ/短縮ダイヤル) 


アドレス帳（ワンタッチ/短縮ダイヤル）の変更/消去 



1:ワンタッチトウロク 
2:タンシュクトウロク 


フアク又/ E _ y — ル 

[ E 07 囚】-、限'- 


フアンクシヨソ 


〇 


図図 n 

② ③ 


① 




例：① 


网 


変更するとさ 


<01>ハ°ナソニック 

で 9-5 55 2345 




t 、ル 


r クリアー 1 をす甲し、電話番号またはメールアドレスを 
入れ直し 、I セット I を巧す 


w\ 


♦， 


消去するとさ 


<01>ハ°ナソニック 

な 9-5 日日2345 



m 


C お巧]白廿^1.外線へつなぐか線発信番号を登録するには外線発信番号を入力したを I ポーブ I を押します。 

デ’ィスブレイには「一」び表示されます。 

2. 見やすくするために番号の間にスペースを入力ずるには 、I モニター I を押します。 

3. ワンタッチ/短縮ダイヤルを変更するには、電話番号/メールアドレス、巧巧名のさ登録手順 
で 、I ク U アー I を押してから入力し直してください。 


° 0000 
0 0000 
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4. 間違えたとさはを使って力ーソルを移動し 、 I クリアー I を押して訂正します。 




























































































ストツプ 




待機状態に戻ります。 


r 


ワンタッチ< > 

ワンタッチヲオシテクタ'’サイ 



圆 

厕 


例： ワンタッチキー 向0。 


圆 




<01 > PANAFAX 

< A > 1 

E 9-555 3456 



クリアー 


で'ソト 


I ク U ァー I を巧し宛先名称 （1 已文字まで)を 
入力する ] 2ページ） 


間違えたとさは I クリアー I を巧して訂正する 
例 ： PANAFAX 


中継送信登録び必要な場合は、画面に従し、入力 
する （"^108 ページ） 

待機状態に戻るには I セツ I I ストップ I を巧 1 


耐 

<01> ナソ ニ ック 

ZbJ 

ヮンタッチ<> I 


と'’ンワ/、''ン]''ウこュウリヨク 

m 

ワンタッチキ-ヲオシテクタ‘'サイ I 


ストップ 


<0レご’ナソこック < カナ 
^9-555 3456 


4 


oaooooooooo 000 
000 raooaoaa □□□ 
oood-paoaooo oo 


お知らせ) 已'手順 4 で「ピピピ」と音び鳴った場合は、ワンタッチびスキャナ用のワンタッチキーとして既に 
- J 登録されています。 

日.ワンタッチキーとして登録してあるプ□グラムキー [P 1] 〜 [ P 引の変更は42ぺージを 
ち胆< だホし、。 

7. メモ U —転送機能び設をされると、メモ1」一転送先として設定したワンタッチまたは短縮ダイヤ 
ルは変更できません。番号を変更したい場合は、機能の設定を「ナシ」に切替えてください。 




a 
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■ システム登録の設定 

m 



フアクス / E ベ 
阻/囚田'- 


フのクシヨン 


〇 


① 


固 


04スミスタンフ‘ 
2:オン 


ミ]「ンステムトウロク (1-183) 

NO'=l 



システム登録一覧か日設定 
する番号を入力する 

例： ⑩⑩④ 


または 

田田 を押してスク□ールする 


た、ソト 

Ka 

続けてシステム登録の設定びでさます。 
ク U ァ ー I を巧し、手順3からを行なう、 

または I ストップ I を巧して待機状態に戻 
ります。 


Q お知らせ） 1. システム登録のプ」ントは] 7己ぺージを参照ください。 


乂 \ 


登録編 


システム登録 


概要 

本機では様々なシステム登録の設定び可能となっています。また、文字サイズ、濃度などの設定は、通 
信時に変更巧能です。動作び終了すると、システム登録で設定している設定値に戻ります。各設定は、 
次の手順で変更でさます。 
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システムトウ日ク (1-183) 1 

5 

04スミスタンフ° 1 

N 0.=004 1 


1:ォフ I 




6 


設定を変更する 
例：②を巧し、 


「オン」へ変更 


お知らせ 


2. システム登録の変更は、本機び待機状態のときにできます。 
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登録編 


システム登録 


No 

項目 

設定値 

sn * 申 

巧疋 

内容 

□01 

原稿濃淡 

1 

薄く 

通常、使用する原稿の濃さに合わせます。 

2 

やや薄く 

*3 

標準 

4 

やや濃< 

已 

濃く 

002 

文字サイズ 

1 

普通 

通常、使用する原稿の文字の大ささに合わせます。 

( r サイミツ」では「400 dpi 」 「日00 dpi 」 を設定 
できます。 N 0.120を参照ください） 

ホつ 

ルさい 

3 

細密 

003 

画質デフオルト 

*1 

文字 

通常使用する原稿に合わせます。 

2 

文字/写真 

3 

写真 

004 

済スタンプ 

1 

オフ 

済スタンプの設定状態を遇びます。 

ホつ 

オン 

005 

送信メモ U - 優先 

1 

オフ 

「オフ」にすると、通常の操作でダイレクト送信とな 
ります。 

ホつ 

オン 

006 

ダイヤル切替 

*1 

プッシュ 

( PB ) 

ダイヤル種別を選びます。 

2 

10 PPS 

3 

20 PPS 

007 

発信元（印字） 

*1 

画面内 

相手用紙にプ U ントする発信元の位置を設定します。 
けシ」にすれば、発信元をプリントしません。 

2 

画面外 

3 

ナシ 

008 

発信元（印字） 

1 

発信元 ID 

相手用紙にプリントする発信元のフォーマツトを設 


フ オー マット 

ホつ 

From to 

定します。 

009 

受信時刻プ1」ント 

*1 

ナシ 

「アリ」にすれば、受信した時刻を用紙にプリントし 



2 

ァ1」 

ます。 
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No 

項目 

鼓定値 

sn * 申 

巧疋 

内容 

012 

通信結果レポート 

1 

オフ 

通信結果レポートをプリントするとさの条件を設定 
します。 

2 

全て 

*3 

未通信 

013 

通信管理レポート 

1 

ナシ 

通信管理レポートのプ U ント方法を設定します。「ナ 
シ」にしたときはパネル操作でレポートをプリント 
します。 

ホつ 

ァ1」 

014 

メモ U —受付レポート 

*1 

ナシ 

メモ1」一送信を受け付けたとさ、受付枚数や宛先な 
どをレポートにしてプ1」ントします。 

2 

ァ1」 

017 

受信モード 

1 

手動 

ファクスの受信のしかたを選びます。 

ホつ 

FAX 専用 

3 

F / T 切替 

018 

F / T ベル回数 

1 

3回 

受信モードを " F / T 切替"にセットしているとき、 
ファクスに切り替わってか日呼出音を鳴日す回数を 
設定します。 

2 

己回 

*3 

9回 

4 

]2回 

021 

着信べル回数 

日〜9 

日回〜9回 

ファクスが着信するまでに鳴る呼出音の回数を設定 
します。 

*1 

022 

代行受信 

1 

ナシ 

用紙び切れたり、トナーび無くなったり、紙づまり 
となった場合、メモ U —で代行受信をするとき「ア 
1」」にします。 

ホつ 

ァ1」 

024 

縮ル受信 

1 

固定 

縮ル受信の設定をします。 

固定： No . 02已で設定した縮ル率で受信します。 
自動： 受信した原稿の長さに合わせて縮ルします。 

ホつ 

自動 

02已 

固定縮ル率 

70 

7日％ 

No . 024で縮ル受信を「固定」にしたときの縮ル率 
を設定します。 

—— 

—— 

*100 

1日日％ 

026 

ポー1」ングパスワード 


(--) 

ポー U ング通信をするとさに使ラ4巧のパスワード 
です。 

027 

ポー U ングファイル 
保を 

*1 

ナシ 

「ア U 」 にすると、ポー U ング送信したあと、原稿を 
メモ1」一から消去しません。 

2 

ァ1」 

028 

メモ1」一済スタンプ 

1 

ナシ 

「ナシ」にすると、メモ U - 送信のときに、原稿をメ 
モ U —に蓄積した時点で済スタンプを巧しません。 

ホつ 

ァ1」 


r 


く次ぺージへつづく > 
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登録編 


システム登録 


No 

項目 

設定値 

sn* 申 

な疋 

内容 

031 

通信エラーファイル 
セーブ 

*1 

ナシ 

「アリ」にすると通信エラーになったファイルをメモ 
U —に保存し、再通信を指定することびでさます。 
(最大 ] 0ファイルまで保存巧能です。） 

2 

ァ1」 

037 

メモ U —受信 


(--) 

セレクトモードのメモ U - 受信 ( F 8-5) を設定して 
いる場合、受信した原稿を印刷するとさのノ（スワー 
ドを設定します。メモ U —受信を設定すると、この 
設定は画面上に表示されません。 

042 

親展ファイル保を 

*1 

ナシ 

親展文書をポー U ングされた後ちメールボックスに 
残すときに「ア U 」 にします。 

2 

ァ1」 

043 

パスワード送信 

*1 

オフ 

送信ノ（スワードを使って、相手とノ（スワード通信す 
るとさ、4巧のパスワードを登録し「オン」または 
「オフ」を選びます。 

2 

オン 

044 

パスワード受信 

*1 

オフ 

受信ノ（スワードを使って、相手とノ（スワード通信す 
るとさ、4巧のパスワードを登録し「オン」または 
「オフ」を選びます。 

2 

オン 

046 

セレクト受信 

*1 

ナシ 

「ア U 」 にすると、ダイヤル番号び登録されている相 

2 

ァ1」 

手のファクスしか受信しません。（防90ぺージ） 

047 

U モート受信 

1 

ナシ 

「アリ」にすると、接続した外部電話機か日、ファ 
クスを U モート受信できます。（《^27ぺージ） 

ホつ 

ァ1」 

〇已] 

遠隔診断 

*1 

ナシ 

遠隔診断などにより各種の診断を行なラ機能です。 

2 

ァ1」 

054 

メモ U —転送 

*1 

ナシ 

「アリ」にすると、受信した原稿を、すべて指定した 
宛先へ転送でをます。メモ U —転送する宛先、受信し 
た原稿の本機でのプ U ント指定、をセットでをます。 

2 

ァ1」 

067 

受信2イン]/両面 

1 

ナシ 

吕イン！ ： A 已サイズの原稿を2枚受信したとき、 
A 4 サイズの用紙]枚の片面にまとめてプリントし 
ます。 

ホつ 

2イン] 

3 

向を 

両面： A 4 サイズの原稿を2枚ち信したとを、 A 4 サ 
イズの用紙]枚の両面にまとめてプ U ントします。 

071 

親切受信 

*1 

ナシ 

相手び送信のファクス（ポー..ポー..音）の場 
合、自動的に受信に切替わります。 

2 

ァ1」 

075 

オプション八ンド 
セット 

*1 

ナシ 

オプシヨン八ンドセットをお使いのときに設定します。 

2 

ァ1」 

077 

ューヴー別管理 

*1 

ナシ 

ユーヴー別管理機能を設定します。 

2 

ァ1」 

082 

クイックメモ U - 送信 

1 

ナシ 

クイックメモ1」一送信を目受定します。「ア1」」にする 
と、 ADF か日]ページ目の原稿をメモ U — に読み 
込んだ時点で送信を開始する機能です。 （ 複数宛先 
の場合は、クイックメモ1」一送信となりません。） 

ホつ 

ァリ 

096 

NTT ファクシ SU 
通信網 

1 

ナシ 

ファクシ SU 通信網加入時、第2発信音を検巧する 
場合は 「 SDT 」、 しない場合は 「 Timer 」 にします。 
(防]已已ぺージのお知らせ 3) 

2 

SDT 

*3 

Timer 
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No 

項目 

鼓定値 

sn * 申 

巧疋 

内容 

099 

メモ1」ーサイズ 
(フラッシュ） （2MB) 



オプションの「メモ U- 力ード」の取り付け状態を 
確認します。（メモ1」ーカードは、取り付け時に自動 
認識しますので設定はありません。）（オプションの 
設置により設定は変わります。） 

104 

中継情報 

1 

ナシ 

短縮ダイヤルとワンタッチダイヤ j レの付加情報を設 
定します。 

ホつ 

ア1」 

118 

自動 FAX 切替え 

1 

ナシ 

コピーモード時に電話番号入力を検知して自動的に 
FAX モードに切替えます。入力するが数で切替える 
設定をします。 

2 

4巧 

3 

已巧 

*4 

己が 

5 

7巧 

6 

8巧 

120 

細密文字サイズ 

*1 

400 dpi 

「サイミツ」の文字サイズ設定を選択します。 
(カラーモードで「サイミツ」を遇択した場合は、 
300 dpi 固定です。） 

2 

600 dpi 

140 

LAN 中継送信指示 

*1 

ナシ 

「アリ」にすると、 LAN 経由の中継送信の指示を行 
います。 

2 

ア1」 

142 

LAN 中継機能 

1 

ナシ 

けシ」にすると、 LAN 中継動作を行いません。 

ホつ 

ア1」 

143 

LAN 中継結果返送 

1 

オフ 

LAN 中継の結果を指示元に返送するとさの条件を 
還びます。 

ホつ 

全て 

3 

未通信 

145 

From 欄還択 

*1 

ナシ 

発信元やメールの From 欄の内容を遇べるようにす 
るときに、「アリ」にします。24個のユーヴー名称 
(最大2已文字）とメールアドレス（最大己0巧）を 
登録でさます。 

2 

ア1」 

146 

POP 取得間隔 

—— 

日〜目日分 

POP サーパ'ーヘメールの到着の確認をする間隔を 
設定します。 

*3 

147 

POP 自動受信 

1 

ナシ 

けシ」にすると、 POP 取得時、自動受信しません。 

ホつ 

ア1」 

148 

POP 後メール削除 

1 

ナシ 

けシ」にすると、 POP 受信後メール削除しません。 

ホつ 

ア1」 

149 

POP エラーメール 
削除 

*1 

ナシ 

r ア1」」にすると、 POP サーバーに受信できないメー 
ルび来たときにこのメールを削除します。 

2 

ア1」 

] 已〇 

送達確認返送 

*1 

ナシ 

LAN 受信時の結果を送信元に返送するとき「アリ」 
に設定します。 

2 

ア1」 

] 已] 

メ ー J レヘッダー表示 

1 

全て 

メールを受信したとさにプ U ントするヘッダーの内 
容を設定します。 

ホつ 

編集 

3 

オフ 

] 已2 

SUB ルーティング 

*1 

ナシ 

サブアドレスによるルーティングを行うときに「ア 
1」」にします。 

2 

アリ 


く次ぺージへつづく > 
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システム登録 


No 

項目 

設定値 

sn* 申 

巧疋 

内容 

153 

数字 ID ルーティング 

*1 

ナシ 

数字のによるルーティングを行うときに r アリ」に 
します。 

2 

ア1」 

] 已4 

ルーティング時 
From 欄 

*1 

指示局 

ルーティングにより、 LAN へメールを送るときの 
From 欄の内容を選びます。 

2 

中継局 

] 已已 

ルーティング時 
プリント 

*1 

未通信 

ルーティング時に、受信した原稿を自局でプリント 

2 

全て 

する旨受定化選びます。 

156 

メモ1」一転送時 
プリント 

*1 

未通信 

メモ U —受信したファクス、またはメールを転送す 
る際、全て印刷するか、または転送び未通信の場合 
のみ、印刷するかを還択します。 

2 

全て 

157 

管理レポート送信 

*1 

ナシ 

「アリ」にすると、管理レポートを登録された宛先へ 
送信します。 

2 

ア1」 

158 

メールリモート登録 

*1 

ナシ 

メールによる PC か日登録取出しを行うとき r ア1」」 
にします。 

2 

アリ 

159 

サブジェクト登録 

*1 

ナシ 

送信の度に件名 （Subject) を記入できるようにす 
るかどうかを還択します。 

2 

ア1」 

160 

デフォルトドメイン 

1 

ナシ 

直接アドレスを入力して送るとき、自動的にドメイ 
ン名をつけたいとさ「ア1」」にします。 

ホつ 

ア1」 

162 

TIFF ビューァ URL 

1 

ナシ 

メールのメッセージ中に URL アドレスを入れると 

ホつ 

曰が 

き1し吕目台の旨受化します。 

3 

英文+日本又 

163 

ルーティングヘッダー 

*1 

ナシ 

ルーティング時に、ルート局のヘッダー情報を付け 
るとさに「ア1」」にします。 

2 

ア1」 

164 

LAN 送信ヘッダー 

*1 

付加 

デフオルトドメインに登録されている同ドメイン内 
に原稿を送信する場合、へッダーを印刷するかどラ 
かを選択します。（スキャナーとして使ラ場合に便利 
です。）ただし、デフオルトドメインじ(外のドメイン 
へ送信する場合は、設定び「ナシ」になっていてち 
ヘッダーは付加されます。 

2 

ナシ 

168 

CC/BCC 宛先 

*1 

ナシ 

CC/BCC 宛先指定の設定をします。 

2 

ア1」 

170 

SMTP 認証 

(防お知日せ2 ) 

*1 

ナシ 

SMTP 認証び必要かどラかを還択します。設定を 
「アリ」にした場合、ユーヴー名とパスワードを入力 
でさます。 

2 

ア1」 

171 

SMTP 時 POP 確認 
お知日せ2 ) 

*1 

ナシ 

POP での SMTP 認証び必要かどうかを選択します。 
(ネットワーク管理者にご相談ください） 

2 

ア1」 

172 

ダイレクト IFAX 
送信 

*1 

ナシ 

ワンタッチ/短縮ダイヤルへの登録時、インター 
ネット通信時にダイレクト IFAX (インターネット 
FAX) 送信を行なラかどラかを還択できます。 

2 

ア1」 
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No 

項目 

設定値 

sn* 申 

巧疋 

内容 

173 

送達確認要巧 

1 

オフ 

インターネットファクスで送信するとさに、送達確 
認要巧 （ MDN ) をするかどラかのデフォルト設定を 
選択でさます。送達確認要巧の設定はセレクトモー 
ド ( F 8-2) で送信毎に設定び巧能です。送達確認び 
宛先側か日返信されると、通信管理レポートに通信 
結果を記録します。 

ホつ 

オン 

174 

APOP 認証 

(防お知日せ2 ) 

*1 

ナシ 

APOP による認証を行なうかどうかを遇択します。 
(この設定はサーパ'一に依をするちのです。ネット 
ワーク管理者にご相談ください） 

2 

ァ1」 

17已 

発番号ルーティング 

*1 

ナシ 

発信者番号によるルーティングをする場合に「アリ」 
に設定します。送信側ファクスから送日れてくる発 
信者番号で本機に登録されている宛先にルーティン 
グすることび巧能です。（発信を番号通知（ナンバー 
ディスプレイ）を契約時は、必ず「アリ」に設定し 
てください。「ナシ」のままですと、ファクス受信で 
さません。） 

2 

ァ1」 

176 

ダイヤルイン 
ルーティング 

*1 

ナシ 

モデムダイヤルインサービスをご利用されている場 
合に r ア1」」に設定します。モデムダイヤルインサー 
ビスで登録されている電話番号で、 本機に登録され 
ている宛先にルーティングすることび巧能です。 

2 

ァ1」 

177 

送信ファイルタイプ 

*1 

TIFF/JPEG 

送信ファイルタイプのデフォルト値を設定します。 

2 

PDF 

183 

カラー添付ファイル 

*1 

1ページ 

] 宛先にカラー原稿を複数ページ送信するとさ、全 
ページを]ファイルで送信 （E メールに添付される 
ファイルサイズは大きい)、または]ページごとに 
] ファイルを送信 （E メールに添付されるファイル 
サイズはルさい）を遇択します。 

(同報宛先指定の場合はファイルの分割はされませ 
ん。また、カラー原稿送信はファイルサイズび大さ 
くなるため増設メモ U —力ードを装着することをお 
勧めします。） 

例：10ページのカラー原稿を]宛先へ送信するとき 
. 1ぺージ： ] 0回 （ 1ぺージ毎に）に分割し 、 E 
メールを送信します。 

• 複数ぺージ：] 回 （] 0ページ全て）で E メール 
を送信します。 

2 

複数ページ 


( お知らせ) 1.アスタリスク（つび付いている設定値はお買い上げ時の設定をおします。また、お買い上げ時 
- の設定と現在の設定は、システム登録|」ストをプリントしてお認でをます。 （0^ 176ぺージ） 

2. SMTP サーバーまたは POP サーバーび AP 0 P 機能をサポートずる場合、「ア1」」を選択できます。 

3. NTT コミュニケーシヨンズびファクシミ U 利用者向けにヴービス（有料）している「ファク 
シ sua 信網 （ F ネット)」を利用でをます。遠くの相手とをく通信する場合には、通常のファ 
クス通信より経済的です。 

ファクシ SU 通信網の機能.利用法についての詳しいことは、お近くの NTT コ S ュニケーシヨ 
ンズ窓□にお問い合わせください。 
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阴 L 登録編 


中継自局情報の登録 


中継局を使って通信をするとき、自局の情報を登録し 
ておく必要びあります。 

. あらかじめ、システム登録の「104 中継情報」 を 
「アリ」 にしておいてください。 

. 中継自局情報には、次の内容び登録でさます。 

自局のダイヤル（最大已2お） 

中継局に登録されている、自局の指示番号（ネット 
ワークアドレス） 

中継ネットワーク内で使ラ暗証番号（ネットワーク 
パスワード） 






レポート返送先（最大 5 2 巧）を 
入れ、 L セット I を巧す 




ネットワークパスワード （4 析) 
を入れ L セット」 を巧す 


( お知 b せ J 1 . 中継自局情報の登録を途中でやめるときは、 I ストップ I を押してください。 

2. 自局電話番号に登録でさるのは、数字、*、#、 I -ーン、ポーズの最大巳2巧です。 

3. 自局電話番号、レポート返送先、ネットワークパスワード、自局ネットワークアドレスを変更する 
ときは、各き録手順で I ク U ア ー I を押してから入力しなおしてください。 
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自局のダイヤル番号（最大已2 


巧）を入れ L セット」 を巧す 


6 


.キョクネットワ-クアト'' レス 

I 


7 


自局ネットワークアドレス 
( 2巧）を入れ I セット J を巧す 




〕□□□□ □□□ 〇 〇 〇 I 

iGDOOO 000 r~s Q Q 

t^aoao ao 


〇 〇 〇 ◎ <3 
〇 〇 〇 


ストツプ 




待機状態に戻ります。 



登録編 
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登録編 


メールリモート登 



■概要 


コマンド+パスワード 




編集 

バックアップ 


コマンド+パスワード 

set / parameters 
1 abbr 



インターネットフアクス 

更新または再登録 
• インターネットパラメーター 
• アドレス帳（ワンタッチ/短縮 
ダイヤル） 


■ 各種情報の登録または取り出し 

自局情報のインターネットパラメーター、ワンタッチ、短縮ダイヤル、通信管理レポート等を、 PC か日 
本機へ E メールを送信することにより登録もしくは内容の取り出しをすることびできます。この機能を利 
用するには、あ日かじめシステム登録の n 己 8 メールリモート登録」 を 「アリ」 に変更してください。件 
名 " Subject ” をコマンドラインフイールドとして利用することにより、なの機能をご利用できます。 



" Subject :" 行に入力する〕マンド 

機能 

1 

#set parameters ( passworcl )# 

インターネットパラメーターの登録 

2 

林呂 et pa 「 amete 「 s ( passw 日 「 d )# 

インターネットパラメーターの取り出し 

3 

#set abbr ( password )# 

ワンタッチ、短縮ダイヤ j レの登録 

4 

#get abb「(passw 日 「 d )# 

ワンタッチ、短縮ダイヤルの取り出し 

5 

#get jnKpassword )# 

通信管理レポートの取り出し 


" set " :登録するとき 

" get " :取り出しをするとき _ 

" parameters " : インター ネツ トパラメーター 
" abbr " ：アドレス帳 
" jnl " :通信管理レポート 

" password " : U モートパスワード（インターネットパラメーターで設定) 
(例：] 234已日7890)。パスワードの両端はカッコ" （）" で囲みます。 
コマンドの両端は#で囲みます。コマンドラインは半角文字で入力します。 






■ インターネットパラメーターのメールリモート登録 

この機能は、 PC か日 E メールを本機へ送信することにより、便利にしかも簡単にインターネットパラメー 
夕一を設定することびでさます。 なのパラメーターび、 PC か日 U モートで登録でさます。その他のパラ 
メーターは、本体側で自局情報の登録をしなければなりません。（〇^已4ぺージ） 

. FROM 選択 （ ユーヴー名：最大2已文字まで） 

• デフオルトドメイン 
. セレクトドメイン（最大] 0件まで） 

• 中継許可ドメイン（ I 」レー送信指示を許可するドメインを最大] 0個まで登録可能） 

. I 」モートパスワード 
• 管理者メールアドレス 
• 中継用パスワード 

. ドメイン名（中継許可ドメイン名：最大30文字まで） 

• コ S ュニティー名 
• デバイス名 
. デバイス□ケーシヨン 


本機は、 PC による E メールの件名" Subject ” に入力されたコマンドを解析し、インターネットパラメー 
夕一の登録または取り出しを実行します。 

件名" Subject ” へは、次の2つの〕マンドタイプび入力できます。 


1 ) データの 登録を： #set 

する I こ I ホ parameters (password) # 

と入力ずる。 


2 ) データの 取り出： #get 

しをするには parameters (password) # 

と入力します。 


パスワードは、本機のインターネットパラメー 
夕一 （ 自局情報）で設定した U モートパスワード 

です 

(巧り：1234已己 7890) 

このコマンドラインをご利用になりますと現在の 
設定値は削除され上書さされてしまいます。なの 
160〜 ] 日日ページに説明する取り出しを最初に 
実行し、編集したあとに登録する方法をお勧めし 
よ^ 〇 

パスワードは、本機のインターネットパラメー 
夕一 （ 自局情報）で設定した U モートパスワード 

です 

(巧り：1234已己 7890) 


( お知らせ)1 .この機能を有効にずるには、システム登録の「1 日 8 メールリモート登録」 を 「アリ」 に 
します。（臨 1已4 ぺージ） 
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メールリモート登 



■ 各種情報の取り出し 

現在の各種情報の取り出しには、本機の E メールアドレスへ、 LU 下に示す〕マンドラインを件名’’ Subject ” 
に記述してテキストメールを送信します。 


• #get parameters (password)# (インターネットパラメーター（自局情報）の取り 

出し） 

• #get abbr (password)# (アドレス帳の取り出し） 

• #getjnl (password)# (通信情報の取り出し） 

このパスワードは、本機の自局情報へ登録された U モートパスワードです。セキュ U ティー確 
保のために、 U モートパスワードは常に設定してください。 Cc 、 Bcc などの欄は空欄で送信 
してください。 


インターネットパラメーターの E メール例 



(1) 宛先 （To ) 
差出人 （From ) 


件名 （ Subject ) 


本機の E メールアドレス 

新規の E メールメッセージを作成するとさ、このフィールドは通常は表示され 
ませんび、デフオルト E メールアドレスび入っています。このフィールドは、 
インターネットパラメーターの受信とエラーメッセージの通知に使用されます。 


データの取り出しをするには:#吕 et parameters ( passworcl )# と記述してくだ 
さい。 

#get abbr ( password )# 

#get jnl ( password )# 


通信管理レポートの取り出し 

通信管理レポートの取り出しをするには、件名" Subject ” にじ(下のコマンドを入力した[メールを、本機 
の E メールアドレスに送信します。 

# getjnl ( password )#: このパスワードは、本機の自局情報に登録された U モートパスワードです 
(巧 y :1234已己7890 )。 

通信管理レポートは、この E メールを送信した PC に返信されます。 

通信管理レポートの取り出しをした後、固定幅のフォント（例えば、ターミナルやクーリエ）に変換して、 
取り出した通信管理レポートの内容を PC 上で位置合わせしてください。 

本機の自局情報に登録された管理ちの E メールアドレスに、通信管理レポートを送信したことを知らせる別 
の E メール （"Internet Fax Return Receipt ") び送信されます。 
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■ 取り出し、または編集をしたインターネットパラメーターおよびアドレス帳のバックアップ 


インターネットパラメーターまたはアドレス帳の取り出し、編集をした後、バックアップ用としてテキス 
卜形式 （. txt ) のファイルで保存します。 

各種情報の変更を行ラには L ソ下の手順に従います。 

1. 新規メッセージの作成を行い、 To 、 From 、 Subject の各欄へなページのように記入します。 


宛先 （To ) 
差出人 （From ) 

件名 （ Subject ) 


本機の E メールアドレス 

新規メッセージを作成する時には表示されません。通常このフィールド 
には、あ日かじめ設定されているデフォルトの E メールアドレスび入り 
よ 〇 

データ登録のためには #set parameters ( passworcl )# または 

#set abbr ( passworcl )# と記述してください。 



2. バックアップされた各種情報のテキストファイルを開いて、新規メッセージを本文へ貼り付けます。 

3. エラーとな日ないよラに 、 E メール本文にヘッダー情報びある場合は削除してください。’’ザ’に続く情 
報は削除してち、そのまま残しておいてちかまいません。本機では無視されます。 

4. 設定内容の編集を行います。 

已.すべて完了した5、ファイルを別名で保存を還択して、拡張モ . txt でバックアップ用として保存して 
ください。 

6. 編集された各種情報を本機へ E メールにて送信します。 
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インターネットパラメーターの編集、またはバックアッ 



インターネットパラメーターの E メール例 



(1) 宛先 （To ) 
差出人 （From ) 


件名 （Subject ) 


本機の E メールアドレス 

新規の E メールメッセージを作成するとき、このフィールドは通常は 
表示されませんび、デフオルト E メールアドレスび入っています。 

このフィールドは、インターネットパラメーターの 受信と エラーメッ 
セージの通知に使用されます。 

データを登録するには # set parameters ( passworcl )# と記述してくだ 
さい。 


162 

































(2) ©sender ©end :発信を （From ) 情報を （2) の ©sender © end の間に記述します。 

24個じ(内で発信を選択用ユーヴー名称、メールアドレスを登録します。 
さデータの区切りにセ S コ□ン（:）を記入します。じ(降のフィールドび空 
白の場合は、各区切り毎にセミコ□ン（:）を挿入します。 

さ発信者選択用の記述データは、単一行で完結する必要びあります。 
構文はく発信者選択番号>:くユーヴー名称>:くメールアドレス> 

( a ) 01〜24 :発信を選択番号の表示 
(がユーヴー名称 （ カナ英数字で最大2已文字） 

(C) メールアドレス（最大己0文字） 

(3) © select-domain :セレクトドメイン名を （3) の @ select - clomain 〜 @ end の部分へ記述 

@end します。 


(4) @「 elay-clomain 〜 
©end 

(已 ） ©system 〜 ©end 


(己）眉 ) mib 〜 (Send 


セレクトドメイン名を最大]0個まで登録します。 

ドメイン名を （4) の @「 elay - clomain 〜 @ end の部分へ記述します。 
インターネット FAX か日一般 FAX へ LAN 中継送信を許可するドメイ 
ン名を最大] 0個まで登録します。 

インターネットパラメーターを（已）の @ system 〜 © end の部分へ設定 
します。 

登録するインターネットパラメーターは;欠の通りです。 

( a ) デフォルトドメイン（最大30文字） 

構文は domain ： くデフォルトドメイン〉 

(が管理者メールアドレス（最大己0巧） 

構文は manager ： く管理をのメールアドレス> 

(C) 中継用パスワード（最大] 0文字） 

構文は relay : " く中継用パスワード> " 

例にな日って""で中継用パスワードを囲む必要びあります。 

(が U モートノ（スワード（最大] 0文字） 

構文は remote : "< U モートノ（スワード >" 

例にな日って""で I 」モートパスワードを囲む必要びあります。 

@ mib か日 © end までの区画で、設定する MIB です。じ(下のインター 
ネッ トパフメーターを登録してください。 

( a ) コミュニティ名 （1) (最大32文字） 

構文： com _ namel :くコミュニティ名 （1) > 

(がコミュニティ名 （2) (最大32文字） 

構文： com _ name 2: くコミュニティ名 （2) > 


(C) デバイス名（最大32文字） 

構文 ： device : くデバイス名> 

( d ) デバイス位置（最大32文字） 

構文 ： location : くデバイス□ケーシヨン> 

(7) 本機ヘメールを送信してインターネットパラメーターを再設定する前に、このヘッダーを削除する必 
要びあります。 

旧）本機は、’’#’’に続く情報を無視します。そのままの状態で残すか、削除することびできます。 
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ドレス帳（ワンタッチ/短縮ダイヤル）の編集 


アドレス帳（ワンタッチ/短縮ダイヤル）の E メール例 



(1) 宛先 （To ) 
差出人 （From ) 

件名 （Subject ) 


本機の E メールアドレス 

新規 E メールメッセージを作成する時、通常このフィールドは表示されませ 
んび、デフオルトの E メールアドレスび入っています。このフィールドは、 
アドレス帳データの受信とエラーメッセージの通ミ日に使用されます。 
データを登録するには 、 #set abbr ( passworcl )# と記述してください。 
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む知 b せ ji . r 宛先名称」じ(外は半角文字で入力してください。 

- ' 2.しソ下の場合 、 E メール経由での登録はできません。 

• 通信予約びある場合 
. LAN ボードび動作中の場合 

3. E メールで登録を行ったを、登録結果の E メールび返信されます。 

4. ご利用のメールアプ U ケーシヨンによってはある一定の巧数に達すると、本文途中で自動的に改 
行を行ラものびあります。その場合は、自動改行送りを無効にする、一行あたりの巧数を増やす 
等の対応をしてください。 
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(2) @ begin 〜 @end : @ begin 〜 @ end の間にアドレス帳のデータを記述します。 

情報を編集、削除します。 

各データフィールドの区切りにセ S コ□ン（:）を記入します。じ(降のフィール 
ドび空白の場合は、各区切り毎にセミコ□ン（:）を挿入します。 

各記述データは、単一行で完結する必要びあります。 

剧 ist 〜 © end で記述した内容で構文を指定します。 @ be 旨 in の前に 
© begin -© end を使って構文を指定していない場合は、デフォルトの構文 
は次の通りになります。 

く登録番号>:く宛先名称>:く宛先のアドレス>:く通信モード>:くルー 
ティングサブアドレス> :くルーティング数字 ID > : 

( a ) 登録番号：登録されるアドレス帳番号 00] 〜1日〇 :1001〜] 032 
のアドレス帳を示します。撮大200個） 

( b ) 宛先名称：登録される宛先名称（かな漢字英数字で最大20文字） 

(C) 宛先のアドレス ： E メールアドレス（最大己0文字）または電話番号 

(最大已2巧） 

( d ) ルーティングサブアドレス：ルーティングに使用されるサブアドレス。 
(最大20巧） 

( e ) ルーティング数字 ID :ルーティングに使用される数字 ID 番号。（最大 
20巧） 

の電話番号の場合、シャープ記号讲）の後に入力します。 

(3) ©program : @ p 「 o 旨 ram と © end の間にグループダイヤルまたは POP 手動受信キーとし 

©end て登録されるプ□グラムのデータを記述します。 

( a ) プ□グラム： P 0] 〜08 

( b ) POP キー名称：登録される POP キー名称（かな漢字英数字で最大] 0 
文字） 

(C) POP :プ□グラムキーを POP 手動受信キーとして登録するための構文。 
構文は" < P 0 P キー名称 >" P 0 P 

( d ) POP ユーヴー名：登録される POP ユーヴー名（最大40巧の英数字） 
似 POP ノ（スワード：登録される POP ノ（スワード爆大] 0巧の英数字） 
の E メールの受信後に POP サーバー上の E メールを削除するかどラかを 
設定します 。 （off :削除しません、 on : 削除します） 

(旨）グループダイヤル名称：登録されるグループダイヤル名称（かな漢字英 
数字で最大20文字）構文は’’< グループダイヤル名称 >:<キー名称 >" 
キー名称：登録されるグループダイヤルのキー名称（かな漢字英数字で 
最大] 0文字）（必ず記述してください） 

( h ) GROUP :プ□グラムキーをグループダイヤルとして設定するための構 
文。構文は"< グループダイヤル名称>:< キー名称 >’’ GR 0 UP 
の登録番号：登録されるアドレス帳001〜]己 □ :短縮ダイヤル番号 00] 
から 160までを表示します（最大] 00宛先）。 1001-1 032: 01 
か日32のワンタッチを表示します。 P 0] 〜 P 08: プ□グラムキーを 
表示します。 （ P ] か日 P 8 をワンタッチとしてプ□グラムします） 

(4) 本機へメールを送信してインターネットパラメーターを再設定する前に、このヘッダーを削除する必 
要びあります。 

(已）本機ん"#’’に続く情報を無視します。そのままの状態で残すか、削除することびできます。 





登録編 


ドレス帳（ワンタッチ/短縮ダイヤル）の編集 


■アドレス帳全体の削除 

本機のアドレス帳のデータ全体を削除する場合は 、 E メールの本文にじ(下のコマンドを入力します。 


©command 

delete 

©end 


このコマンドを @ be 吕 in 〜 @ end ブ□ックの前に挿入して、アドレス帳のデータ全体を削除し、新しい 
データでアドレス帳を再設定することちできます。 

この方法を使用すれば、本機か日返信される E メールに「上書さ警告メッセージ」は表示されません。 

アドレス帳のデータ全体を削除するには、 E メールの件名’’ Subject ” の行にじ(下のコマンドを入力します。 


#set abbr(password)# :このパスワードは、本機の自局情報に登録された U モートパス 

ワードです。このコマンドを送信する前に、 ] 巨〇〜]巨已ぺ一 
ジで説明するデータの取り出しと編集の手順に従って、 PC へ 
の既をデータの受信とノ（ックアツプを実行してください。 



( お知ら サ） ]." delete" を行った場合、アドレス帳の内容は削除され、お買い上げ時の状態となります。 
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-スト'ソフ • 

n 画 

待機状態に戻ります 


2: SDT (2 nd ダイヤ 
ル!ン） 

3: Timer 

例：③ 



NTT コミュニケーシヨンズのファクシミ U 通信網を利用して通信することびできます。 F 網通信をお使いに 
なるときは、 NTT コミュニケーシヨンズとの利用契約び必要です。お近くの NTT コミュニケーシヨンズ窓 
口にお問い合わせください。 



_ _ …" II 区 


96 NTT ファクシミリツウシンモウ 

I 

96 NTT ファクシミリツかンモウ1 

1:ナシ 

I 

3 :Timer 1 


設定を変更する 


( お知らせ) 1. F 網通信をご利用になる場合は、シャットダウンモードは使用しなし、でください。シャットダウ 
- ンモードになると、正常なサービスびご利用でさな<なります。 



登録編 
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■ J スト•レポート 


通信管理レポート 


r 通信管理レポート」は、 
最新の200通信の記録 
です。これは200通信 
ごとに自動的にプ I 」ント 
されますび（心お知らせ 
1)、なの手順でプリント、 
またはディスプレイで確 
認することちできます。 





通信管理レポートサンプル 







(1) 


(2) 


********* ♦★♦ 女 * 

-ツウシン センリ レ ； r — 

1 ******** 

******* 

****** ****** yyyy-MM-dd 

******** 

** 1 己 : 00 

* ♦ 女 * ♦ P 1 

(3) (4) 

(5) 

{ 目） 

(7) 

(8) 

(9) 

(10) 

(11) 

(12) 

N0 .ケッカ 

マイスウ 

ファイル 

ツウシン ' ン、.カン 

モ - 卜 、. 

アイテサキ （ ID/TEL NO.) 

ヒツ''ケ 

シ ''つ ク 

ツウシン ] -r 

001 OK 

001 /001149 

00:00:52 

ツウシン 

が 15 

MM-dd 

20:04 

C8444B0 577000 

002 -- 

001 /001151 

00:00:02 

ツウシン 

TEST 

MM-dd 

20:07 

01 STN(S) LAN 

003 -- 

003/003 

153 

00:00:20 

ツウシン 

fax@nwfax1 

MM-dd 

20:09 

01 STN(S) LAN 

004 OK 

003 

154 

00:00:21 

シ'ュシン 

fax@nwfax1 .rdmg.mgcsMM-dd 

20:10 

LAN 

005 OK 

001 

155 

00:00:19 

シ'ュシン 

215 

MM-dd 

20:11 

C0542B0 577000 

006 63 4 

000/003 

156 

00:00:00 

ツウシン 

が 16 

MM-dd 

20:14 

0800420000000 

007 408 * 

( 

003 

( 


00:02:14 

( 

ツウシン 

が 1 7 

MM-dd 

( 

21:17 

004044 OA 30080 

1 

) 

049 OK 

) 

000/001 

159 

) 

00:00:07 

ツウシン 

)) 

TELXMT 

) 

MM-dd 

20:18 

\ 

CA 40462000000 

050 OK 

001 /001 

160 

00:00:16 

ツウシン 

TELXMT 

MM-dd 

20:19 

C8444B0 577000 






<< ソ 心 -y A >> 









(13) 









-"。ナ ソニック 



*** UF - 9000 * 

f * * * ****** 

r ***** * 

******** . he/^d office - ***** - 

201555 1212- 

********* 




(15) 



(14) 




ディスプレイでの表示サンプル 


日付' 時刻 



01/12 

12:00 

OK POl 

ソウシン立 

5551234 

A 


通信の種類 

ソウシン 
ジュシン 
PTX/PRX 
テンソウ 

送信 

受信 

ポー IJ ング 
メモ U —區送 


相手先のの、名称、 
電話番号またはメー 
ルアドレス 



通信結果 

OK 

通信完了 

M-OK 

^モ U —受信完了 

ビジー 

回線使巧中 

テイシ 

通信中にストップキーび押された 

P-OK 

原稿読取中のメモ U —オーノ（ーフ□一ちしくは原稿詰まり 
読込済み原稿の送信は完了 

B-OK 

バッチ送信完了 

R-OK 

LAN 中継または親展通信完了 

LAN 送信（お知5せ 2) 

3巧の エラーコー ド：通信 エラー （唆18日ぺ ージ） 

通信完了ぺ- 

—ジ数 


スク □ー ル マーカー 

A 

V 

■ 

上へスク□—ル 
下へスク□—ル 

1通信のみ 


C お知らせ^ 


1 . 通信管理レポートの自動プ U ントを解除したい場合は、システム登録の「013 通信管理レ 
ポー りを けシ」 に変更してください。（防 1 已 1 ぺージ） 














































































ファイル番号 
通信時間 
通信の種類 


相手先 


:; a イミ □ 

通信開始時刻 
診断 


発信元 
数字の 
文字 ID 


(已）送受信したページ数 


フリント L 4 aj 

②：通信管理レポートの 
ディスプレイ表示 


[4b-1] I4b-2I 


ツウシン r ノリ カ'’メンヒヨウシ'’ 


ナイヨウハ V へホ‘' タンテ‘' I 

1:ソウシンパ2:スへ''テ 


ヵクニンシテクタ’、サィ I 


例：② 


困困を巧すことで各通信を 
スク□ールできます。待機状 
態に戻るには I ストップ I を巧 
します。 


月-日） 


yyyy - MM-dd (年 
hh:mm (時：分） 

001-200 

0 K :通信完了 

M -0 K : メモ U - 受信完了 

ビジー ：回線使用中 

テイシ ：通信中にストップキーび押された 

P — 0 K :原稿読取中のメモ U —才ーパ'—フローちしくは原稿言吉 

まり。読込済み原稿の送信は完了 
B -0 K :バッチ送信完了 

R - 0 K : LAN 中継または親展通信完了 

- : LAN 送信（防お知日せ 2) 

3巧エラーコード：通信エラー(防] 80ぺージ） 

3巧の数字は送受信枚数 
* 印は相手機異常 

001〜999(それぞれの通信にファイル番号び付与されます。） 
hh : mm:ss (時：分：秒） 

ソウシン ：送信 

ジュシン ：受1己 

ポーリング ：ポーリング 

テンソウ ：メモ U - 転送 

相手先名または電話番号/メールアドレス 

な番号 ：直接ダイヤル番号 

番号のみ ：相手の ID ナンバー（電話番号） 

メールアドレス 
MM-dd (月一曰） 
hh:mm (時：分） 

サービスマンのみ 
STN ( S)LAN : 

( MDN)LAN : 

2已文字まで 
20巧まで 
16文字まで 


LAN 送信 

通達確認付さ LAN 送信 




ツウシンカンり力にン 


* フ。リントシテイマス* I 

1:フ°リント2:力'’メンヒヨウシ'’ 


ツウシンカンりレホ° - 卜 I 


①：通信管理レポートの 




f4b^ 


3 


678 
__ • 




\ 1 /\ 1 /\ 1 / \ 1 /\ 1 /\ 1 / 
012 345 

I— T— T— T— 
/C/C/IK /K/C/IK 


c お知らせ） 


2.メールによる同報送信は1回の送信として記録されます。 











リスト，レポート 


通信結果レポート 


通信するたびに、通信結果の内容を表すレポートをプ U ントすることびでさます。 

• お買い上げ時の設定では、結果レポートは未通信になったとさだけプ1」ントされます。 

• システム登録の「 012通信結果レポート」 (0^ 151ぺージ）の設定により、通信結果レポートのプ U ントち法を選 
択ずることびできます。 

• メモ U —送信時はプ U ントした通信結果レポートに、送信を指定した原稿を付加します。 


通信結果レポートサンプル（複数宛先指定時の例) 


****** 

女***** 

ツウシンケ7カレホ 。 

^卜 ********************** d * 

******** 15,グ^0 * * 

女 




(2) 

(3) 


トト、、 = 

メモリ-ソウシン 


カイシ = MM-dd 14:50 

オワリ = MM-dd 

15:00 

ファイル 

N 0.= 050 (4) 




{5) 

(6) 

(7) 

( S ) 

(9) 

(10) 

アテサキ 

ケッカ 

ワンタッチ/ 

アテサキメイ/メ-ルアト'レス/テ''ンワ/、'•ン T ’ ウ 

マイスウ 

ツウシンシ''カン 

ウケツケ 

No . 

タンシク 




001 

OK 

<01 > 

サ-ヒ.ス 

001/001 

00:01:30 

002 

OK 

<02> 

エイ辛。ョウ 

001/001 

00:01:25 

003 

407 

<03> 

ケイり 

000/001 

00:01:45 

004 

ヒシー 

巧 

0211111234 

000/001 

00:00:00 




-/、。ナソニック 



* UF - 9000**** 

************ 

*********** /、。ナ、/_け'ク ****** つ01 

55己 1212- ***** 

‘*女 


THE SLEREXE COMPANY LIMITED 

SAPORS LANE - BOOLE - DORSET - BH 25 8 ER 
TELEPHONE BOOLE (94513) 51617 - TELEX 123456 


Our Ref. 350/PJC/EAC 18th January,1972. 


Dr. P.N. Cundall, 
w-.-'i'Joo Surveys T . トイ 



-••- 一 》曰 nations of print density レ .. 

cause the photocell to generate an analogous electrical video aiguai. 
This signal is used to modulate a carrier, which is transmitted to a 
remote destination over a radio or cable coinmuni cat ions link. 

At the remote terminal,demodulation reconstructs the video 
signal, which is used to modulate the density of print produced by a 
printing device. This device is scanning in a raster scan synchronised 
with that at the transmitting terminal. As a result, a facsimile 
copy of the subject document is produced. 

Probably you have uses for this facility in your organisation. 

Yours sincerely, 

nu, 

P ， J. CROSS 

Group Leader — Facsimile Research 







通信結果レポートの内容説明 

(1) 通信モード表示 :通信モード 

(2) 通信開始日-時刻 ： MM-dd hh:mm (月一日時：分） 

(3) 通信終了曰.時刻 ： MM-dd hh:mm (月一曰時：分） 

(4) ファイル番号 ： 00] 〜999(それぞれの通信にファイル番号び付与されます） 

(已）宛先受付番号 ：宛先として受付けた順に番号び付与されます 

(6) 通信結果 : 0 K :通信完了 

ビジー ：回線使用中 

テイシ ：通信中にストップキーび押された 

P — 0 K :原稿読取中のメモ U —才ーバーフローちしく 

は原稿詰まり。読込済み原稿の送信は完了 
R - 0 K : LAN 中継または親展通信完了 

- : LAN 送信（防169ぺージのお知らせ 2) 

3巧エラーコード：通信エラー80ページ）この場合、前 
頁に示すよラに、送信文書の最初のページを 
プ I 」ントします 

(7) ワンタッチ/短縮ダイヤル番：なマーク ：直接ダイヤル番号 

号またはなマーク く nn > :ワンタッチ番号 

[nnn ] :短縮ダイヤル番号 


(8) 宛先名、直接ダイヤルでの電 
話番号/メールアドレス 

(9) 送受信したページ数 ：送受信枚数（通信完了枚数/通信枚数) 

(10) 通信時間 ： hh : mm:ss (時：分：秒） 







登録されているワン 
タッチ/短縮ダイヤル 
およびアドレス帳 I 」ス 
卜をプ I 」ントする。 



ファク; 1/ E ベール 

こ肥/因阳- 


短縮ダイヤルリストサンプル 



リスト，レホート 


ワンタッチ/短縮ダイヤルおよびアドレス帳リスト 



フアンクシヨン 


-ワンタッチタ''イヤルリスト- 


yyyy - MM-dd 


11:11 *** P .01 


(1) 

(2) 

(3) 



ワンタッチ 

アテサキメイ 

メールアト'レス/テ''ンワ /、'' ン T ’ ウ 


(6) 

No . 


(5) [■ル-ティンク''サフ''ァト''レス 

1ル-テインク''化リ V ' ンコ''ウ 

の ろ柄 でを S 巧ろ5ろ=== 

ル-ティンク’’スウ'/ ID 1 

ル-ティングモテ''ムタ'イヤルイン' 

チュ巧 r 乃ィ ■; 

チュウケイキョク/、 

<01> 

Jane Smith 

b む 1)1~5■巧 ^2^^ ‘ 

1212 

212 5551234 

<10> 

<02> 

John Smith 

が01555 3456 

4452 

+ 1201123 4567 

[001] 

<04> 

Panafaxi 

panafaxi が rdmg . mgcs . 
4827 

mei . co.jp 

+ 8103 5251 1234 



トウロクスウ= 03 
【 UF - 9000**********. 


A 。 ナソニック 


A 。 ナソニック 


2015 55 1 21 2- 


ワンタッチリストサンプル 


*************** 夕' -ご，クタ、、イヤル II スト- *****. 

(1) (2) (3) 

タンシュク 巧サキメイ メールアト’レス/_テ、、ンワ/、;ン]、、ウ 

No . が J [■ル-テインク、、サフ—'アト、.レス 

ル-テインク''/、ツハ。ン T ’ ウ 


*y yy y-M M - dd 


[001 ] Jane Smith 

[002] John Smith 

[003] Bob Jones 

トウロクスウ = 003 (4) 

女** U f ♦女*♦♦女* ♦♦女* ★ 


の r チ；巧了 7キス可7の5つ-たす巧^ノ f 


ル-ティングスウ'/ ID ' 

.ルニむングモテ^’ムタ；イヤル 


■ —ピ2の—巧) 5 T の2 ‘ 
1212 


が01555 3456 
4452 


jo nesb @ abcdefg.com 
123456 


212 5551234 


+ 1201123 4567 


2015551212 


**** 11:11*** P .01 

( 6 ) 

チュウケイキョク"'、ン〕..ウ 


< 10 > 


[009] 


A 。ナソニック 


- A 。ナソニック 


2015 55 1 21 2- 
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登録数 

ルーティング情報 
LAN 中継局番号 
G 3 中継局情報 

本機に登録した宛先名の最初の文字 


U ストの内容説明 

(1) ワンタッチまたは短縮ダイヤル番号 

(2) 宛先名 

(3) 電話番号/メールアドレス 


< nn >= ワンタッチ番号、 [ nnn ]= 短縮タイヤル番号 
] 已文字まで 
已2巧まで（電話番号） 

60文字まで（メールアドレス） 

ワンタッチ/短縮ダイヤルにプ□グラムされる電話 
番号 

登録済アドレスの数 



アドレス帳リストサンプル 


* * 女 

************ 

アト'’レスチョウ 

J 了 !^ ********************** 

**v\/yy-MM-dd ********* 

* 11:11 *** P.01 


(2) 

(1) 

(3) 




ァテサキメイ 

ワンタッチ/ 

メ-ルアト'レス/テ—‘ンワ/、''ン〕''ウ 


(6) 



タンシュク 

(■の [■ル-ティンク''サフ''ァト''レス 

ル-ティンク .. 77)'/' ID 1 

チュウケイキヨク " 'ン ]'' ウ 




j ル-ティンク、、ハ'：//、、.ン]、.ゥ 

ル-ティンク”モテ'’ムタ''イヤルイン' 


(8) 



(7) I 了巧で广 ' 巧てつで 7 て 7 —- 

1 ■ュ巧 f ソバ - 


[B] 

Bob Jones 

[003] 

一た ) n 巧な @ ざ口でホづす TcTDTTl 






123456 

2015551212 

— 

[ J ] 

Jane Smith 

[002] 

で 2015551212 

— 





1212 

212 5551234 

<10> 


John Smith 

[001] 

な 201555 34 己 6 

--- 





4452 

+ 1201123 4567 

[009] 

[ P ] 

Panafaxi 

[004] 

panafax1@rdmg.mgcs.mei .co.jp 





4827 

+ 8103 5251 1234 

— 


トウ ロ クスウ = 

0 04 (4) 








- /、。パニック 

- 

* * 女 

UF-9000***** 

*********** 

********** J1 ° 丄 ^^—1 り /7 

- ***** - 201555 

〇 ********* 


\■―/ \■―/ \■―/ \)/ \■―/ 
4 5 6 7 8 
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登録されているプ□グラム 
リストをプリントします。 



1000000000(2 
aooooaoooi 
0000000 aoQ 


フアクス / E 六ール 
(^ 脚 / 区 |^- 眼） - 


プ□グラムリストのサンプル 


リスト•レポート 



プ□グラムリスト 


12:00 [ 001 ] 

19:00 [00 2] 

—— [ 001 ] [ 002 ] 

—— [001] [002] [003] 

-ハ。ナソニック 


タイマ-ソウシン 
タイマ - POL L 
フ。口 r ラム . A 
フ。ロク.ラム . B 


rUF - 9000 


************************** 


- A ナソニック 


***** 


2015 55 1 21 2- 


********* 


* * * ♦** ♦女* * * * ♦* 女 


'ロクうムリスト 


** ♦女* ♦* 女 ♦ * 女* * ♦女女♦女女 ♦* 女 ♦ 


yy yy - MM-dd 


* 女女* ♦ * * 


15:00 


女 ♦ *♦* 女♦女 * * 


( 1 ) 

グログラム 


( 2 ) 

: r ログラムメイ 


(3) (4) (已) 

タイフ。 巧クシ ' ] ク トウ□クワンタッチタンシュク N 0. 



クク。 

ンンフ 

み TTi 

ソホホク 


12 3 8 
P P P P 
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3 


* フ。リントシテイマス 
フ’□グラムリスト 


U ストの内容説明 

(1) プ□グラムキー 

(2) プ□グラム名 

(3) プ□グラムの種類 


(4) 予約時刻 

(5) 登録宛先 


[ P 1] 〜閥 
] 已文字まで 
ソウシン：送信 
ポー I 」ング：ポーリング 

グループ：プ□グラムキーをグループキーとして登録 
ワンタッチ：プ□グラムキーをワンタッチキーとして登録 
ポップ ：プ□グラムキーを POP 受信キーとして登録 

開始時刻 hh:mm (時：分） 

ワンタッチ/短縮ダイヤ j レ番号 


U スト.レポ—卜 
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システム登録の設定をプ u ン 
卜します。 


f 〇 〇 



巧し-4|^〇 ^ QP 04 C 

00 □□□□□□□□ 
000000000( 
0000 aoao 己 □ 


フアクス/ E _ y - ル 
こ 眠/因/-限- 


システム登録リストのサンプル 


リスト•レポート 



システム登録リスト 


* 女* ♦* 女 ♦** ♦** 女** 


システムけロクリスト 


女 ♦**♦♦*♦ 女 ***♦**♦**♦*** * 女* 


yy yy - MM-dd 


***** ** 女 ♦ 


15:00 ***** P .01 


(1) 

(2) 





(5) 

A 。 ラメ-夕- 

] ウモクメイ 

センタクシ 



ケ''ンサ''イノ 

ヒヨウシ'‘ユン 

スウシ 。I D 





セッティ 

セッティ 

(6)00^ 

ケ''ン]ウノウタン 

(1: ウス クー 

3:ヒョウシ、、 ュンー 

5:〕ク） 

3 

3 

*002 

モシ.サイス、、 

(1: フツウ 

2:チイサイ 

3:サイミツ） 

3 

2 

003 

( 

力、、'ンッテ’.フォルト 

( 

(1 :モシ、. 

( 

2 :モシ.’ /シャシン 

( 

3:シャシン） 

( 

1 

1 

) 

183 

) 

カラー 予ソ1 。ファイル 

) 

( 1:1 A 。- シ‘' 

) 

2:フクスウへ。-シ、、） 

) 

1 

1 


/、。ナソニック 


rUF - 9000 


♦ ♦ 女* ♦ ♦女 *♦ ♦女 ♦ ♦* 女 ♦ ♦女 ♦ 女* ♦ 


-/、。ナソニック 


***** 


201555 1 21 2- 


********* 



176 






























、リスト. レポ— 卜 


177 




钱ぶ i トラブル 


故障かな？と思った 



故障かな？と思ったとさはなの項目をチェックしてくださし、。 


こんなとさには 

現象 

処置 

参照 

ぺージ 

送信中 

原稿び送り込まれな 
いか、または複数枚 
同時に送り込まれる 

1. 原稿にホチキスの針やク U ップび付いていないこと、 
また巧れや破れのないことを確認してください。 

2. 原稿び正しくセットされていることを確認してくだ 
さい。 



済スタンプびプ I 」ン 
卜されない 

システム登録 N 0.04および N 0.28の設定値を確認し 
てください。 

] 已〇 
] 已] 


済スタンプび薄すぎる 

済スタンプを交換してください。 

186 

送信巧の 
受信画質 

送信した原稿に縦線 
び入る 

お手元のコピーの画質を確認してください。コピーに問 
題びない場合、本機は正常です。異常び発生している受 
信側に報告してください。コピーに問題びある場合は、 
原稿読取部を清掃してください。 

— 


送信した原稿び白紙 
で出て < る 

1 . 原稿び指定の向さにセットしてあることを確認して 
ください。 

2. お手元のコピーの画質を確認してください。コピーに 
問題びない場合、本機は正常です。異常び発生してい 
る受信側に報告してください。コピーに問題びある場 
合は、原稿読取部（原稿台ガラス）を清掃してくださ 
い。 
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こんなとさには 

現象 

処置 

参照 

ぺージ 

受信中 

用紙切れ 

用紙びなくなった場合は、エラーコードびディスプレイ 
に表示されます。用紙を補給してください。 

— 


用紙ゴまり 

用紙びつまった場合は、エラーコードびディスプレイに 
表示されます。つまった用紙を取り除いてください。 

— 


巧紙び送り込まれない 

用紙カセットに用紙びセットされていることを確認し 
てください。用紙のセット方法については、該当する指 
示に従ってください。 

— 


プ U ント終了時に用 
紙び排出されない 

用紙び本機内部でつまっていないか確認してください。 

— 


原稿自動縮ル機能び 
はた日かない 

縮ル受信の設定値を確認してください。 

] 已] 

通信 

発信音なし 

1 . 電話回線の接続を確認してください。 

2. 電話回線を確認してください。 

16 


自動受信しない 

1 . 電話回線の接続を確認してください。 

16 



2.受信モードの設定値を確認してください。 

26 



3.システム登録 No . 13通信管理レポートを「アリ」 （初 

151 



期値）に設定して、受信した原稿をメモ U - か日プ U 
ントしている場合に00番目の処理になる可能性あ 
り）、通信管理レポートのプ U ントび完了するまで自 
動受信は有効になりません。 




4. シャットダウンモードになっていないか確認してく 




ださい。 DHCP 「アリ」の場合、シャットダウンモー 
ドか 日復帰するとさ、サーノ（一接続エラー中は受信で 
さないことびあります。また、 LAN ケーブルびはず 
れている場合ち、ヴーパ'一接続エフー中は黃信でさな 
いことがあります。 



送受信びでさない 

ディスプレイにエラーコードび表示されます。エラー 
コード表を参照して原因を特定してください。 

180 

操作 

操作を受け付けない 

本機の電源をオフにし、数秒後にオンにしてください。 

— 
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钱ぶ i トラブル 


主な エラーコード 


通信でさなかったとさなどに、通信管理レポートにエラーコードび表示されます。エラーコードび表示され 
たとさは、なの表に従って処置してください。他のエラーコードは、本体管理編取扱説明書を参照してくだ 
さい。 


エラー 

コード 

現象 

処置 

参照 

ぺージ 

030 

原稿びつまっている 

1. 原稿を正しくセットし直してください。 

2. 原稿づまりを取り除いてください。 

本体 
管理編 

031 

原稿び長すざるか、つまっている。文字サイ 
ズび「フツウ」「チイサイ」で原稿の長さび 

2 m を超えている。文字サイズび「サイミツ」 
の場合は400 dpi で] .4 m 、 己00 dpi で己0 
cm を超えている 

1. 原稿を正しくセットし直してください。 

2. 原稿づまりを取り除いてください。 

3. 原稿の長さを確認してください。 

本体 
管理編 

400 

初期手順の途中で、受信局び応答しなかった 
か、または通信エラーび発生した 

1. 相手先を替えて確認してください。 

2. 原稿をセットし直し、再送してください。 

~ 

401 

中継局に受信用パスワードび必要なため、原 
稿を受信でさない。中継局びメールボックス 
を持たない。中継局び送信側機器の ID 番号 
(ファクス番号）を要巧している 

中継局に確認してください。本機の ID 番 
号（ファクス番号）を登録してください。 


402 

初期手順の途中で通信エラーび発生した 

原稿をセットし直し、再送してください。 

- 

403 

中継局側にポー1」ング機能びない 

「ポー1」ング=ア1」」を設定するよラに 
中継局側に連絡してください。 

~ 

404/ 
405 

初期手順の途中で、通信エラーび発生した 

原稿をセットし直し、再送してください。 

~ 

406 

送信用ノ（スワードび一致しない。受信用パス 
ワードび一致しない。不正な相手局か日セレ 
クト受信モードで受信した 

ワンタッチまたは短縮ダイヤルのパスワー 
ドまたは電話番号を確認してください。 

84 

90 

407 

受信局か日のページ送信済み確認信号び得日 
れない 

数分後に再送してください。 

~ 

408/ 
409 

遠隔側か日のページ送信済み確認信号び判読 
でさない 

数分後に再送してください。 

~ 

410 

送信側による通信巧切り 

相手先を替えて確認してください。 

- 

411 

ポーリング用パスワードび一致しない 

ポーリング用ノ（スワードを確認してくだ 
さい。 

36 

412 

送信側か5のデータび得日れない 

相手先を替えて確認してください。 

- 

414 

ポーリング用ノ（スワードび一致しない 

ポーリング用ノ（スワードを確認してくだ 
さい。 

36 

415 

ポ _ U ング送信エラー 

ポーリング用パスワードを確認してくだ 
さい。 

34 

416/ 

417/ 

418/ 

419 

受信データに含まれるエラーび多すざる 

相手先を替えて確認してください。 


42日/ 
421 

受信モードにはなるび、送信側からのコマン 
ドび受信できない 

1. 相手先のダイヤル間違い。 

2. 相手先を替えて確認してください。 

— 
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エラー 

コード 

現象 

処置 

参照 

ぺージ 

422/ 
427 

インターフェースに互換性びない 

相手先を替えて確認してください。 

— 

430/ 

434 

受信中に通信エラーび発生した 

相手先を替えて確認してください。 

— 

436/ 
490 

受信データに含まれるエラーび多すざる 

相手先を替えて確認してください。 

— 

456 

• 本機びしソ下のいずれかの条件のちとで、親展 
原稿を巧信した、または親展原稿のポー1」ン 
グを要巧した 

1. 親展原稿の受信に必要な空さメモ1」一び 
ない 

2. 親展メールボックスび一杯である 

3. 受信した原稿をプ U ント中である 

• 本機び原稿の中継を要巧されている場合 

1. 通信予約レポートをプ U ントし、その 
内容を確認してください。 

2. 本機びプ U ントを完了するまで待って 
ください。 

98 

492/ 
493/ 
494 

受信中に通信エラーび発生した 

相手先を替えて確認してください。 


495 

電話回線び切断された 

相手先を替えて確認してください。 

- 

501/ 
502/ 
503/ 

已04 

内蔵 V .34 モデムで通信エラーび発生した 

相手先を替えて確認してください。 


540/ 
541/ 
542/ 
543/ 

已44 

送信中に通信エラーび発生した 

1. 原稿をセットし直し、再送してください。 

2. 相手先を替えて確認してください。 


已曰〇 

電話回線び切断された 

相手先を替えて確認してください。 

- 

552/ 
553/ 
554/ 
已曰曰 

受信中に通信エラーび発生した 

相手先を替えて確認してください。 


已80 

F コード機能をもたない機器へのサブアドレス 
送信 

相手先を替えて確認してください。 

80 

已 8] 

F コード（サブアドレス）機能をもたない機器 
へのヴブアドレスパスワード送信 

相手先を替えて確認してください。 

80 

623 

自動原稿送り装置に原稿びセットされていない 

原稿をセットし直し、再送してください。 

- 

630 

回線使用中による再ダイヤル失敗 

原稿をセットし直し、再送してください。 

- 

631 

ダイヤル中に STOP を巧した 

原稿をセットし直し、再送してください。 

- 


くなページへつづく > 
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トラブル 


主な エラーコード 


エラー 

コード 

現象 

処置 

参照 

ぺージ 

634 

相手先か日の無応答による、またはダイヤル 
間違いによる、再ダイヤル失敗 

を：ビジー!-ーンび検出されなかった場合、 

本機は再ダイヤルを]回しか行ないま 
せん。 

電話番号を確認し、再送してください。 


638 

通信中に停電び発生した 

電源コードとプラグを確認してください。 

- 

712 

メールアドレスの誤り 

登録されたメールアドレスを確認してく 
ださい。 SMTP サーバーの IP アドレス 
をネットワーク管理者にお問い合わせく 
ださい。 


714 

LAN に□グオンでさない 

1 OBase - T /1 OOBase-TX ケーブルの 
接続を確認してください。予期でさない 
問題び発生しました。ネットワーク管理 
ちにお問い合わせください。 


715 

TCP / IP 接続のタイムアウト 

インターネット FAX のパラメーター設定 
値を確認してください。 IP アドレス、 
ゲートウェイ IP アドレスの初期値、 
SMTP サーバーの IP アドレスを確認し 
てください。 


716 

指定した SMTP サーバーに□グオンでさない 

SMTP サーバーの IP アドレス設定値を 
確認してください。ネットワーク管理を 
にお問い合わせください。 


717 

SMTP プロトコル伝送び不完全。 SMTP サー 
ノ（一の八ードディスクび一杯の可能性あり 

SMTP サーバーに障書びあります。 

ネットワーク管理をにお問い合わせくだ 
さい。 


718 

プ U ントデータ受信時のページメモ U —才一 
バーフ□一。用紙カセットの用紙サイズよりを 
大をいサイズをアプ U ケーシヨンで選択した 

原稿サイズと文字サイズを確認してくだ 
さい。受信側で対応しているサイズと文 
字サイズで再送してち5ラよラに送信側 
に連絡してください。 


719 

LAN 経由で受信したデータお式び受信側に巧 
応していない 

じ(下に示すよラな、対応するファイル添 
付あ式で再送してち日うように送信側に 
連絡して < ださい。 

* TIFF-F 形式。 

* 用紙のサイズに合った画像データ 


720 

POP サーバーと接続でさない （ POP サーバー 
IP アドレスの誤り）。 POP サーバーのダウン 

POP サーバーの IP アドレスを確認し 
てください。ネットワーク管理者にお問 
い合わせください。 


721 

POP サーバーに接続でさない（ユーヴー名ま 
たはパスワードのエラー） 

POP ユーヴー名とパスワード、または 
AP 0 P 設定値を確認してください。 

ネットワーク管理者にお問い合わせくだ 
さい。 
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エラー 

コード 

現象 

処置 

参照 

ぺージ 

722 

DHCP サーバーからのネットワークパラメー 
夕一(例： IP アドレス、サブネットマスク、 
デフオルトのゲートウェイ IP アドレス）の取 
得に失敗 

1 . LAN ケーブルの接続を確認してくだ 
さい。 

2. ネットワーク管理をに問い合わせて、 

お手元のネットワークで DHCP び使 
用でさるか5隹認、してください。 

16 

72已 

DNS サーバー接続のタイムアウト 

DNS サーバーのダウン 

DNS サーバーの IP アドレスを確認し 
てください。ネットワーク管理をにお問 
い合わせください。 


726 

DNS サーバーか日エラー応答を受信 

POP サーバー名を確認してください。 
SMTP サーバー名を確認してください。 

~ 

728 

送信したデータ （ PDF ) 形式び受信側に対応 
していない 

( PDF あ式での送信は、インターネット FAX 
か日 PC への送信時のみご利用になれます） 

送信ファイルフォーマット （ F 8-6)、 ま 
たはシステム登録の 「177送信ファイ 
ルタイプ」 を niFF/JPEGJ に設定し 

て送信してください。 

] 已已 

729 

SMTP サーバーとの接続時に認証 

SMTP 認証ユーヴー名とパスワードを 

54 


( SMTP 認証）に失敗 

確認してください。ネットワーク管理を 
にお問い合わせください。 

154 

730 

メール経由で PC から遠隔操作で、ジャーナ 
ルを取り出せない、またインターネットパラ 
メーターやワンタッチ/短縮ダイヤルち登録 
でさない 

システム登録 N 0.158 メールリモート 

登録び「アリ」に設定してあるか確認し 
てください。 

] 已4 

731 

中継送信要巧を受けたとさに手動ダイヤル用 
ダイアラーバッファび一杯（已〇宛先まで） 

予約通信終了後に中継送信要巧を送信し 
直してち日ラよラに送信元に連絡してく 
ださい。 


800/ 
814/ 
816/ 
825 

相手先び中継機能または親展機能を持ってい 
ない 

相手先の設定を確認してください。 


815 

メールボックスび一杯 

不要なファイルを削除してください。 

- 

826 

アドレス帳（ワンタッチ/短縮ダイヤル）に 
受信したサブアドレスび登録されていない 

アドレス帳をチェックしてください。 

相手先に確認してください。 

~ 

870 

送信原稿を蓄積中にメモ U —フルとなった 

1. ダイレクト送信してください。 

2. オプションのメモ U - 力ードを装着し 
てください。 

22 

186 


C お知らせ J 


1 .上記しソ外のエラーコードび表おされた場合は、ちラー度 a 信してみてください。処置をしてち 
エラーコードび表おされる場合は、サービス実施会社にご相談ください。 
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トラブル 


リ モー ト登録時の エラー メッセ ー 



■ システムエラーメッセージ 

ワンタツチ/短縮ダイヤルの U モート登録時にエラーとなつた場合に、本機より送信元へメールでエラー 
メッセージび送信されます。 



エラーメッセージ 

原因と処置 

1 

曰曰4 Data transfer error (broken 
header ) 

へッ ダーまたはサブへ ッ ダーの解析中にエラーび発生したた 
め処理でさませんでした。再送してください。 

2 

已曰 4 Data transfer error (broken 
data ) 

データ解析中にエラーび発生したため処理でをませんでした。 
再送してください。 

3 

曰曰 4 Data transfer error (FAX 
module ) 

LAN モジュールとの通信中に FAX モジュールでデータ転送 
エラーび発生しました。再送してください。 

4 

554 MIME attachment not 

supported 

( message / file ) 

サポートしていない MIME の添付ファイルび送日れました。 
テキストデータだけの添付ファイルで再送してください。 

已 

554 MIME format not supported 

サポートしていない MIME タイプび送日れました。テキスト 
データだけで再送してください。 

6 

曰已 4 G 3 relay permission denied 

中継要巧のあったドメイン名は登録されていません。 

7 

曰曰 4 Relay address unknown 

中継要巧のあった最終受信局の電話番号び不明です。 

8 

已曰 4 Memory full (FAX module ) 

FAX メモリーび一杯です。あとで再送してください。 

9 

曰曰 4 Data transfer error 

U ストに記載されていないエラーです。あとで再送してくだ 
さい。 
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■ リモート登録失敗時のエラーメッセージ 

ワンタツチ/短縮ダイヤルの U モート登録び失敗したときに、本機より送信元ヘメールでェラーメッセー 
ジび送信されます。 



エラーメッセージ 

原因と処置 

1 

©command ブ□ックにエラーが 
あります。 

ブ□ツク終了コマンド r@encl」 び 「©command」 ブ□ツクで記 
述されていません。 「©end」 コマンドを加えて再送してください。 

2 

©begin コマンドびありません。 

ブ□ツク開始コマンド 「@be 旨 in」 び r@beginj ブ□ツクで記述 
されていません。階 begin」 コマンドを加えて再送してください。 

3 

©begin ブ□ックにエラーびあり 
ます。 

ブ□ツク終了コマンド r@encl」 び r@beginj ブ□ツクで記述さ 
れていません。 r@endj コマンドを加えて再送してください。 

4 

©system ブ□ックにエラーがあ 
ります。 

ブ□ツク終了コマンド 「@encl」 び 「@system」 ブ□ツクで記述さ 
れていません。 「@end」 コマンドを加えて再送してください。 

已 

©sender ブ□ックにエラーびあ 
ります。 

ブ□ツク終了コマンド r@encl」 び 「©sender」 ブ□ツクで記述 
されていません。 「@end」 コマンドを加えて再送してください。 

6 

©domain ブ□ックにエラーびあ 
ります。 

ブ□ツク終了コマンド 「@end」 び rOdomainJ ブ□ツクで記述さ 
れていません。 「@end」 コマンドを加えて再送してください。 

7 

©program ブ□ックにエラーびあ 
ります。 

ブ□ツク終了〕マンド r@encl」 び r@p「o 吕 ram」 ブ□ツクで記 
述されていません。 「@end」 コマンドを加えて再送してください。 

8 

©system コマンドびありません。 

システム開始〕マンド r@system」 び 「©system」 ブ□ツクで 
記述されていません。 「©system」 コマンドを加えて再送してく 
ださい。 

9 

FAX 動作中のためリモート登録 
でさません。 

• ファクス通信び予約されている場合、ファクス動作終了後に再 
送してください。 

• 予約レポートを確認し、予約びない状態にして再送してください。 

10 

U モート登録ノ（スワードチェック 

-L フー〇 

パスワードを修正して再送してください。 

11 

1」モート登録び許可されていません。 

システム登録の「1己8 メールリモート登録」を「アリ」に設定し 
てください。 

12 

Format Error: く エラーイ了> 

入力したフォーマツトび正しくないか、または各宛先還択巧の記 
述データび一行で完結していないため不完全となっています。修 
正して再送してください。 

13 

Warning: く エラー行 > 

入力したフォーマツトび正し<ないか、または入力した文字数び 
最大が数を超えています。修正して再送してください。 

14 

データび長すざます。 

宛先名、ドメイン名、送信元名、プ□グラム名などの文字数び最 
大巧数を超えています。 

15 

倒 ist ブ□ックにエラーびあります。 

ブ□ツク終了〕マンド r@end」 び「剧 ist」 ブ□ツクで記述され 
ていません。 「@end」 コマンドを加えて再送してください。 

16 

©select-domain ブ□ックにエ 
ラーびあります。 

ブ□ツク終了〕マンド r@encl」 び 「@select-clomain 」 ブ□ツ 
クで記述されていません。 r@endj コマンドを加えて再送してく 
ださい。 

17 

じ(下のデータに上書さされました。 

: < (上書きされたデータ）> 

データび上書さされた場合に返送されます。 

18 

ダイヤルインデータの登録びあり 
ません。 

:く エラーイ了> 

設定しよラとしたモデムダイヤルイン番号1こ該当するダイヤルび 
登録されていません。装置のダイヤル設定を確認してください。 
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钱ぶ i トラブル 


済スタンプの交換/増設メモリーカード 


■ 済スタンプ 

済マークび薄くなってきた5交換します。 

済スタンプのはずしかた 



■ メモリーカード（オプション）の設置 

本機に内蔵されているメモ U —のほかにオプションの増設メモ U —カードを取り付けて、大量のファクス 
をメモ U —送信/受信、または代行受信することびできます。 

. 本機のメモ U —に原稿び蓄積されているときに、増設メモ U —カードを取り付けると、本機のメモリー 
に入っていた内容は消去されます。 

. 増設メモ U- 力ードを取り付ける前に、通信予約レポートをプリント（《^98ぺージ）して、本機のメ 
モ U —に何ち蓄積されていないことを確認してください。 

. ディスプレイに"メモリージュシンサレテイマス"び表示されているときは、メモ U- の内容をプ U 
ント（〇^88ぺージ）して、メモ U- に何ち蓄積されていない状態にしてください。 





(1) 電源を切り電源コードをあく 

(2) メモ U — カードカバーを はずす 


(1) "Panasonic” の文き面び本体側になる 
向きで、とまるまで確実に差し込む 

ま意：差し込む向きを間違えると、接続ピン 
び巧びる恐れびあります。 

(2) メモ U —カードカバーを付ける 


( お知らサ）1.本機のメモ U - に蓄積されていた原稿は、増設メモ U - 力ードを抜くと消去されます。 






スタンプフォルダーを開ける 




スタンプフォルダーを閉じ、原 
稿巧スパットを民す 

お知らせ： 

スタンプフォルダーを閉めると 
さは、両側のラッチ部分を持ち 
静かに閉めます。 



U 電源コードを接続し、電源を入れる。 

システム登録 U ストをプ U ント7己ページ）し、 
「99 メモリーサイズ」已3ページ）で確認する。 
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9 しその他 


主な仕様 


G 3 ファクス部仕様 


適用回線 

電話回線 （ITU-T Gro 叩3)、ファクシミ U 通信網 
(F 網2種接続サービス） 

直流抵抗値 

1450 

帯域圧縮方式 

JBIG, MH, MR, MMR (ITU-T 勧告準拠） 

モデムお式 

ITU-T V.34, V. 17, V.29, V.27 ter and V.21 

通信速度 

33600- 24 日日 bps 

原稿サイズ 

AR _ A4 

最大 ：原稿台ガラス： A4 

ADF : 21 6 X 2000 mm 

最ル ：原稿台ガフス：制限なし 

ADF : A 曰 

読取方式 

CCD イメージセンサーによる平面走査 

有効読取幅 

207 mm 

走査線密度 

水平方向 垂直方向 

ふつう8 dot/mm X 3. 8已 lines/mm 
ルさい8 dot/mm X 7.7 lines/mm 
細密]己 dot/mm X 1已 .4 lines/mm( 補間） 

を走査： 8 dot/mm :ふつラ、ルさい 

:16 dot/mm :細密 (400 dp け目当） 

: 600 dpi :細密 （600 dpi) 

副走査： 3. 8已 lines/mm :ふつう 
: 7.7 lines/mm :ルさい 
:1已 .4 lines/mm :細密 (400 dpi 相当） 

: 600 dpi :細密 （600 dpi) 

ワンタッチ/ 

短縮ダイヤル登録件数 

200宛先（ワンタッチキー32、プ□グラムキー8、短縮ダイヤル]己 □) 

イメージメモリー容量 

2MB (お買い上げ時） ：約] 20枚 

2MB 増設時 ：約240枚 

4 MB 増設時 ：約3己0枚 

8 MB 増設時 ：約己00枚 

• 保存できる枚数は、 A 4 標準原稿 （ A4 サイズ700字程度の原稿）を、 
文字サイズ「ふつラ」で読み取ったとさの枚数です。原稿によっては枚数 
は異なります。 

• タイマー送信などの通信予約でメモ U —を使用している場合は、メモリー 
に保をでさる枚数びかなくなります。 

消費電力 

待機時 ：約] 9 W 〜800 W 

節電モード時 ：約] 9 W 

ス U - プモード時：約] 0 W 
シャットダウン時：約 0.9 W 
送信時 ：約4已 W 

受信時 ：約900 W 

最大 ：約900 W 
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インターネットフアクス / E メール部仕様 


適合規格 

1 OBase-T Ethernet (IEEE 802.3), 1 OOBase-TX Fast Ethernet 
(IEEE 802.3 u) 

適用回線 

10/1OOBase-TX port: RJ-45 

適合規格 

IETF RFC 230 曰， ITU-T T.37 

通信プロトコル 

TCP/IP, SMTP, POP3, MIME 

データお式 

TIFF [IETF RFC 2301 Pro 刊 e S, t J] 

PDF (送信時のみ） 

JPEG (カラー送信時のみ） 

有効受信幅 

最大： A4 サイズ 


オプションと消耗品 


品を 

品番 

内容 

八ンドセット 

UE- 403146 


済スタンプ 

UG-4105-2 


メモ1」ーカード 

UE- 410046 -AZ 
UE- 410047 -AZ 
UE- 410048 -AZ 

2 MB フラッシュメモ1」一力ード 

4 MB フラッシュメモ1」一力ード 

8 MB フラッシュメモ1」一力ード 


■ 停電のとさ 

停電中はファクスのディスプレイは消えています。ファクスを送ったり受けたりすることはできません。ま 
た、オプションの八ンドセットをご利用の場合、電話をかけることはでさません。 


停電になったとさ 

相手の方とお話し中 

そのまま通話でさます。 

ファクス送信中 

送信は中断されます。停電復旧後、ちラー度送信して 
ください。 

ファクス受信中 

受信は中断されます。停電復旧後、相手の方にちラー 
度送信を依頼してください。 

停電中 

電話をかける 

でさません。 

電話を受ける 

でさます。 

ファクスを送る 

でさません。 

ファクスを受ける 

でさません。 

停電復旧後 

メモ U —の内容 

メモ U —に蓄積されている送信および受信データは 
保持されています。 

ファクスに登録/設定した内容 

ワンタッチダイヤ j レや短縮ダイヤルなどの登録内容、 
その他各種登録は、停電中ち消えることなく保持され 
ています。 


■ チェック&コール 

万一、本機び故障した場合には、本機び自動的に当社指定のサービス実施会社に障書状況を連絡する機能で 
す。詳しくはお買い上げの販売店にまたは、サービス実施会社にお問い合わせください。 


C お知らせ J 1.原稿を読み取り中に停電した場合は、読み取りは中断されます。停電復旧を、をう一度読み取 

- りをしてください。ファクス送信時、原稿読み取り後のメモリー送信中に停電した場合は、停 

電復旧を、直ちに再送信されます。 


そ 

の 

他 
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1 OBase - T / 

1 00 Base-TX 

イーサーネット規格の一種です。 

「10/100」はバンド幅び] 0/100 Mbps の意味で、このバンド幅は単ーチヤ 
ンネル.ベースバンドのべースとなっています。 「 T 」 は撼り （ Twisted ) 巧の意 
味で、この規格のケーブルは2巧の非シールド撼り線か日なります。 

ADF 

(自動原稿送り装置） 

複数枚の原稿をセットして、]枚ずつ読取り部へ送る装置です。 

BPS 

(Bits Per Second ) 

電話回線経由で送信されるデータ量の単位です。本機は常に最大伝送速度で動作 
開始しますび、電話回線の状況や受信側機器の能力に応じて伝送速度を自動的に 
落とします。 

DTMF 

(Dual Tone Multi 
Frequency ) 

電話機の各ダイヤルボタンの各数字を表わす2つの周波数を組み合わせた信号で 
す。一般に、プッシュホン式ダイヤル呼出しを指します。 

ECM 

(Error Correction 
Mode ) 

G 3 ファクス通信を行なっているときに、通信エラーを訂正する機能です。 

FROM 還択 

あ日かじめプ□グラム登録してある24の送信者名 、 E メールアドレス、または 
電話番号のラちの]つを発信元情報として送信前に選択することびでさます。 

G 3 モード 
(Group 3) 

現在最ち普及している、 G 3 規格に準拠したアナ□グ電話回線用のファクシ SU 
手順です。 

IP アドレス 

インターネットに接続されたコンピューターなどの住所にあたる数列です。 

ISP 

(Internet Service 
Provider ) 

インターネットへの接続ヴービスを提供する組織のことです。 

ITU-T 

国際電気通信連合電気通信標準化部門。旧国際電信電話諮問委員会（旧 

C . C . I . T . T )。 

ITU-T Image No.l 

送信速度と機器能力との比較を可能にする業界標準原稿のことです。 

LAN 

(Local Area 

Network ) 

オフィス、工場、大学などといった隣接エ U アに限定された、データの統合およ 
び交換のためのコンピューターネットワークシステムです。 

LAN 中継パスワード 

LAN 中継通信を行ラ際に、パスワードとして用いる E メールアドレスです。 

LAN 中継通信の宛先を表す E メールアドレスの、ユーヴー名（@の左側）の部 
分と比較して、一致した場合に LAN 中継通信を行います。 

LCD 

本機の状態表示をする液晶ディスプレイのことです。 

MAC アドレス 

装置に割り当て日れる八ードウエアアドレスで 、 MAC ( メディア.アクセス•コ 
ント□ー ル）アドレスとちいいます。 

MAC アドレスは設定不可能で、コ□ン （ ： ） で区切日れた日つの]己進数か日 
なります。 

例： 00:00: c 0:34: fl :已〇 




MAPI 

(Messaging 

Application 

Program Interface) 

メッセージ送信のための Windows 標準インタフエースです。ワープ□ソフトや 
表計算ソフトなどのメニューか日、編集中の文書を直接 E メールで送信するよラ 
なことび巧能です。 

MDN 

(Message 

Disposition 

Notifications) 

メールび読まれたかどラかを確認する為に、送信側か日 MDN 要巧を付加して送 
付します。 

MIME 

(Multipurpose 
Internet Mail 
Extension) 

インターネット上で、テキストデータじ(外のマルチメディア情報ち扱えるよラに 
拡張した 、 E メールの通信手順です。 

POP 

(Post Office 
Protocol) 

メールサーバーにアクセスして自分宛のメールを取り出すための通信手順です。 

PSTN 

(Public Switched 
Telephone 

Network) 

公衆電話交換ネットワークを指します。相互に接続された交換機と送信施設から 
なるネットワークです。 

SMTP 

(Simple Mail 

Transfer Protocol) 

インターネット上でメールを送受信するためのをな通信プロトコルです。 

TCP/IP 
(Transmission 
Control Protocol/ 
Internet Protocol) 

インターネットで使用されているプロトコルの最ち基本的な集合体（プロトコル 
スイート）であり、あるインターネット端末と別の端末との間のデータ転送を巧 
能にします。 

TIFF 

(Tagged Image File 
Format) 

異機種間でのグラフィックデータの交換びできるようデータの前にタグと呼ばれ 
る部分を設け、データの記述形式を記載したデータファイルです。本製品の TIFF 
ファイルは、 MH 方式によりデータを圧縮しています。 

TIFF イメージビュー 
アー 

TIFF ファイルの中身を閲覧するための機能を持ったプ□グラムです。市販の 

TIFF ビューアーでは、本製品から送日れた TIFF ファイルを表示でさない場合び 
あります。 

宛先名 

各ワンタッチ/短縮ダイヤル番号の登録名です。 

イーヴーネット 

LAN 上のコンピューターおよび装置をネットワーク化する最ち一般的な通信規 
格。ほぼすベてのタイプのコンピューターび対応しています。 

イメージメモリー容量 

原稿の各ページを記憶するために本機び利用できるメモ U —の量を意味します。 
ITU - T 勧告の Image No .] 原稿を基に、読込み可能枚数を規定しています。 

インターネット 

相互に接続された、 TCP / IP プロトコルを使用するさまざまなネットワークの巨 
大な集合体。個々のネットワークは接続されて全世界をつなぐ巨大なインター 
ネットを形成します。 


く次ぺージへつづく > 
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9 しその他 


用語集 


イントラネット 

会社内部または組織内部にある非公開のネットワーク。イントラネットでは、公 
開されているインターネットと同じ種類のソフトウェアを使用しますび、その用 
途は内部的なちのに限定されます。 

エラーコード 

通信エラー、トラブルなど発生時に表示するコードです。 

クライアント 

クライアント（端末）コンピューターの意味で、 LAN 上でデータベースを共用し 
たり、グループ作業や通信を行うときに使用します。 

グループダイヤル 

1つのプ□グラムボタンに複数宛先を登録でさます。]回の操作で順な同報送信 
びでさます。 

固定縮ルプリント 

すべての着信原稿を一定の縮ル率（例： 7已％)でプ U ントします。 

最終宛巧 

LAN 中継通信時の最終送信宛先です。 

ヴーパ’一 

クライアント（端末）コンピューターに巧してデータ資源、通信接続、データ保 
を空間その他のサービスを提供する、ネットワークに接続されたコンピューター 
または装置をさします。メールサーバーソフトウェアは、ネットワーククライア 
ントびメールアカウントを保有してメールの送受信を行なラことを可能にしてい 

9 〇 

サブアドレス 

着信ファクスのルーティング、転送または中継を実行するための ITU - T 勧告で 
す。 

サブアドレスパスワード 

サブアドレスに対応する追加機密保護のための ITU - T 勧告です。 

ヴブネットマスク 

ネットワーク ID で定義されたネットワークの、サブセグメントを管理するための 
マスクビット列です。 

自局登録 

自局登録をすることで、通信のときに相手機に自局の情報を表示できます。たと 
えば、発信元、文字の、日時などびあります。 

システム登録リスト 

本機のシステム登録の設定値を U ストにしてプ U ントできます。 

自動縮ルプリント 

標準サイズの普通紙にプ U ントでさるよラに、受信した原稿を自動的に縮ルする 
機能です。たとえば、 B 4 サイズの着信原稿を縮ルして A 4 サイズの用紙にプ U 
ントします。 

自動受信 

ファクスび自動的に着信をおこない原稿を受信するモードです。 

受信側パスワード 

原稿ち信刖 L 照合される4巧のパスワードのことです。 

手動受信 

着信原稿を受信するのに使用者の操作び必要なモードです。 

数字。 

通信相手のディスプレイに表示させる電話番号などの情報です。 

済スタンプ 

送信び完了したページ、またはメモ U —へ読込まれたページに済スタンプび押さ 
れます。済スタンプの ON 、 OFF は任意に切替えできます。 


192 




正順プリント 

受信した原稿を送信した順序でプ U ントする機能です。 

節電モード 

指定時間経過後に定着器を OFF にして、待機モードよりも消費電力を抑えてエネ 
ルギーを節約します。 

セレクト受信 

ダイヤルに登録してある電話番号の下4巧を照合し、一致したファクスからのみ 
本機び受信する機能です。 

送信側パスワード 

原稿送信時に照合される4巧のパスワードのことです。 

送信予約 

本機び別の機能を実行しているときに送信予約びできます。 

送達通知 

送信側インターネット FAX か日受信側インターネット FAX へ出されるメッセー 
ジで、送達通知 （ MDN ) 要巧のことです。受信側インターネット FAX は、メッ 
セージ（メール）を読むと送達確認メッセージを返送します。 

タイマー送信 

指定時刻に原稿の送信びでさます。 

タイマーポー U ング 

指定時刻にポー U ング通信びでさます。 

ダイレクト SMTP 

インターネットファクス同±びメールサーバーを経由せずに、ファイアーウオー 
ル (イントラネット）内で互いに直接通信を行なう機能です。 

蓄積原稿 

本機で読込み済でメモ U — に記憶されている原稿です。 

中継アドレス 

LAN 中継通信時に中継局を登録している3巧の短縮ダイヤルの番号です。 

中継局 

中継局では、受信した原稿を指示された宛先へ、順な同報で転送することびでさ 
よ9 〇 

中継送信 

発信局か日原稿を LAN 中継局へ送信すると、中継局はさ日にその原稿を最終受信 
側端末局へ送信します。 

中継ネットワーク 

中継局経由で通信する機器のネットワークのことです。 

重複プリント 

縮ルでさないく日い大さな原稿は、約] 3 mm 重ね合わせて2つのページに分割 
して自動的に出力されます。 

直接ダイヤル 

電話番号または E メールアドレスを、テンキーまたは文字ボタンで入力して直接 
ダイヤルする方法です。 

通信管理レポート 

最新の通信結果（直近の200件）を一覧にしてプ U ントでさます。 

デフオルトルーター IP 
アドレス 

ルーターのアドレスで、インターネット FAX との通信時に他のネットワークびど 
のルートをとった日よいか判断するときに使用します。 

テンキー 

コント□ールパネルにある数字キーです。 

同報送信 

プ□グラム登録された複数の宛先に同じ原稿を送信する機能。 


そ 

の 

他 


くなページへつづく> 
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用語集 


ドメイン名 

インターネットに接続された個々のコンピューターを一意に識別する名称です。 
ドメイン名は DNS サーバーによって IP アドレスか日翻訳されます。これは 、 IP 
アドレスび変更された場合でち、ユーヴーに親しみやすい（記憶されやすい）名 
称を保持することび目的です。 

ネットワーク 

2台じ(上のコンピューターを相互に接続して I 」ソースを共有すると、コンピュー 
ターネットワークになります。さ日に2つじ(上のコンピューターネットワークを 
つなぐと、インターネットびあ成されます。 

ネットワークアドレス 

アドレス帳に登録される4巧の固有アドレス番号で、中継ネットワーク上にある 
特定の端末局を識別するのに使います。 

濃度 

送信する原稿に合わせて読取りの濃度を設定でさます。 

発信元 

会社名または名前などを登録します。 

J \ ーフトーン 

黒と白の中間色（グレー）を階調で表現します。 

八ンドシ王ーキング 

送信側と受信側び通信するため、実際にデータを転送する前に、双方の通信方法 
や条件、プロトコルなどをあらかじめやり取りしておく手順のことです。 

ビューモードー通信管 
理 

通信管理レポートを出力することなく通信管理の簡単な内容を LCD ディスプレイ 
に表示することびできます。 

ビューモードー通信モ 
約ファイル 

通信予約レポートを出力することなく通信予約ファイルの簡単な内容を LCD ディ 
スプレイに表示することびできます。 

ファイル 

メモ U —を使っての送受信を行なったとさ作成されます。たとえば、タイマー送 
信などびあります。 

ファンクシヨンキー 

各機能を使うときに巧します。 

符号化方式 

各種機器び使用するデータ圧縮方式。本機は 、 Modified Huffman ( MH ). 
Modified Read ( MR)、Modified Modified Read ( MMR)、Joint Bi-level 
Image Group ( JBIG ) 符号化方式を採用しています。 

プリント縮ルモード 

本機にセットされた用紙に収まるように縮ルしてプ U ントする方法です。 

プ□グラムキー 

複雑な機能の操作をプ□グラムキーに登録したり、複数の宛先を登録して、簡単 
なキー操作で機能を使えます。 

プロトコル 

複数のデバイスやコンピューターシステムび互いに通信するための規約。 

へツター 

送信側ファクスび送信する、また受信側ファクスび各ページの先頭にプ U ントす 
る部分です。ヘッダーは、送信側ファクスの情報（日時など）を提供します。 
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ホスト 

ネットワーク上の他のコンピューターを集中管理するコンピューターです。ホス 
卜はドメイン内で唯一のホスト名を持ちます。ホストは全ドメイン名 ( FQDN ) 

の最初（左端）の部分となります。 

例： 

本機の E メールアドレスび Fax 軌 axOl . panasonic . com であるとすると、 
ffaxOlJ はホストに、 rpanasonic . com 」 はドメインに相当します。 

ホームぺージ 

ブラウヴー起動時に最初に表示されるページ、あるいは会社、組織などのを要な 
ウェブページです。 

ポーリング 

別のファクスか5原稿を取り出す機能です。 

ポーリングパスワード 

登録された4巧の暗証番号で、ポーリングび行なわれている原稿に対する機密保 
護を有効にするのに使います。 

メモリー送信 

原稿をメモ I 」一に読込んでから送信します。 

メモリー代巧受信 

用紙またはトナーびなくなったとさに着信原稿をメモ U —に蓄積する機能です。 

メモリー転送 

指定した短縮ダイヤルの宛先へ、全ての着信ファクスと E メールを転送する機能 
です。 

メールアドレス 

メールでデータを送受信するためのアドレスです。ユーヴー名、サブドメイン名、 
ドメイン名で構成されています。 

メールゲートウ王イ IP 
アドレス 

メールサーバーのアドレスです。 

メーリングリスト 

あるアドレスにメールを送り、自動的にメー U ング U ストに登録されている複数 
の人に E メールのコピーを送るための E メールアドレスです。 

文字の 

相手のディスプレイに表示させる会社名などの情報を登録します。 

文字サイズ 

送信する原稿の文字の大ささに合わせ、変更でさます。 

文字ボタン 

各種登録をするとさに文字または記号を入力するためのボタンです。 

モデム 

本機か日出された信号を電話回線経由で伝送できる信号に変換する装置です。 

ルーター 
げートウ エイ） 

複数の LAN 間の通信を可能にするネットワーク装置です。インターネットでは、 
それぞれの LAN のルーターび、インターネットを経由して転送すべさデータの経 
路を管理しています。 


195 



9 しその他 


ITU-T Image No.l 


ITU-T Image No . l に準拠している標準原稿のサンプルです似下のサンプルでは、縮尺び実際のものと異 
なっています）。 


THE SLEREXE COMPANY LIMITED 

SAPORS LANE - BOOLE - DORSET . BH 25 8 ER 
TELEPHONE BOOLE (94513) 51617 - TELEX 123456 


Our Ref. 350/PJC/EAC 18th January, 1972. 


Dr. P.N. Cundall, 
Mining Surveys Ltd., 
Holroyd Road, 

民 eadi_ng, 

Berks. 


Dear Pete, 

Permit me to introduce you to Che facility of facsimile 
transmission. 

In facsimile a photocell is caused to perform a raster scan over 
the subject copy. The variations of print density on the document 
cause the photocell to generate an analogous electrical video signal. 
This signal is used to modulate a carrier, which is transmitted to a 
remote destination over a radio or cable communications link. 

At the remote terminal,demodulation reconstructs the video 
signal,which is used Co modulate the density of print produced by a 
printing device. This device is scanning in a raster scan synchronised 
with that at the transmitting terminal. As a result, a facsimile 
copy of the subject document is produced. 

Probably you have uses for this facility in your organisation. 

Yours sincerely, 

fU. 

P.J. CROSS 

Group Leader — Facsimile Research 


Registered in England: No. 2038 

Registered Office; 60 Views Lane, Ilford. Ebbcx. 
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LAN 中継指示をするとさのパスワード' 

LAN 中継送信 . 

LAN 中継送信局 . 

LAN 中継同報 . 

LAN 中継指示の登録. 

P 

POP クライアント…. 

POP ち信 . 

POP 受信キー . 

POP 受信の設定 
POP による自動受信 
POP による手動受信 
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